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公益社団法人 国際農業者交流協会（The 

Japan Agricultural Exchange Council、 略 称
JAEC）は、昭和 63年に設立された専門機関
であり、海外において先進農業技術や経営を
実務的に学ぶプログラムを提供しています。
前身団体からの累積で、これまでに 15,000

名を超える日本の若者が海外に渡り、言語や
文化、生活環境の違いを乗り越えて先進農業
を学んできました。研修を通じて得た知識と
経験を活かし、国内の中核農業者として活躍
するだけでなく、農業関連企業や国際協力の
分野で広く貢献しています。
また、JAECでは ASEAN諸国やヨーロッパの
農業青年を日本の農家で実務研修できる受入
事業、研修修了者向けの研究会やセミナーの
実施なども行っています。これらの事業は、
長年にわたる海外の政府機関や関係団体との
協力と信頼関係に支えられ、その質と研修効
果の高さは国内外で高く評価されています。
畜産ティーン育成プロジェクトは、JRA日本
中央競馬会の助成により実施されているもの
で、若年層の畜産業への関心を高めることを
目的としています。特に、海外研修を通じた
学びを重視し、参加者が自身の学びを発信す
る機会を持つことを重要視しています。つま
り、インプットとアウトプットを組み合わせ
た実践的なプログラムとなっています。
近年、畜産生産に関わる資材費の高騰が農業
経済に大きな影響を及ぼしており、業界に
とって課題となっています。そのような状況
の中でも、未来の担い手となる若者たちが意

欲を持ち、畜産業界を盛り上げていくことが
重要です。本プロジェクトでは、若い世代が
実際の現場を体験し、畜産の魅力や可能性を
発見する機会を提供しています。
本年度のプロジェクトでは、オーストラリア
での研修を実施し、高校生たちは現地の畜産
業や農業技術を実際に体験しました。農場視
察やファームステイを通じて、畜産業の現場
を肌で感じるとともに、現地の高校で農業授
業や実習を受け、同世代の学生との交流も行
いました。これらの貴重な経験を通じて、参
加者は大きく成長し、自らの将来について深
く考える機会となりました。
研修を終えた高校生たちは、畜産業の魅力を
伝える「畜産アンバサダー」として活動し、
その経験や学びを多くの人に発信しました。
彼らの言葉は、多くの人々の心を惹きつけ、
畜産業の未来に対する希望を生み出す力とな
りました。将来、日本の農業を担う若者たち
の今後の活躍を心から願っております。
最後に、本プロジェクトの実施にあたり、ご
指導・ご支援・ご協力を賜りましたすべての
皆様に心より感謝申し上げます。引き続き、
当協会の事業へのご理解とご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

公益社団法人　国際農業者交流協会

五月女  昌巳会　長
�������������

畜産ティーン育成プロジェクトとは
JRA日本中央競馬会の令和 6年度畜産振興事
業の一環として実施される「畜産ティーン育
成プロジェクト」は、全国から畜産業を志す
高校生 20名が参加し、2024年夏にオースト
ラリア・クイーンズランド州テーブルランド
で研修を行いました。本プロジェクトは、畜
産業に関心を持つ若者の育成を目的とし、海
外研修と帰国後の啓発活動を組み合わせた取
り組みです。

研修の舞台：
オーストラリア・テーブルランド
オーストラリアのクイーンズランド州は、日
本の約 5倍の面積を誇る農業大国です。研修
地となったテーブルランドは、標高差による
多様な気候や豊富な水資源を活かした畜産が
盛んな地域であり、参加高校生は現地の農場
での実習や視察を通じて、最前線の畜産業を
学びました。
特に、高校生たちは以下の点に注目して学び
を深めました。
●大規模な肉牛農場の経営や労働環境
●アニマルウェルフェアに対する考え方
●現地農場主との対話を通じた畜産業の実情
研修中、高校生たちはテーブルランドの酪農
家やセールヤードの視察をしたのみならず、
ドライエリアにある大規模な肉牛農家を訪れ、
農場主に多くの質問を投げかけながら、畜産
業の現場について理解を深めました。また、
帰国後の発表に向けて、毎晩グループで何時
間も議論を重ねました。意見の食い違いから

言い合うこともあれば、自分たちの考えがま
とまらず苦労する場面もありましたが、その
過程を乗り越え、最終的には素晴らしいプレ
ゼンテーションを完成させることができまし
た。

畜産アンバサダー活動
研修を終えた高校生たちは、「畜産アンバサ
ダー」として、自身の学校や地域で畜産の魅
力を伝える活動を行いました。各学校での体
験発表会や、国際化対応営農研究会での発表
を通じて、堂々と学びを共有しました。研修
で得た知識や経験をもとに、日本の畜産の未
来について考えを深め、それを発信すること
で、より多くの人に畜産業の魅力を伝えるこ
とができました。

未来の畜産へのアイデア
高校生たちは研修を通じて得た知識を活かし、
未来の畜産業に向けた提案を考えました。そ
れぞれが学んだことをもとに、日本の畜産に
必要な変革や可能性について考察し、自身の
視点で意見をまとめました。そして、実際に
人前で畜産アンバサダー発表を行い、たくさ
んの方々に畜産の魅力、自分の考える未来の
畜産業について伝えることができました。
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⑤事前研修（6月10日～14日）
　・オリエンテーション
　・畜産業有識者からの講義
　・グループディスカッション
　・テーマとキーワード選択

②事前調査
プロジェクトの核となる海外研修を実
施するため、オーストラリアのクイー
ンズランド州北部地域周辺を訪問し、
調査を行いました。

③④プロジェクト参加者募集と選抜
全国農業高等学校長協会、全国高等学
校農場協会、日本学校農業クラブ連盟
にプロジェクト周知のご協力をいただ
き、全国の高等学校から応募がありま
した。
書類審査、オンライン面談により、
プロジェクト参加者を選抜しました。

①推進委員会　⑨成果評価委員会
プロジェクトを客観的、意欲的、専門的に運営し評価するため、外部
の専門家 4名及びメンター 2名による委員会を開催しました。

準　備 研　修 畜産アンバサダー活動（8月～翌年３月）

オンライン

⑧研修成果報告会（8月 14 日）
・8月12日に帰国、8月13日は発表準備
・研修の成果を社会に発信
・畜産アンバサダー活動のキックオフ

東　京

⑥渡航前研修（7月 22 日）
　・クイーンズランド州政府駐日事務所
　　からの講義
　・渡航前のオリエンテーション

オーストラリア

④プロジェクト参加者選抜
　（5月下旬）
　・書類審査
　・オンライン面談

②事前調査（5月 12 日～ 16 日）
　・訪問農場
　・関連施設の視察

③プロジェクト参加者募集
　（4月26日～5月21日）

若者たちを鼓舞
・ 高校生
・畜産を目指す若者
・中学生・小学生など

農畜産業界に
広くPR
・農家
・農畜産関連企業
・農畜産団体
・メディア

Instagram、X（旧 Twitter）、
TikTok などの SNS、

ホームページにて広く発信

所属高校を中心とした
発表会や農業イベント
で畜産業の魅力を発信

未来の畜産へのアイデア

畜産業の魅力・若者の活躍促進

農畜産業界の活性化就農者の増加

学んだことを
ふまえた
自分の意見

パンフレット、
報告書にまとめ
広く配布

⑦海外研修（8月 3日～ 12 日）
・8月3日に都内へ集合し8月4日に出発
・テーマとキーワードに沿って研修
・農業視察
・畜産業従事者へのインタビュー
・マランダ高校での農業実習や授業
・マランダ高校の生徒との交流
・ファームステイ

①推進委員会
　（5月10日）

①推進委員会
　（6月14日）

①推進委員会
　（8月14日）

⑨成果評価委員会
　（3月14日）
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姓 名 所属学校 学科 学年

1 田澤 未季 北海道岩見沢農業高等学校 畜産科学科 2年

2 多田 有輝 北海道帯広農業高等学校 酪農科学科 3年

3 久慈 渚紗 岩手県立盛岡農業高等学校 動物科学科 3年

4 星 碧虎 宮城県農業高等学校 農業科 3年

5 髙橋 智星 秋田県立金足農業高等学校 生物資源科 2年

6 岡崎 彩女 栃木県立那須拓陽高等学校 農業経営科 3年

7 長谷川 真央 千葉県立大網高等学校 農業科 3年

8 田木 希実 東京都立瑞穂農芸高等学校 畜産科学科 2年

9 阿部 未悠 東京都立瑞穂農芸高等学校 畜産科学科 3年

10 橘内 晟 長野県佐久平総合技術高等学校 食料マネジメント科 3年

11 熊倉 花 静岡県立田方農業高等学校 動物科学科 3年

12 福田 愛 岐阜県立岐阜農林高等学校 動物科学科 3年

13 甲斐 柚花 大阪府立農芸高等学校 資源動物科 2年

14 嶋本 珠琴 鳥取県立倉吉農業高等学校 農業学科生物科 3年

15 白土 陽麻 広島県立世羅高等学校 農業経営科 2年

16 佐熊 安莉 福岡県立糸島農業高等学校 動植物活用科 3年

17 宮田 凪沙 長崎県立諫早農業高等学校 動物科学科 3年

18 田中 優羽 熊本県立菊池農業高等学校 畜産科学科 2年

19 石山 弘樹 宮崎県立高鍋農業高等学校 畜産科学科 3年

20 田盛 悠祐 沖縄県立八重山農林高等学校 フードプロデュース科 3年

●畜産アンバサダー（高等学校生徒）

●推進委員

●海外研修引率教員

●メンター

本事業が目的達成のためにしっかりと正しく運営されているかを評価するため、
推進委員として事業運営のアドバイスをいただきました。

海外農業研修経験者のお二人にメンターとして参加していただきました。

横田　祥　　農業生産法人（有）横田農場 / AGRI BATON PROJECT 代表
青山浩子　　新潟食料農業大学食料産業学部　教授
遠藤友治　　文部科学省国立教育政策研究所教育課程調査官
星　知希　　農林水産省経営局就農・女性課農業教育グループ

熊本県立熊本農業高等学校　教諭　吉永憲生
群馬県立勢多農林高等学校　教諭　石井樹一朗

只埜昌幸　帯広畜産大学大学院博士前期課程 1年　
平成 4年度オーストラリア研修参加

戸塚蒼依　戸塚楽農
平成 30年度未来の畜産女子育成プロジェクト参加

海外研修を実施したオーストラリアには、畜産アンバサダー 20名、引率教員 2名、
メンター 2名、本会職員 2名の計 26名が渡航しました。

効果的な海外研修を実現するため、プロジェクト参加者に対して、プロジェクトの意義や目的、
心構えを学び、日本の畜産業への理解を深めるための準備として、グループワークを交えた 5

日間のオンライン研修を実施しました。

日次 月　日 曜日 内　容

1 6月 10日 月

• プロジェクト説明  • 参加者自己紹介  • グループワーク
プロジェクトの意義や目的、スケジュールなどを説明しました。
20名の高校生たちが、元気いっぱいに自己紹介しました。
4つのチームに分かれて、オーストラリアで学びたいこと 3つ考え
てもらいました。

2 6月 11日 火
• 日本の酪農について  • グループワーク
尚絅大学 現代文化学部 光成有香先生より日本の酪農について講義いた
だきました。

3 6月 12日 水
• メンターのお話し  • グループワーク
メンターであり令和 4年度オーストラリア農業研修の OBでもある只埜
昌幸さんよりオーストラリアでの経験、今後の展望について講義いただ
きました。

4 6月 13日 木
オーストラリアの肉牛の運営
•日本の食肉の流通概要  • グループワーク
日本ハム（株）大阪チルドビーフ科の大森秀樹様より肉牛の運営、日本
の食肉の流通概要に関して講義いただきました。

5 6月 14日 金

• 事業推進委員挨拶  • メンターのお話し  • 現地研修までの準備
事業推進委員先生方より応援のメッセージをいただきました。
メンターであり平成 30年度未来の畜産女子育成プロジェクトの OGで
もある戸塚蒼依さんに研修当時の経験、自身の農場の運営ついて講義い
ただきました。

⑤事前研修　6月 10日～ 14日

⑥渡航前研修　7月 22日

������� �� �����  ��

クイーンズランド州政府駐日事務所の石田まなつ様より、クイーンズランド州の農業事情、滞
在中の安全や治安のこと、現地で使える英語フレーズをお話いただきました。また、海外研修
に向けた最終オリエンテーションを行いました。
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日次 月日（曜日） 時間 内　容

1 8月 3日（土）

15：00 チサンホテル蒲田集合
出発前オリエンテーション
・自己紹介
・現地のスケジュール共有
・グループごとに発表用プレゼンテーション準備

2 8月 4日（日）
09：00
17：00
20：05

プレゼンテーション準備
成田国際空港　到着
成田国際空港　出発　ジェットスター航空 JQ26便　（NRT→ CNS）

3 8月 5日（月）

04：25
07：30
10：30
14：00
16：30

ケアンズ国際空港　到着
農業視察① Byrnes Quality Meats（食品加工施設を備えた小売肉屋）
農業視察②Mungalli Creek Dairy（酪農家）
農業視察③ Platypus Creek（畜産牛農家）
宿泊施設 Quinola Lakesに滞在

4 8月 6日（火）
08：00
15：00
17：00

農業視察④ Mareeba Saleyards（肉牛のせり市場）
農業視察⑤ Eachamvale Stud（酪農家）
宿泊施設 Quinola Lakesに滞在

5 8月 7日（水） 11：30
17：00

農業実習⑥ Jonsson’s Farm（大規模畜産牛 /野菜農家）
宿泊施設 Quinola Lakesに滞在

6 8月 8日（木）

08：45

15：30
17：00

マランダ高校にて農業実習＋生徒との交流）
・学内の農場について紹介
・日本紹介プレゼンテーション①
施設見学⑦ Bega Milk Factory（乳・食品会社）
宿泊施設 Quinola Lakesに滞在

7 8月 9日（金）
08：45

15：30

マランダ高校にて農業実習＋生徒との交流②
・牛の妊娠鑑定と直腸検査体験、除角見学
・日本紹介プレゼンテーション②
・ホストファミリーと面会、それぞれのファームステイ先へ移動

海外研修～帰国時研修成果報告会日程

��­��  ��
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⑦海外研修　8月 5日～ 12日
高校生の夏休みを活用して、クイーンズランド州北部
のテーブルランドで海外研修を行いました。プロジェ
クトのコーディネートは Banora International Group

に依頼し、農畜産業の視察や畜産農家へのインタ
ビューを通じて、現地の状況を学びました。滞在中に
は、マランダ高校を訪れて、畜産を学ぶ同年代の学生
たちとの農業授業や実習を通じて交流の機会を得ることができました。週末にはファームステ
イを体験し、異国の生活や文化が畜産業に与える影響について理解を深め、オーストラリアの
農家のライフスタイルに触れることで、国際的な視野を広げることができました。

日次 月日（曜日） 時間 内　容

8 8月 10日（土） ファームステイ引率者による受入農家巡回訪問を実施

9 8月 11日（日）
12：00

15：00

Mareeba Heritage Centreにて Graduation Ceremony
Cairnsへ移動
YHA Cairns Centralにて研修の取りまとめ

10 8月 12日（月）

08：30
12：00
18：30
19：30
20：45

ケアンズ国際空港到着～チェックイン
ケアンズ国際空港出発　ジェットスター航空 JQ25便
成田国際空港到着
チャーターバスにて蒲田へ移動
チサンホテル蒲田到着

11 8月 13日（火）
09：00

終日

意識調査アンケート 2回目
研修の取りまとめ
成果報告会プレゼンテーション準備

12 8月 14日（水）
08：30
10：00
12：30

最終発表リハーサル
研修成果報告会
報告会終了後解散

⑧研修成果報告会　8月 14日（水）10時～正午　
　プラザ・アペア（東京都大田区西蒲田）

帰国後すぐに、研修成果を広く伝えていくために、事業関係者や農畜産業関係者、メディアを
招待し、成果報告会を開催しました。5名 1組のグループがそれぞれのテーマについてプレゼ
ンテーションを行い、最後に海外研修引率教員
の石井樹一朗先生、吉永憲生先生の２名に総括
をしていただきました。研修を通じて、日本の
畜産業が抱える課題、既存の方法に対するより
良い改善策を見出し、高校生ならではの視点で
新たな発見を得ることができました。また、畜
産アンバサダー活動の第一歩として、自分の言
葉で発信することができました。
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１．畜産でアイデアを生かしたい
　　久慈渚紗、星碧虎、阿部未悠、嶋本珠琴、石山弘樹

２．若者が描く未来の畜産
　　田澤未季、長谷川真央、橘内晟、福田愛、宮田凪沙

３．誰もが喜ぶ畜産業
　　岡崎彩女、髙橋智星、熊倉花、佐熊安莉、田盛悠祐

４．私が働きたい畜産農家
　　多田有輝、田木希実、甲斐柚花、白土陽麻、田中優羽

【発表グループ】
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出発前日に蒲田に集合！
自己紹介、グループごと
に現地で行うプレゼン
テーション準備を行いま
した。
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DAY 1 2& 

今回初めて海外に行く生徒も。。！
飛行機に乗ること約７時間、ケアンズに到着です。

最初の視察先 Byenes Quality Meatsに到着

熱心にメモを取る
アンバサダーたち

お世話になる宿泊施設、
Quinola Lakes

優しい Pollyさんに
施設のルールや使用
方法についてお話し
いただきました。

店内では日本ではなかなかお目にかかれな
いカンガルーやウサギのお肉の販売も！

続いて Platypus Creekに移動
畜産農家の Daveさんにお話しを伺いました。
220エーカーもある農場を一人で管理しているそうです。

内部の食肉加工施設
も見学させていただ
きました！

農場の Danさん
通訳のあけみさん

農場特製のチーズ
やアイスクリーム
を試食させてもら
いました！

次の目的地はMungalli Creek Dairy　バイオ
ダイナミック農法についてお話を伺い、実際
に工場の中を見学させていただきました。

朝一でMareeba Saleyardsへ向かい
せりの様子を見学しました。
市場では暑さに強く免疫力の高い
ブラーマン種が多くみられました。

女性の更なる畜産市場への活躍を応援したいと話す
Tanyaさんに市場の案内をしていただきました。

みんなで畜産 LOVEのポーズ

Eachamvale Stud / Dairyへ
67ヘクタールの土地で約 200頭以上の乳牛を家族経営にて飼育し
ています。農場主のBronwynさんに農場内を案内してもらいました。

実際にパーラーの
中を見学させても
らいました。

搾乳の時間になる
と放牧をされてい
た牛たちが自然と
パーラーに戻って
きます。

あっとゆうまに牛まみれです 搾乳を体験させてもらいました。

犬もこっそり。。

宿泊施設に戻って敷地内を探検。
カモノハシのまねっこ

夜は農場見学で学んだことをまとめ
発表準備を進めます。
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Jonsson’s Farmへいざ！の前に
Warrenさん Gailさんから Farmの生産から流通、
運営に関して事前にお話を伺うことが出来ました。

Jonsson’s Farmでは Deanさん、Emmaさん、Will君、
Colby君に案内をしてもらいました。
64000エーカーも敷地があるというから圧巻です。

DeanさんからバトンタッチしてWill
君が農場の数々のトラクターに関し
て教えてくれました。

4000頭以上の牛を
飼育しています。

Deanさんとはここでお別れ

Jonsson家の
飼い犬の名前は
Kubota

ホームスクーリング
により教育を受けて
いるWill君と Colby
君、生徒は彼ら２
人！広大な自然の中
で暮らすのは楽しい
とのこと。

2日間Maranda高校に通います。
David先生の農業の授業、現地の学生と交流しました。

グループごとに日本に関して英語で
プレゼンテーションを行いました。

David先生に校内を案内してもらいます。

両手にオーストラリアロープ

牛の体重測定を体験させてもらいます。

獣医師の指導のもと、直腸検査を
体験させてもらいました。

宿泊施設で過ごす最後の日。
毎日暖かく気遣ってくれた Polly夫妻、
有難うございました！

放課後には Bega Milk Factoryへ！
工場の中を見学しました。

生憎の雨でしたがマランダ高校の
放牧場で授業をしました。

お世話になった David先生と記念撮影

工場で作られたコーヒー牛乳を
いただきました。

マランダ高校ともお別れです。最後
はお別れ会を催してくださいました。
Ben Harding副校長よりプログラム
への参加証明書を頂戴しました！
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成果報告会当日です！

念入りにリハーサルをします。

グループ 4
私が働きたい畜産農家

グループ 3
誰もが喜ぶ畜産業

グループ 1
畜産でアイデアを
生かしたい

グループ 2
若者が描く未来の畜産

あと少しで開始です。
開始前に一人ずつ
気合いをひとこと

週末のみでしたが、ファーム
ステイを経験することでオー
ストラリアの生活や文化に触
れることが出来ました。英語
でのコミュニケーションもよ
く頑張りました！

グループを代表して
多田有輝さんが英語
で感謝の気持ちを
スピーチしました。

最後は吉永憲生先生、石
井樹一朗先生に総括してい
ただきました。
オンライン研修から現地研
修に至るまで全体を大いに
サポートしていただき有難
うございました。

成果報告会に向けて
各グループの発表準
備に大活躍してくれ
たメンターの戸塚さ
ん、メンターの只埜
さん有難うございま
した！

プロジェクトリーダーの
皆戸顕彦からも
御礼のスピーチを！

ホストファミリーとお別れした後、
5日目に訪問した Jonsson’s Farmの
市場へ立ち寄ることが出来ました。

さて、帰国後の成果報告会に
向けて最後の仕上げです。

帰国後、研修とりまと
めと報告会の準備です。
明日はいよいよ成果報
告会！

Lenore Wyatt副市長も駆けつけてくださりメッセージ
とともに一人一人修了証明書を受取りました！

5名 1組のグループがそれぞれ 15分間のプレゼンテーションを行いました。

無事に成果報告会終了、皆さんお疲れ様でした。
また会える日を楽しみにしています。

ファームステイ先で過ごす週末

TableLandでの研修もいよいよ最終日。
Mareeba Heritage Museumで研修修了式を行います。
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オーストラリアの畜産から得た学びをもと
に、今後の日本の畜産をより良くするため
にできることを考えました。畜産の魅力を
広めるために、所属する高等学校での研修
報告会や地域のイベントにおいて、畜産業
の魅力や担い手の確保、次世代畜産業の重
要性をテーマに研修成果を積極的に発信し
ました。学校内では、同級生や後輩に向けて、
また学校祭などのイベントでは、新たに入

◆畜産アンバサダー実施期間
2024年 8月下旬～ 2025年３月上旬　

◆実施回数
〇学校内（プロジェクト参加者母校での活動、学校の文化祭なども含む）…37回
〇地域（小学校、中学校、地元のスーパーなど）…11回
〇 SNS、冊子、メディアの活用など…8回
〇国際化対応営農研究会…5回　※全国を 5ブロックに分け各 1回

◆アンバサダーの声を届けられた人数
総数　11,470人

畜産アンバサダー活動によるアンケート結果 有効回答数：3,022名

畜産ティーン育成プロジェクトでは、参加者が得た知識を自分自身の考えとして深め、
畜産に対する情熱を外部に伝えることが求められています。畜産業の魅力を広めるため
に、発表やイベントへの参加などを通じて畜産に対する理解を広める役割を担う青年た
ちは「畜産アンバサダー」として、その PR活動を積極的に実施しています。

学する中学生や来校者に自分の思いを伝え
ました。その他にも、小学校や地元のスー
パーなど、さまざまな場所で活動を行いま
した。加えて、SNSやメディアを通じて、
広範囲にわたって畜産アンバサダーとして
の活動を発信したメンバーもいます。畜産
アンバサダー活動では、参加者にアンケー
トを実施し、発表を聞いた後の感想や、畜
産に対する意識の変化を調査しました。

1 2 3 4

5 6 7 8

畜産業に対する
印象が良くなった

畜産業に対する
理解が深まった

今後畜産業では
ジェンダーフリーが
期待できる

このような発表の
機会がもっと必要だ

日本の畜産は変わる
必要がある

将来畜産業に
携わりたいと思う

私も畜産アンバサダー
になりたい

海外農業研修
に行きたい

はい
97%

はい
87%

はい
76%

はい
91%

はい
78%

はい
19%

はい
24%

はい
37%
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畜産アンバサダー活動の事例

日本とオーストラリアの畜産経営の違いについて体験入学
の中学生を対象に発表を行いました。畜産を知らない中学
生に向けてわかりやすく説明する為に、PPTを用いながら
畜産業、海外へ興味を持ってもらえるような発表を心がけ
ました。

地元のスーパーにて和牛甲子園牛の牛肉の販売研修を行いま
した。肥育に関わった他の生徒と共に役割を分け、「説明」
の担当としてお客さんに和牛甲子園に向けて取り組んできた内
容、畜産、牛肉についてプロジェクトでの経験を交えながら説
明を行いました。販売後には、「とてもおいしかった」「家族が
笑顔になった」という声をいただき、畜産を身近に感じてもら
うことに繋がったと思います。

母校や地域の中学校へ足を運びアンバサダー活動を行いま
した。オーストラリアで学んだ内容について話すと真剣に
メモを取りながら聞いてくれて畜産に関して学ぼうとする
姿勢が伺えました。また、中学校では給食の残りが多いと
いうお話があった為、経験を交えながら食品ロスについて
も講話しました。

小学生に向けて、紙芝居を使いながら「乳牛の一生」、「酪農家
のお仕事」、「牛乳がお店に並ぶまで」などについてお話ししま
した。最初は大きい牛に怖がっていた児童もいましたが、時間
が経つにつれて「かわいい！」「よだれがすごいね！」などと賑や
かに楽しく授業を進めることができました。また、オーストラリ
アに関して伝えると興味津々に聞いてくれました。生き物の命を
いただくことに対して「いただきます」と「ありがとう」を大切に
する心を持ってほしいとお話ししました。

鳥取県教育委員会教育長へオーストラリアでの成果を報告
しました。プロジェクトに参加をしたきっかけや現地で学
んだ内容に関して PPTを用いながら説明を行いました。
発表内容について大変興味を持ってくださり有意義な時間
を過ごすことが出来ました。

校内にて開催した子ども食堂というイベントで、牛が生ま
れてから死ぬまでの流れを詳しく知ることができるように
参加親子に向けて紙芝居を用いて、プロジェクトでの経験
も交えながら発表を行いました。牛乳の活用として、昼食
のデザートにジェラートを製造し提供しました。

課題研究の実績発表大会の科内予選の時間を活用し、酪農
科学科の 1～ 3年生に向けて畜産ティーン育成プロジェ
クトの紹介と成果報告を行いました。現地で実際に経験し
て印象に残った点をピックアップし、理解しやすいように
スライドと映像を用いながら発表を行いました。

全校生徒に対して研修に関する活動報告、そしてその経験
を踏まえてこれからの秋田県の畜産業に役立てたいアイデ
アについて発表を行いました。日本とオーストラリアの畜
産業を比較しながら市場規模や環境問題、動物福祉につい
てまとめました。

本校の学校行事である収穫祭の場で、活動報告として、オー
ストラリアでの研修について全校生徒・職員向けに発表を行い
ました。発表の様子を録画し、作成した PPTと共にまとめ、
各クラス、また、農業科以外の生徒へ向けて配信したことで
畜産業について知ってもらえる機会となりました。学年の違う
生徒からも興味を持ってもらうことが出来ました。

オーストラリアでの研修成果を動物科学科に所属をしている生
徒に向けて発表しました。現地で実際に体験したことで、より
畜産業を良くしていきたいという想いを強く周りに伝えられたこ
とから、発表後に畜産業に対してポジティブな印象が持てたと
いう感想をいただくことができました。

学校祭での活動

地域に根差した活動

北海道岩見沢農業高等学校　
田澤未季さん

岩手県立盛岡農業高等学校　
久慈渚紗さん

宮城県農業高等学校　
星碧虎さん

千葉県立大網高等学校　
長谷川真央さん

鳥取県立倉吉農業高等学校　
嶋本珠琴さん

広島県立世羅高等学校　
白土陽麻さん

北海道帯広農業高等学校　
多田有輝さん

秋田県立金足農業高等学校　
髙橋智星さん

長野県佐久平総合技術高等学校　
橘内晟さん

長崎県立諫早農業高等学校　
宮田凪沙さん
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地元の小学生が学校見学に訪れた際に、校内の畜舎の説明
に加えてプロジェクトで学んだ内容を併せて説明しました。小
学生たちは間近で見る牛に興味津々な様子でした。また、高
校での学びが世界に繋がっていると聞いて畜産業に興味を
持ってくれた様子でした。見学後に小学生から「畜産業のや
りがい」に関する質問があり「生き物を育てることの喜びや責
任感」について自分の言葉で伝えることができました。

学校の Instagramのアカウントにアンバサダー活動の様子を
投稿しました。ふれあい体験では近所の小学 1年生を学校
招き、飼育している動物の紹介を行いました。牛紹介の担
当としてオーストラリアの牛と日本の牛の違いについて、わか
りやすく伝える為に、写真や動画を使用し実際に動物と触
れ合ってもらうことでより記憶に残るように発表しました。文
化祭開催に関する Instagramへの投稿にオーストラリアで
得た学びについて発表を行うことを告知したことで幅広い年
代の方に聞いてもらうことができました。発表後には畜産業
に対するイメージがポジティブになったという感想もいただく
ことが出来ました。

食を通して子供たちの未来を考える育児情報誌「ママごはん」
より取材を受けました。本校が県内で唯一酪農が学べる県立高
校であり、乳牛飼育と搾乳実習、生乳を牛乳に自家生産・自家
販売しているということから今回の機会をいただきました。畜
産アンバサダーとして、畜産業界への若手担い手育成推進活動、
田農牛乳と牛乳消費拡大 PR、牛舎では、酪農に関する授業、
搾乳実習の解説、畜産アンバサダーという活動の説明等の取材
をうけ、PR活動を行いました。

帰国後に校内で成果報告を行いました。オーストラリア
と日本での飼育方法、環境の違い、またこれからの日本
の畜産業に必要なことに関して発表した様子は宮崎日日
新聞、UMKテレビ宮崎にて放映されました。

沖縄県立八重山農林高等学校　
田盛悠祐さん

福岡県立糸島農業高等学校　
佐熊安莉さん

静岡県立田方農業高等学校　
熊倉花さん

宮崎県立高鍋農業高等学校　
石山弘樹さん

SNSでの発信

メディアでの発信

国際化対応営農研究会での活動

本会が主催し、全国を 5つのブロックに分けて開催された農業者や農業関係者の学びを目的とした国
際化対応営農研究会において、畜産アンバサダー活動を行いました。会場は秋田県、茨城県、岐阜県、
岡山県、そして佐賀県で、「日本の畜産をもっと元気に！」というテーマで発表を行いました。高校生た
ちは畜産アンバサダーとして、自分の畜産に対する思いや将来の夢を情熱的に会場の皆さんに伝え、
それぞれの会場で多くの共感を呼び、温かい応援の声をいただきました。
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2025年 2月 3日（月）秋田拠点センターアルヴェ

2025年 1月 29日（水）ひだホテルプラザ

2025年 1月 21日（火）グランデはがくれ
1月 22日（水）佐賀アリーナ（佐賀サミットブース出展）

2025年 1月 30日（木）ホテルグランド東雲

2025年 1月 24日（金）ピュアリティまきび

日本の畜産をもっと元気に！

•田澤未季さん
•髙橋智星さん
•岡崎彩女さん
•田木希実さん

•阿部未悠さん
•熊倉花さん
•白土陽麻さん

•星碧虎さん
•宮田凪沙さん
•田中優羽さん
•石山弘樹さん

•久慈渚紗さん
•橘内晟さん
•長谷川真央さん
•田盛悠祐さん

•多田有輝さん
•福田愛さん
•甲斐柚花さん
•嶋本珠琴さん
•佐熊安莉さん

研修成果を広く普及する
ため、研修のダイジェス
トとなるパンフレットを
作成し、全国の農業高等
学校や関連機関及び企
業、農畜産業関係者等に
配布しました。



５
参
加
者
へ
の
意
識
調
査

♦21♦ ♦ 22♦ 

畜産業に関する参加者への意識調査 プロジェクトに参加した高校生 20人の畜産に関する考えが、この１年間でどのように変化し
たかをアンケートにより調査しました。アンケートは以下の通り３回実施されました。

応募当初から４年制大学農学部への進学を
目指している参加者が多数いました。次い
で農業大学校を選択する参加者が多く、他
に農業関連企業への就職を考えている参加
者がいました。この１年を通じて若干の変
動はありましたが、進路に大きな変化は生
じていません。プロジェクト参加当初より
畜産に対する興味と将来のやりたいことを
ある程度イメージし、その夢に向かって学
習を進めていました。

「現場で直接かかわる楽しさを知っている」
畜産業に強い興味を持つグループであるた
め、プロジェクト参加当初から畜産現場で
働くことについてもポジティブな意見を

「自分の思いを人に伝えてみたい」
本プロジェクト参加者は、畜産アンバサダー
として自分の身近な人、地域の人、そして
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「畜産に全てを捧げて尽力する姿はかっこい
い」
オーストラリアの研修中も参加者たちは自
分たちの考える理想の畜産について熱心に
議論をしていました。その根底にあるのは、
これまで見てきた畜産、学んできた畜産に
対するポジティブな思いです。学校の取組
や共進会への参加などの時、実際の仕事現
場を目の当たりにし、畜産に関わる人々の
姿、真剣さに心打たれていたに違いありま
せん。このプロジェクトを通じて仲間同士
その体験や意見を共有したことでより強い
思いが生まれたのだと考えられます。

「近年の畜産を取り巻く情勢は不安要素」
これまでの本プロジェクトでも見られる傾
向として、学校教育の中で農業経営に触れ
る機会が少ないことから、ビジネスとして
の畜産業を意識していることがあまりない
ようです。1回目のアンケートで「分からな
い」を選択した人が一定数いること、そして、
儲からない（当てはまらない、やや当ては
まらない）と考える人が多いのも、それを
示していると考えられ、現地研修を通じて
儲ける方法＝ビジネスとして畜産業を知る

２．畜産生産現場で働いてみたい

３．畜産を支える産業（農業学校の先生、
獣医、乳業メーカーなど）に興味がある

４．畜産業はかっこいい仕事である

５．畜産業はもうかる仕事である

１．高校卒業後の進路
　　「畜産に対する高い意欲、夢を持った
高校生たち」

�
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農業従事者たちの前などで自分の考えを発
表する機会を得ています。そのため、指導方
針はプロジェクト当初から人前で話すこと
を意識づけるように設計されていますが、そ
の中で、自分の思いを人に伝えることの面白
さ、共有することのすばらしさを再認識して
いった様子が見られます。変化した人のコメ
ントには農業教育現場に興味を持ったとい
う意見が見られました。

「サスティナビリティ―（持続可能）」
世界的に畜産業が地球温暖化に与えるイン
パクトとしてはネガティブなものが多く、ウ
シのげっぷの温室効果ガス、集約的な家畜の
飼育（地下水汚染）、生産コストと輸送コス
トが高負荷な家畜飼料、資材費の高騰など、
懸念材料は多数あります。その背景がある中
であっても、畜産業は環境に優しいと考える
参加者が多数いました。コメントを読むと、
現行の畜産が環境に優しいというより、環境
問題に対してソリューションとなる様々な
取り組みがあることを知り、そこに将来性と
可能性を見出していることが分かりました。
将来に継続できる畜産を実現できなければ
畜産に未来はないとも言え、だからこそサス
ティナビリティ―を意識した畜産を実現し
たいという意欲を感じます。

６．畜産業は環境に優しい仕事である
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１．今考えている高校卒業後の進路は？

に至ったことが分かります。一方、「当ては
まらない」と考える参加者としては、近年
の資材コスト上昇、子牛の値段が安いなど
鋭く見抜いている意見も見られました。

持っていました。その傾向には変化はあり
ませんが、この 1年間で「当てはまる」の
割合が大きくなっていきました。個別のコ
メントには、より強く畜産業で働きたくなっ
たというものがあり、身近に畜産の魅力を
感じる環境が高校生たちのモチベーション
に繋がっていることがわかります。
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１回目：プロジェクト参加者として選抜された時（6月上旬）
２回目：海外研修から帰国直後（８月下旬）
３回目：畜産アンバサダー活動後（３月上旬）
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「畜産を誇りに思って仕事している人がいて
自分もそうなりたいと思った」
「３．畜産を支える産業（農業学校の先生、
獣医、乳業メーカーなど）に興味がある」
と一つ後ろのアンケート項目「将来は畜産
農業法人の従業員になりたい」のクロス
チェック的な質問です。将来の夢や理想と
直結する進路にも関る質問だったこともあ
り、3回のアンケートを通じて大きく変化し
なかったように見えます。一方で、「分から
ない」という回答は 3回目でなくなってい
ることから、牧場を持つということに対す
る自分自身の考えが明確になったのではな
いかと考えらえます。

自分自身の牧場を持ちたいわけではないけ
ど、畜産現場に興味があるという場合、こ
ちらが当てはまるようになります。ただし、
上の質問が当てはまっても、こちらの質問
にも当てはまる場合もあり、長い人生のス

「誰かが一人で負担を負うことがない畜産」
まだ仕事をしていない高校生たちにとって、
家事と仕事のバランス、男女での仕事の役
割の在り方など、なじみがなかったかもし
れません。しかし、オーストラリアの研修
を通じて具体的に考える機会を得たという
コメントがありました。農場経営者たちに
仕事のやりがいや、自由な時間をどのよう
に使っているかといった質問を投げかけ、
イメージを明確にして行きました。畜産業
は忙しいがそれではどうしたらいいのかを
若いころから考える癖をつけることも、我
が国の畜産業をより良くするうえで大切か
もしれません。

「農場主の考えに感化される」
この 1年間に畜産の面白さは動物を可愛い
がったり、日々の飼育管理を頑張るだけで
はなく、畜産物してモノを売り、ビジネス
を回すという経営体全体の取組の中にある
ことを考えました。オーストラリアでは色々
な場所の経営者の皆さんにたくさん質問を
し、その中でどういう考えで農場を経営し
ているのかを知りました。2回目で「当ては
まる」、「やや当てはまる」の割合が大きく
増加したことから、学校から飛び出して実
際の農場の現場を見ることが大きな学びに
つながったのではないかと思われます。

「情勢、安定収入など不安はあるけど…」
実際に畜産業を生業とするにはハードルが
あり、その道を選択できない可能性もあり
ます。今の日本では、農業者として生活し
ていくことの現実が厳しいという意見や、
実際にそういった報道が多くみられること
も、若者の心に少なからず不安を与えてい
るのではないでしょうか？オーストラリア
の研修を行った 2回目のアンケート以降で
その不安が少し払拭されたようです。現地
の農家からエールを贈られたこと、仲間た
ち同士のポジティブな会話の中で、気持ち
を奮い立たせた様子が見られました。

７．将来は牧場経営者になりたい

8．将来は畜産農業法人の従業員になりたい

９．どうやってワークライフバランスをと
るべきか考えがある

10．畜産経営に必要なことがイメージできる

11．畜産農家や従事者になることに不安が
ある
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「自分にできる畜産への貢献」
この質問は抽象的で、自分自身が思い描く
畜産業への貢献がどんなものか、それをイ
メージできているかどうかが回答に出てい
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パンの中で畜産業とのかかわり方が変化し
ていく、つまり、従業員から農場主になっ
ていくというある種の現実的な考えに則っ
た意向も見えてくるようです。

るようです。活躍できるという意味が畜産
業界をけん引する有力な畜産農家であると
考えた場合、自信がなくなるのはわかりま
す。しかし、自信があると答えた参加者の
中には、自分ができることとして、「SNSを
用いた畜産の魅力の発信」を挙げる人がい
ました。畜産業の未来を作っていく主役で
あるという自覚が、このプロジェクトを通
じて培われたのであれば幸いです。

自分自身で経験したことが、物事の尺度に
なります。今回オーストラリアでは視察も
しかり、ファームステイの中で現地の農家
の皆さんに心から歓迎して頂き、それはか
けがえのない素晴らしい経験となりました。
当初留学に興味がないと思っていた参加者
も、外国で考え方の違う人と触れることの
大切さ、自分の知らない世界を知ることの
面白さに気が付き、最終的には全員が留学
に興味を示してくれています。
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これまでプロジェクトに参加した皆さんに、その後についてアンケート調査を行いました。
高校生の多感な時期に海外の畜産現場を見て、全国の仲間たちと交流した畜産アンバサダーた
ちがどのような進路を辿り、現在何を行い、考えているかを調べるための調査です。

①畜産が好き・やりがいを感じる
　•牛や家畜が好きだから
　•幼い頃からの夢だったから
　•自分に合っていると感じるから
　•肉・卵・牛乳を生産することに誇りを感じ
る

　•家畜と共に過ごすことで生きている実感が
湧く

　•動物と触れ合いながら仕事ができるのが魅
力

②これまでの学びや経験を活かしたい
　•高校や大学で畜産を学んできたから
　•オーストラリア研修で畜産の魅力を再確認
したから

　•獣医師として畜産に関わりたいから
　•畜産の研究を将来活かしたいから
　•実家が畜産業を営んでいるため

③社会的意義や使命感を感じる
　•日本の食を支える大切な仕事だから
　•一次産業の衰退を防ぎたいから
　•地域の畜産業に貢献したいから
　•高齢化が進んでいるため、若い世代が必要
だと思うから

　•畜産の魅力を広めたい、後継者を育てたい
から

④できる限り長く続けたい
　•体力の続く限り、できるだけ長く続けたい
から

　•生涯畜産業に携わりたいから
　•  10年間は続けたいから

·À���¢�

畜産ティーン育成プロジェクト事業と以前実施
した畜産女子育成プロジェクト参加により、そ
れが今どのような場面で生かされているかとい
う質問に関する回答を取りまとめると、以下の
ような傾向が見られました。

１．進路やキャリアに対する影響
•畜産業に対する意識が変わり、進路を見直し
た：プロジェクトを通じて畜産業の魅力を感
じ、進路を畜産業界に決定したり、今後も畜
産業を続けたいと思うようになった。
•海外研修や海外で学びたいという意欲の高ま
り：プロジェクトをきっかけに、海外で畜産
を学びたいという目標が定まり、海外農業研
修へ参加したり、海外での経験を積みたいと
いう意欲が生まれた。

２．知識の深化と情報の活用
•畜産に関する知識や視点の拡充：プロジェク
トで学んだ内容や視点が、大学での学びや仕
事に活かされている。特に、海外の畜産と日
本の畜産の違いを実感し、それを元により広
い視野で畜産業を考えられるようになった。
•課題解決力やプレゼンテーション能力の向上：
プロジェクトで身につけた意見をまとめる力
や、解決策を提案するスキルが、今後の学業
や業務に役立っている。

３．多角的な視点からのアプローチ
•日本と海外の畜産の違いの理解：海外での経
験を通じて、日本の畜産業の現状を改めて考
え、他国の畜産を見て、多面的に畜産業を捉
えることができるようになった。これにより、
畜産業の課題や解決策を考える視点が広がっ
た。
•アニマルウェルフェアや家畜の扱いについて
の意識の変化：動物福祉や家畜の行動学に興
味を持つようになり、畜産業における倫理的
な観点や福祉への理解が深まった。

４．仲間や人とのつながり
•仲間とのネットワークの構築：プロジェクト
で出会った仲間やメンターとのつながりが今
でも大切にされており、特に畜産業に関する
考え方や知識を深めるために、お互いに意見
を交換し合い、支え合っている。
•コミュニケーション力の向上：畜産業に関心
を持つ仲間や業界の人たちとのコミュニケー
ションを通じて、意見を共有したり、問題解
決を模索したりする力が養われている。

５．社会への貢献意識の強化
•日本の畜産業の課題に対する意識の向上：プ
ロジェクトで学んだ日本の畜産業の現状を、
周囲の人々と共有することで、日本の畜産業
が抱える問題や改善すべき点について考える
ようになり、畜産業の未来に貢献したいとい
う意識が強くなった。
•自分の理想の畜産業の実現に向けての活動：
自身の理想の畜産業を目指し、それを実現す
るための方法を考えるようになり、課題解決
に向けて取り組み始めた。

６．視野の広がりと新たな挑戦
•海外での経験が視野を広げ、将来への挑戦を
促進：異文化を体験し、日本とは違った農業
のやり方を学ぶことで、視野が広がり、今後
のキャリアに対する柔軟な考え方ができるよ
うになった。特に、海外の酪農や畜産業に興
味を持つようになり、その分野での学びを深
めたいという意欲が強まった。
•自信とモチベーションの向上：プロジェクト
を通じて得た経験が、自信を持つきっかけと
なり、学業や仕事へのモチベーションを高め
るエネルギーとなっている。

ポジティブな意見
（畜産業に就きたい、畜産業を続けたい）

ネガティブな意見
（畜産業を続けたくない・難しいと感じる）

①他の職業に興味がある
　•畜産以外の農業分野に就きたいと思う
　•今畜産以外の仕事についていて、それの仕
事が好きだから

　•教育の道に進みたいと考えているから
　•転職してみるのも良いかと思うから

②生活環境・家庭の事情
　•結婚や子育ての関係で畜産現場で働くのが
難しい

　•都内へ引っ越す予定で、畜産業に就けない

③収入・経済的な不安
　•経営が厳しいため
　•収入が安定しない

④体力的・精神的な負担
　•体力的に厳しい
　•精神的に続けるのが難しい
　•畜産業に就くと家畜を嫌いになりそうと感
じた

研修参加年度・研修先国 回答数 回答率
平成 30年度
ニュージーランド 15 75%

平成 31年度
ニュージーランド 14 70%

令和 3年度
デンマーク 10 53%

令和 4年度
デンマーク 15 79%

令和 5年度
オーストラリア 19 95%

令和 6年度
オーストラリア 20 100%

令和 6年度フォローアップ調査結果
回答数　118人中 93人

１．現在の職業は何ですか？

２．現在畜産業に就いてどのようにお考え
ですか？

また、そう考える理由を分析すると以下の
通りとなりました。

職　業 人数
大学生
（農業系（農学部・生物資源科学部等）） 28

会社員（農業系（雇用就農含む）） 14

会社員（農業系以外） 9

農業大学校生（農業系の専門学校含む） 12

農業高校生 8

農家（畜産・その他） 6

大学生（農業系以外） 5

研修生（農業系・その他） 2

専門大学校生（農業系以外） 1

農業高校教員 1

公務員 1

実習助手（農業） 1

専業主婦 1

JICA海外協力隊 1

留学準備 1

フリーター 1

留学（海外農業研修含む） 1

回答 人数
畜産業に就きたい 58

畜産業を続けたい 19

畜産業に就くことができない 12

畜産業を続けられない 4

アンケートの中で、今関心を持って
いることは何かをお聞きしました。
いただいた結果をもとにワードクラ
ウドを作成しました。
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畜産アンバサダー

北海道岩見沢農業高等学校
畜産科学科　２年
田澤未季

いることがわかりました。これからの畜産
は牛の体を酷使するだけではなく、バラン
スのとれる飼育方法を確立していくことが
未来の畜産に繋がるのではないかないかと
考えました。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
私は 2つ広めたいことがあります。一つ目
は畜産の良さを日本の方々に伝えたい、二
つ目は、命の大切さを伝えたいと思ってい
ます。一つ目は、畜産の良さを日本に広め
たいについてです。畜産は人々を食の面で
支えるとても素晴らしく、大切な職業です。
しかし畜産家や畜産従事者は今年々減少し
ている状態です。畜産の良さをもっと知っ
てもらい、たくさんの人に畜産という仕事
を良いイメージを持って欲しいと考えまし
た。良いイメージが広がると畜産について
もっと知りたいと思う人がどんどん増えて
いくと思います。しかし、畜産は名前だけ
知っている人が多く実際どんなことをして
いるのか知らない人がほとんどなので、そ
れを知れば今の畜産に関心を持つようにな
ると考えました。また、よく知ることで高
校選びや職業選択に、畜産が入ってくると
思います。
また、命の大切さをについて伝えたいです。
畜産は間近で命の誕生を知ることができる
とともに出荷することも一連の流れで起こ
ります。残酷だと考える人も多いと思いま
すがそれが今の日本の食肉を支えていくう
えで重要なことであり命の大切さを知るタ
イミングでもあります。今の日本は飽食と
呼ばれる状態です。国民のほとんどが飢え
る経験がないためフードロスが増えていっ
ています。また日本は畜産業と他の職業と
の距離があると感じます。そのため安易に
食べ物を残すという選択肢が出でくるのだ
と考えました。畜産アンバサダーの活動を
通して、その残した食べ物も大切な命であっ
たことを強く伝えたいです。

６．私の夢、これからやりたいこと
私は将来海外で畜産業に従事したいと思っ
ています。日本だけの畜産を知るのではな
く、いろいろな国の畜産を知り、それぞれ
の良さを学び、その土地にあった畜産業の

この研修を通してまずはアニマルウェル
フェアを世の中に広めていくことが重要だ
と考えました。若者が描く未来の畜産には
動物に優しい飼育環境はとても大切な考え
だと思います。またアニマルウェルフェア
が広まらない環境も問題だと考え、考え方
や方法が浸透していくことはとても難しい
ことだということがわかりました。

③新規就農者や農業の学生に対して、否定
だけするのではなく、肯定する大人が増え
ていくことが大切だと考えました。大人に
肯定してもらうことで自信になり、自分の
考えをよりよくしようと試行錯誤すること
ができるのではないか、もっと勉強して知
識を広げようなど意欲的に活動ができると
思います。
ここからは私の意見になりますが、私も自
分の考えを自分で否定してしまうことが多
いのでまず自分を肯定していくことが増え
ると、周りにも肯定する機会が多くなって
いくと考えました。
肯定してもらうことは様々なプラスの効果
があると思いました。その為、オーストラ
リアで経験したたくさん肯定してもらうこ
とを反映していけばいいのではと思いまし
た。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
まず、土地の広さで考え方がこんなに変化
するということがわかりました。日本は土
地が狭く山が多いので一ヶ所で多くの牛を
飼育できる繋ぎ飼い牛舎が発達し、オース
トラリアは広く、平坦な土地が多いため大
規模な放牧が発展したと思いました。その
経営方式の違いでここまで生産者と消費者
の意識の違いが大きく出るのかと驚きまし
た。放牧している牛たちは、とてものびの
びと暮らしており病気になった牛を見たこ
とがないと言っていた人もいました。やは
り牛たちは放牧の方が飼育に適していると
強く感じました。またオーストラリアの人
たちは家畜のことを第一に考えていること
もわかりました。日本は売り上げのことを
とても重要視していますが、オーストラリ
アは牧草などを与え、牛の体に適した餌を
与えていました。無理に乳量を増やすので
はなく、牛の体を大切にしながら飼育して

在り方を学びたいです。私が今回知れた畜
産はオーストラリアのごく一部の畜産農家
の飼育方法や考えなので、もっと多くの考
え方や飼育方法、餌、家畜への接し方など
様々なことをよく知り、それを国内に広め
ていきたいと思います。また日本ではいな
い種類の家畜やその国でしか経験できない
ことなどたくさんのことを学び、楽しんで
いきたいと考えています。私の目標を達成
するには経験がとても重要なので学校の牛
舎でたくさん牛にふれあい、夢に向かって
いきたいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私の実家は畜産とは全く関係のない一般家
庭でした。なので全く経験がなくても畜産
について学び、畜産業について学ぶことは
できると思います。ぜひこのプロジェクト
にたくさんの人が応募して欲しいと考えて
います。畜産業は人を支えていくとても大
事な職業だと私は思っています。この魅力
ある職業を目指す人たちがもっと増えるこ
とを願っています。畜産ティーン育成プロ
ジェクトは様々な都道府県から応募した高
校生が参加しています。自分の学校だけで
は分からないプロジェクトや実習内容、授
業など新しい考えや視点を手に入れるチャ
ンスだと思います。オーストラリアは想像
以上に素晴らしい場所なのでぜひみなさん
も応募してみてください！

１．テーマ
若者が描く未来の畜産

２．キーワード
アニマルウェルフェア

３．キーワードのつながりと考察
①若者が描く未来の畜産というテーマで私
はこれからの畜産業で必ず必要になるもの
だと思いました。また、このテーマとキー
ワードは今の畜産業の大きな課題だと考え
ました。今日本ではアニマルウェルフェア
の法律がないことを知っていたので、アニ
マルウェルフェアの先進国であるオースト
ラリアはどういう飼育をしているのか、ど
ういう対応をしているのかがとても気にな
りました。オーストラリアの牧場の様子を
SNSで見た時、牛も人もとてもイキイキし
て見えたので楽しそう生活していたので日
本との違いを特に注目して見たいと思いま
した。

②実際に研修に参加して私は意識の違いに
とても驚きました。オーストラリアはアニ
マルウェルフェアが当たり前であり、それ
ができないなら畜産業をやるべきではない

という考えでした。
日本はまだアニマル
ウェルフェアが浸透
していないのでその
考えにはまだならな
いと思いました。ま
た、日本はアニマル
ウェルフェアを積極
的に広めようとして
いないと思い、私は
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畜産アンバサダー

北海道帯広農業高等学校
酪農科学科　３年
多田有輝

物をするときは値段を
見比べて、買うものを
決めていました。です
がこれからは値段だけ
でなく、どこで作られ
たのか、どのように作
られたのかなど様々な
視点から商品を見てみ
ようと感じました。
さらに、日本では畜産
業に対して３Kなどの
暗いイメージが残って
いるのに対し、オース

トラリアでは「畜産業は食にかかわる大切
な職業」と考える人が多くいました。よく
考えれば当たり前のことなのにそのことに、
今までそのことに気づくことがなく、はっ
とさせられました。将来酪農をやっていく
うえで自分の職業に誇りややりがいをもっ
て仕事がしていきたいと思いました。また、
この研修で多くの農家さんに出会いました。
時間が大幅に遅れてしまうことがあっても、
怒っているような雰囲気はなくどこの農家
さんも笑顔で出迎えてくれました。日本人
は時間にきっちりとしているところがある
と思います。限られた時間の中で効率よく
生活するためには大切なことですが、もっ
と大まかな考えで生活することも大切だと
感じました。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
　私が畜産アンバサダーとして広めていき
たいことは「畜産業の魅力や楽しさ」と「食
べ物の大切さ」です。私は酪農家という職
業にとても魅力を感じ、将来は酪農家にな
りたいと思っています。日本ではきつい、
きたない、といったイメージを抱く人が多
くいるように感じます。家畜も生き物なの
で、病気を患ってしまったり、給餌や清掃
など生活環境を整えたりする必要がありま
す。ですが、家畜の誕生から成長にかかわ
ることができ、命の重みを感じることがで
きる素晴らしい職業だと私は感じます。そ
んな畜産業の魅力や楽しさをもっと多くの
人に広めていきたいと考えます。私はオー
ストラリアの方が教えてくれた「農業は食
にかかわる大切な職業」という考え方がと
ても印象に残っています。後継者不足など
により、離農する農家が多くいるのが現状
です。このまま農家の戸数が減ってしまえ
ば、日本で作られた農産物が減っていくだ
けでなく、一戸の農家の負担も大きくなっ
てしまうと思います。また、日本ではたく
さんの食べ物が当たり前のように捨てられ
ています。捨てられてしまえば、食べ物に
込められている生産者の思いも、家畜たち
の命もすべて無駄になってしまいます。い
つでも食べることができる現代だからこそ
食べ物の大切さについて改めて考える必要
があると思います。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
これらのことを広めていくことができれば、
もっと畜産業に興味を持つ人が増えたり、
食べ物に対しての意識が変わったりしてい
くのではないかと考えます。消費者に畜産
業の魅力や楽しさを知ってもらいながら、

それには土地が少ないことが一番の原因で
あると考えました。しかし、日本には耕作
放棄地や重機の入れないような土地が多く
あります。そこを活用することができるの
ではないかと考えました。また、放牧には
土壌を変えていくことができる力がありま
す。それにより環境を守っていくこともで
きると感じました。牛たちが青草をたくさ
ん食べることで濃厚飼料を減らすことがで
き、飼料費の削減につながるだけでなく、
牛の健康にもつながると思います。このよ
うに、放牧のメリットがたくさんある中で
気候や土地の状況など、条件の違う日本で
はオーストラリアと同じことするは難しい
とも感じました。そこで私は季節放牧や牛
が好きなように放牧地を行き来できるよう
にしたらよいのではないかと考えました。
夏は暑く３０度を超える日が続き、北海道
などでは冬には雪が降り－１０度をはるか
に下回るような日もあります。その中で放
牧を取り入れていくためには、牛舎のよう
な牛が暑さや雨風などから逃げることので
きる施設を作り、放牧地とその施設を行き
来できるようにすることで日本での放牧も
取り入れやすくなると考えました。また、
牛自身に外に出るかどうかを判断させるこ
とで、それぞれの牛のストレスを減らすこ
ともできるのではないかと考えました。

③私は今後、日本の畜産にもっと世界の畜
産業を広めていくといいのではないかと考
えました。オーストラリアの畜産は私が見
てきた日本の畜産とは別の形をしていまし
た。もっとたくさんの畜産の形をさまざま
な視点から見ることで、今日本が抱えてい
る課題の解決にもつながると考えます。今
まで受け継がれてきた日本の畜産と、私た
ちの知らなかった新しい畜産の形が合わさ
ることで、日本の畜産業はよりよくなって
いくと思います。だからこそ、畜産アンバ
サダーとしてこの研修で学んだことを多く
の人に伝えていき、新しい日本の畜産をた
くさんの人と模索し、構築していきたいで
す。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
研修を通して感じたことは、日本とオース
トラリアの意識の違いです。私の家は酪農
をしており、また一緒に暮らしている祖父
母が野菜を育てています。そのため、肉や
魚などはスーパーで購入していても、野菜
や牛乳など食べるものの多くは家でとれた
ものでした。野菜などは家でとれたものな
のか気にすることがあっても、基本的に自
分がいつも食べているものの産地を気にし
たことはありませんでした。ですが、オー
ストラリアの方たちはみんな「国産のもの
を重視する」「ローカルなものを大切にする」
と話していました。ローカルなものを大切
にすることで、地域を支えることにつなが
るという新たな考えを知ることができまし
た。また、スーパーにはその商品がどのく
らいオーストラリア産であるのかが一目で
わかるマークや健康指数がわかるマークが
記載されている商品が多くありました。肉
や野菜だけでなく、お菓子などにも国産を
意識できる制度に、日本との大きな違いを
感じました。日本では値段を重視する人が
多くいるため、原産地よりも安さが優先さ
れていると思います。私もスーパーで買い

大変なところも知ってもらうことで、日本
の農家を応援したいと思ってもらい、国産
の商品にも注目してもらえるようになると
思います。

•次世代の畜産業はどのようなものか
次世代の畜産業は、もっと生産者と消費者
が近い関係でつながることができるように
なると思います。現在の日本ではそのよう
に生産されているのかを消費者が知ること
は難しく、また気にしている消費者も少な
いと思います。オーストラリアでは国産へ
の意識がとても高かったです。安さだけで
なく、どんな環境で育ち、どのように生産
され、どこでどのように加工されているの
かなど、生産工程にも目を向けて商品を購
入する人が増えていくのではないかと感じ
ました。そして、消費者のニーズに合わせ
た様々な畜産の方法が確立していくと思い
ます。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の夢は放牧酪農で、人と牛と環境にやさ
しい酪農家になることです。この研修を通
して、放牧酪農にもっと魅了されました。
土地や気候など条件が違くても、少し工夫
をすれば日本での放牧ももっと取り入れて
いきことができると思います。何よりも放
牧地で自由に草をはみ、寝そべるそんな牛
の姿にとても癒されました。きっと牛にとっ
てもずっと牛舎にいるよりも外に出て自由
に過ごせるほうがストレスが少ないと感じ
ました。また、オーストラリアで訪れた農
家の多くが、日本のような病気ではなく、
ダニなどの害虫の対策を行っていました。
そういった面からも、病気を減らすことが
でき、牛の健康にもつながります。健康で
ストレスが少ない環境で過ごす牛の牛乳は
きっとおいしいと思います。そして、絞っ
た牛乳で、ソフトクリームやスイーツをつ
くり、牧場に小さなお店を併設し販売して
いきたいです。放牧地では牛がのんびりと
過ごし、そんな風景を見ながらソフトクリー
ムやスイーツを食べてもらう。地域の人や
観光客でにぎわい、笑顔があふれるそんな
牧場が私の理想です。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私はこの研修を通して酪農家になるという
夢への思いが強くなりました。私の家は酪
農家ですが、周りは非農家の友達ばかりで
す。畜産業はやりたいという思いがあれば
誰でもすることが
できると思います。
そして、こんな私
にも海外に研修に
行くことができま
した。どんなこと
でも気持ちがあれ
ばチャンスはやっ
てくると思います。
畜産業の課題はま
だまだ解決するに
は難しいことばか
りかもしれません
が、私たちで新し
い畜産の形を描い
ていきましょう！

１．テーマ
私が働きたい畜産農家

２．キーワード
持続可能

３．キーワードのつながりと考察
①「私が働きたい畜産農家」というテーマ
について考えたとき、まず、私は将来、人
と牛と環境にやさしい酪農がしたいと思い
ました。そこでキーワードを「持続可能」
に決めました。持続可能な畜産業というこ
とはこの先もずっと続けていける状態であ
り、きっとそれは私の目指す、人と牛と環
境にやさしいということを満たしている状
態なのではないかと考えました。オースト
ラリアでは放牧が盛んに行われていること
や事前学習で、バイオダイナミック農法に
ついて学び、オーストラリアでは畜産と環
境の関わりが日本よりも密接であることを
知りました。日本では環境問題はもちろん、
後継者不足や自給飼料について、アニマル
ウェルフェアなど畜産業を取り巻いている
課題はさまざまです。その中で、課題を解
決していくためにも持続可能ということは
とても大切になっていると考えました。

②実際に研修を行き、オーストラリアの畜
産は私の理想に近いと感じました。オース
トラリアには広大な放牧地が広がっていて、
どこを見ても自然を感じることができるよ
うな風景でした。北海道出身の私にとって
は、少し身近に感じるような風景でもあり
ましたが、それでも思わず写真に収めたく
なるようなそんな景色が広がっていました。
バランスが取れているからこそ、環境を壊
すことなく経営を行っていけると感じまし
た。また、ある牧場では牛が病気になった
ことがないと話してくれました。さらに場
所によっては傾斜のある中で放牧がおこな
われていました。搾乳の時間には牛たちが
傾斜のある道をしっかりとした足取りで歩
いていました。乳牛では足腰が強いことは
とても大切になってきます。脚が悪く立て
なくなってしまえば牧場に残しておくこと
も難しくなってしまいます。放牧は健康に
つながり、牛の経済寿命を延ばすことにも

つながっていくと感じ
ました。
　私はこの研修を通し
て人と牛と環境にやさ
しい、持続可能な酪農
を行っていくためには
「放牧」がキーポイント
になってくるのではな
いかと感じました。日
本では放牧を行ってい
る農家の割合は低く、
舎飼いが一般的です。
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畜産アンバサダー

岩手県立盛岡農業高等学校
動物科学科　３年
久慈渚紗

牧場で生産された牛
肉でなければ買わな
い」などというこだ
わりがあった。日本
では特に非農家の人
たちにはそのような
強い意識、こだわり
を持っている人はあ
まり多くないと思
う。そこで私は畜産
物の付加価値を高めることで、他の商品と
差別化を図り、特に非農家の人たちに興味
を持ってもらえるような取り組みをしたい
と考えるようになった。なぜなら、非農家
の人たちに興味を持ってもらうことこそが、
付加価値の高い畜産物の消費や農業関連企
業従事者の増加につながると考えるからで
ある。私は高校で「和牛甲子園」に向けて、
私の高校で初めてとなる雌の黒毛和種の肥
育に取り組んでいる。「高校生が育てている」
「非農家出身の生徒も取り組んでいる」「雌
を肥育している」といった付加価値になる
要素を全面に押し出して多くの人たちに伝
えたいと考える。

③私のように非農家出身の農業高校生がい
て、高校の学習を進めるうちに畜産に関わ
る仕事に就きたいと思うようになり、外国
の畜産を見てみたいと思うまでになったこ
とを伝えることが重要だと考える。また、
外国で見たり学んだりしたことで、もとも
と持っていた気持ちがさらに固まり、生涯
をとおして畜産業や農業に関わっていきた
いと思うようになったことも伝えたい。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
まず、こんなにも牛が大好きで畜産に対し
て一生懸命に取り組んでいるメンバーと研
修することができて、自分は恵まれている
と感じた。他地域の高校生と牛について熱
く語り合うことは初めてのことでとても新
鮮だった。特に、研修の際に設けられた質
問タイムでは、自分が持つことができなかっ
た鋭く細かい質問、予想外の質問がたくさ
ん出されたことから様々な観点で見学して
いることが分かり、自分との大きな差を感
じた。また、班ごとの話し合いの際には、
私とは比較にならない圧倒的な知識量と経

１．テーマ
畜産でアイデアを生かしたい

２．キーワード
非農家

３．キーワードのつながりと考察
①「畜産でアイデアを生かしたい」という
テーマで「非農家」について考えたとき最
初はどういうことを考えていたか
「畜産でアイデアを生かす」ことは、畜産農
家出身者にしかできないと思っていたので、
「非農家」というキーワードにはつながらな
いのではないかと考えていた。しかし、高
校で学ぶうちに、どのような立場の者でも、
国産牛・黒毛和牛・短角牛などの違いにつ
いて知ってもらう、畜産の魅力について知っ
てもらう、農家の取組みを知ってもらう、
など様々なことが考えられるし、難しく考
える必要がないことに徐々に気づけるよう
になった。そして、非農家出身の私が「畜
産でアイデアを生かしたい」と考えるよう
になった。

②オーストラリアでは、農家も非農家も牛
乳や肉など畜産に対して、意識やこだわり
が強いと感じた。例えば、「オーストラリア
産の肉や牛乳でなければ買わない」、「アニ
マルウェルフェアに配慮して飼育している

験値、上手な解説を目の当たりにし、落ち
込んでしまった。同世代の仲間から学ぶこ
とがとても多かった。
　次に、オーストラリアでその土地の特徴
を生かした酪農、畜産はとても魅力的だっ
た。普段の学校での学びや調べるだけでは
知ることができなかった、飼育管理方法、
販売方法、こだわりなどを実体験として学
ぶことができた。その一方で改めて日本の
畜産の良い点にも気付くことができた。農
地面積が少ない中でも牛舎を有効的に活用
したり、舎飼いだからこそ一頭一頭に目を
配った飼育ができたりすることは日本の畜
産の良い点であると考える。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
畜産を取り巻く様々な職業に興味を持つ人
を増やしたり、畜産業が多くの人に支えら
れたりしていることを知ってもらうために、
私たち高校生の活動を地域の人たちに知っ
てもらいたい。例えば、「和牛甲子園」に向
けてより質の高い牛肉の生産に取り組んで
いることや、課題研究活動では地域と連携
した農畜産物の生産や加工などを行ってい
ること、農業クラブの活動の一環として取
り組む高校生が考える農業のあり方に関す
る意見文などを、文化祭や校外研修、学校
SNSを利用して発信したい。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
　私たちの活動を発信することで、畜産を
取り巻く様々な職業に興味を持つ人が増え
ると考える。畜産に関わる職業は飼育だけ
でなく、飼料や農業機械・運搬に関わる職業、
卸売業、小売業などがある。また、地域連
携や 6次産業化が加われば、食品会社や加
工会社など、さらに多くの職業が関わって
くる。高校生の取り組みを発信することで、
そのことに気づいてくれる人が増えるので
はないかと考える。そうすれば、飼育だけ
でなくその他の職業に就くことでも、畜産
を支える人が増えると考えられる。
　さらに畜産に興味を持つ人増えれば、畜
産業に就くための方法を模索する人が増え
ると考える。第三者継承や地域おこし協力

隊などの活動などについて、意見文として
発信できれば、その方法についても知って
もらう機会となる。

•次世代の畜産業はどのようなものか
　規模拡大、地域連携がより図られること
になると考える。また、他の商品との差別
化を図った生産や販売が行われると考える。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の夢は、規格外となった果物などをエコ
フィードとして和牛に与えて肥育し、その
牛肉で料理を提供する 6次産業化を図るこ
とだ。エコフィードを利用することは、本
来廃棄される食品製造副産物の利用と環境
負荷軽減というメリットがある。また、6次
産業化によって、生産者の見える商品の提
供ができる。これらのことを、地域内で完
結することができれば、畜産物の付加価値
を高めるとともに、地域活性化にもつなが
ると考える。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
今目の前にある現場だけでなく、他地域の
現場を見ると、新しい発見がある。また、
非農家だからと諦めるのではなく、牛舎に
足を運んだり、インターンシップに積極的
に参加したりすれば、どんどん知識や仲間
が増え、自然に自分の将来の夢が固まって
くる。農業は多くの課題を抱えているけれ
ど、新しい技術や方法で展開され始めてい
る分野である。今こそ若い私たちの斬新な
アイデアで挑戦し、これからの農業を共に
発展させていきたい。
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畜産アンバサダー

宮城県農業高等学校
農業科　３年
星　碧虎

需要が上がり、需要と供給のバランスが釣
り合い、アイデア＝付加価値となるのでは
ないかと考えました。

③現在、私が行っている「牛が口から排出
するメタンガス削減」の環境保全の研究で
は、最大 30%のメタンガス削減に全国の高
校で初めて成功しています。メタンガス削
減により、飼料効率や増体などが良くなり、
飼料代の削減に繋がったのです。この環境
保全の付加価値を加えた仙台牛を販売する
と、対象区の牛と比較して約 80万円も高値
で販売することができました。飼料代の削
減につながることから、牛肉の価格はあま
り変わらず、消費者アンケートを実施して
も「味と値段が同じなら環境に良いものを
食べる」と回答する人が 90%を超える結果
が出ました。以上のように、付加価値には
大きな可能性があり、この技術をもっとた
くさんの人に知ってもらう必要があると考
えます。この技術のさらなる発展と普及の
ためには、まず論文を作成し、全国の畜産
従事者の方々に知っていただくことが重要
であるため、農林水産省との連携を強化し、
技術の普及と拡大を図っていきたいと考え
ています。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
渡航前から、オーストラリアでは放牧が主
流だと聞いていました。日本のように狭い
土地を利用して行っているかと思いきや、
実際には広大な土地で大規模なアニマルユ
ニットが整備されており、その広さは現地
で実際に見なければ想像もできないほどで
した。放牧は家畜の行動を制限せず、自由
に育てることからアニマルウェルフェアに
繋がりますが、水環境に関しては、日本の
ように整備させた水質と比較すると、少し
汚れている印象を受けました。この経験か
ら、渡航前のオーストラリアの農業や飼育
方法をそのまま日本に導入するという考え
ではなく、日本でしかできない農業や飼育
方法こそが家畜に対しての快適な環境にな

１．テーマ
畜産でアイデアを生かしたい

２．キーワード
環境と調和する家畜生産の可能性

３．キーワードのつながりと考察
①「畜産でアイデアを生かしたい」と言う
テーマで「付加価値＝家畜生産の可能性」
について考えた時、家畜生産物の取引価格
が下落している昨今の状況が挙げられる中、
どのようにして畜産経営者の経営を安定さ
せることができるのだろうかと考えた時、
今後の農業の発展を図るためには、世界の
マーケットへのアプローチ、そして付加価
値に着目することが大切だと知り、環境と
の調和と言う価値に視点を当てて学びを深
めていきました。様々な有識者とお話しす
る中で、日本人の環境に対する意識の課題
について教えてもらうことが多々ありまし
た。上記のように、外国では付加価値を加
えることで家畜生産物が高値で取り引きさ
れる傾向がありますが、日本は「環境保全
を行った」などの高価な家畜生産物からは
手を引き、むしろ安くて美味しいものを選
ぶことから、付加価値を付けたとしても売
れないと懸念する農家が多いことからこの
課題が生まれていると考えました。

②実際にオーストラリア研修を行う中で、
オリジナルブランドでの差別化を図り、パッ
ケージには認証シールを貼るなどの独自の
取り組みを行っている農家さんが多くいま
した。具体的な例として、「アニマルウェル
フェア」や「バイオダイナミッ
ク農法で持続可能な農業生産を
行った」などとこれ以外にも多
数の付加価値がありました。も
ちろん消費者はそのような家畜
生産物を求めることで、生産者
独自の取り組みをより深め、そ
こから得られる新たな付加価値
を見つけることで、さらなる可
能性の発見につながっていたの
です。以上のことから、今後の
日本の畜産で「アイデア」を活
かすためには、「付加価値」を
消費者に知ってもらうことで、

ると強く感じ
ました。さら
に、環境保全
の観点から見
ると、日本に
は改善すべき
点が多いと感
じました。以
前から、他国
と比較して、

日本人の環境に対する意識が低いと聞いて
いましたが、実際にオーストラリアを見て
みても、生産者意識に大きな違いがありま
した。日本では「高品質な肉を高く売る」
という考えが強い一方、オーストラリアで
は「アニマルウェルフェアや持続可能な農
業」に重点を置く生産者が多く、環境に対
する意識が非常に高いことが分かりました。
その結果、消費者ニーズも「持続可能な取
り組み」を重視するようになり、生産者と
消費者の意識が自然に一致していたのです。
以上のことから、今後は日本人の環境に対
する意識を高める必要性を考えました。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
現代の農業には大きな可能性があり、独自
の取り組みや販売戦略を工夫することで、
更なる発展を遂げることができると信じて
います。特に農業の中でも、畜産分野は「く
さい」「きつい」「休みがない」などと言っ
たマイナスイメージから、就農率が低いの
が現状です。しかし、そういった厳しい現
状がある一方で、私が18年間畜産業に携わっ
てきた中で、やりがいや楽しさを感じずに
はいられなかった場面が数多くありました。
こうした実例を通じて、少しでも多くの人
に畜産業や関連分野に興味を持ってもらい、
将来的に携わる人が増えることを期待して
いるからです。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
畜産従事者や関連業者が増えることで、コ
ミュニケーションや意見交換、相互扶助の
機会が広がり、それぞれの農家の発展が期
待できると思います。特に、和牛は日本の
固有種であり、管理方法にはまだ試行錯誤
が必要な部分も多いです。だからこそ、密
な意見交換などを通じて解決できる課題が
出てくるはずです。現在、日本の和牛肉は
世界的に注目されており、その発展を通じ
て消費が拡大し、和牛の可能性を感じた若
者が新たな生産者となることで畜産業全体
がさらに活性化すると期待しています。

•次世代の畜産業はどのようなものか
次世代の畜産業は、革新的な技術や経営手
法を取り入れ、効率と持続可能性を追求す
ることが求められています。特に、和牛な
どの高品質な畜産物に焦点を当てることで、
国内外での需要拡大が期待されます。また、
においや労働環境などの課題を改善し、新
規参入する若者が興味を持てる働きやすい
環境を整備することが重要だと考えます。
さらに、畜産従事者同士のコミュニケーショ
ンを活性化させることで、知識や技術の向
上により、個々の農家の発展にもつながる
と思います。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の夢は、地元の登米市で「環境保全型和
牛一貫経営者」になり、仙台牛を世界規格
にすることです。登米市は環境保全米とい
う国で定める環境に優しい米作りを平成 10
年頃から行っており、現在では全体の 80％
以上が「環境保全米」の作付けになってい
ます。しかし、私は稲での環境保全だけで
なく、その取り組みに加えて、現在研究し
ている「牛が口から排出するメタンガス削
減」という牛でも環境保全活動を行い、稲
と牛を通じて二重の環境保全活動を展開し
ていきます。さらに、地域雇用や耕作放棄
地を活用した放牧で地域の環境を守ると共
に、仙台牛の生産と消費拡大を目指したい
です。宮城で仙台牛を守る一人として、日
本の和牛を守る一人として、日本の牛飼い
仲間と共に歩んで行くことが私の使命であ
ると考えます。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
このプロジェクトに応募するメンバーは、
それぞれが異なる夢や多様な知識を持って
おり、今まで以上に自身が刺激され、大き
な成長を遂げることができます。特に他県
の多様な知識を持った人たちと情報交換す
ることで、新たな視点での気づきに繋がる
と共に「牛で結ば
れた縁」が生まれ、
一生の牛飼い仲間
としてさらなる情
報交換が可能にな
ります。人脈を増
やすということ
は、自身の知識を
広げ、負けじと学
びを深めようとす
るやる気に大きく
繋がり、個々の成
長を促進します！
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畜産アンバサダー

秋田県立金足農業高等学校
生物資源科　２年
髙橋智星

なく、広い土地で生活している牛ばかりで
した。乾燥地域では広い放牧地を使った経
営をし、湿度が高い場所では草が多く生え
ているので、乾燥地域よりも土地が狭かっ
たりと、それぞれの気温や地形に適した経
営をしていました。研修を受ける前は、オー
ストラリアでは飼料を全て自分達で賄って
いると思っていましたが、濃厚飼料として
綿実を他の農家から買って餌として与えて
いるところもあり、全ての飼料を自分達で
賄っている訳ではないことがわかりました。
放牧をすれば全てが解決するわけではなく、
デメリットもあることがわかりました。オー
ストラリアでの放牧をそのまま日本に反映
するのではなく、日本の畜産の長所でもあ
る生産性や飼料生産の質の良さや、舎飼い
をする事によって飼育管理がしやすいこと
を活かしていければ良いと思いました。

③オーストラリアでは、生産者と消費者の
距離がとても近く、消費者が生産者と実際
に会って現場の話を聞けたり、体験が出来
たりするなど繋がりが強いことがわかりま
した。それによって、消費者は自分たちの
求めているものが生産者に伝わり、生産者
は儲けにつなげるという、どちらにも利益
が発生する状況を作れます。その強い繋が
りの強さを日本にも作れば良いのではない
かと考えました。例えば、畜産農家と地域
の農家との関わりをもっと増やして、生産
者同士の繋がりを強くすれば、家畜への飼
料になるものを国産のものから使う事がで
き、輸入依存から脱することができると思
います。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアの研修を終えて、日本とは
違うところがたくさんあることが分かりま
した。それは、畜産に対する意識が日本と
比べて高いということです。放牧地が身近
なところにあり、牛を普段から見られるの
は消費者からしても飼育方法を見ることが
できて、安心して商品を買うことができる
と思います。そして、小さい頃から畜産に
触れ、学校でも農業を学ぶことが出来るた
め、アニマルウェルフェアの意識も高くな
り、畜産の教育が進んでいると思いました。
そのため、消費者は地域の畜産物を買うの
で、地産地消され生産者の利益にもなるた
めとても良いことだと思います。しかし、
日本と同じように、高齢化問題や人手不足

１．テーマ
誰もが喜ぶ畜産業

２．キーワード
飼料

３．キーワードのつながりと考察
①私は ｢誰もが喜ぶ畜産業｣ というテーマ
を初めて聞いた時は、生産者と消費者、そ
して家畜の 3つがこのテーマに当てはまる
と思いました。この中で特にキーワードの
「飼料」と関わりがあるものは、生産者だと
考えました。そして、日本の畜産の課題で
もある飼料の輸入依存を解決することで生
産者が喜ぶ状態にすることができると考え
ました。最初はこの課題を解決するには、
オーストラリアで一般的な経営方法である
放牧を利用するのが良いと思いました。そ
れから、日本でも今ある土地を放牧などに
使うなど有効活用をし、輸入飼料の使用を
抑えて解決できると考えました。また、家
畜も畜舎の中で繋がれて餌を食べるより、
外に出て自由に動ける状態で餌を食べられ
るほうが喜ぶのではないかと思いました。

②実際にオーストラリアに行ってみると、
訪れた牧場では舎飼いをしているところは

が起きていること
には驚きました。
この問題を解決す
るには、畜産のキ
ツイというイメー
ジを変える必要が
あるのではと考え
ました。そのため
には、機械を導入
するなど、日本で
は女性が働きやす
い環境づくりや労

働力の削減が必要だと思います。
　今回の研修で、私は初めて聞く言葉や大
きな施設を実際に見て話を聞き、畜産に関
する知識を身に付けることが出来ました。
そして、自分はまだまだ自分が将来目指し
ている畜産業界のことについて何も知らな
くて、もっと学ばなければいけないと勉強
に対する意欲も上がるきっかけとなりまし
た。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
私が畜産アンバサダーとして広めていきた
いことは、今回のオーストラリアで学んだ
ことを活かして、畜産とは遠い存在ではな
く、生産者と私たち消費者という関係とい
うことを伝えていきたいです。現在の日本
では、畜産がどんな問題を抱えているのか
を知っている人が少ないと思います。その
ため、この現状を多くの人に知ってもらう
ことで、国産の畜産物への購買意識を向上
させたり、自分達がいつもどのように育て
られた家畜から作られたものを食べたりす
るのかなど、畜産に対する興味を少しでも
持って貰えるのではないかと思います。消
費者が畜産を身近に感じられるような社会
になったら、国産のお肉や乳製品がもっと
流通するようになり、食料自給率も今より
も上がると思います。そして、若い人が畜
産に魅力を感じやすくなると思うので、担
い手不足の課題も解決することができると
思います。そのような社会を作っていくた
めには、どの消費者のニーズにも合わせた
商品を作ったり、小さい頃から農業につい
て学ぶことが大切だと思います。オースト
ラリアでは学校で農業について学べる教科
があり、必ず学ぶことができます。また、
牧場での見学の受け入れを積極的に行って
いたり、幼稚園などに牛を連れて行き搾乳

体験をさせたりするなど、畜産と関わりな
がら成長することが出来ます。日本でも、
このようなことを行えば今よりも畜産に魅
力を感じる機会が増え、生産者と消費者が
身近な存在だと認識することができると思
います。最初は広まるのが難しいと思いま
すが、生産者どうしのコミュニティを上手
く使って、助け合いながら今の状況から抜
け出すことが大切だと思います。

６．私の夢、これからやりたいこと
私はこの研修に参加する前から酪農家にな
りたいという夢がありました。参加する前
は、北海道に行って大規模な経営を行えれ
ばいいなぐらいの漠然とした考えでしたが、
今回のオーストラリア研修に参加したこと
によって、日本にこだわらず海外へ就農す
るなどの新たな考え方や、牛を第一に考え
る経営がしたいと自分の将来について深く
考えることが出来ました。そして、私は両
親共に非農家なので、もっと牛と関わる時
間を増やして、勉強する必要があると思い
ます。そのために、自分から積極的に行動
して、近くの牧場や牛を飼っている所に、
見学や実習をさせてもらう事ができたらい
いと思います。また、オーストラリアで日
本と全く違う経営方法を見て、もっと海外
の畜産について学びたいと思いました。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
今回の研修で出会った人たちは、畜産業に
携わることに生きがいを感じていて、動物
が好きだという人が多かったように思いま
す。そのため、私も将来そのように働くこ
とを目指したいです。そして、多くの人に
興味を持って欲しいです。これからの日本
の畜産業界は大変なことが多そうですが、
自分たちのよ
うな若い人の
力で、今より
ももっとさら
に良くしてい
き、畜産の魅
力をもっと知
らせていくこ
とをみんなで
頑張っていき
ましょう！！
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畜産アンバサダー

栃木県立那須拓陽高等学校
農業経営科　３年
岡﨑彩女

で消費者意識向上を目指すことが重要だと
思います。それから、日本のアニマルウェ
ルフェアは、日本でできる限りのことは実
現しているのではないかという考えにも至
りました。この研修を通して、きれいな水
を与えたり、適温を保ったりするなどの配
慮はされていることに気づきました。その
ため放牧などの既成観念に囚われず、日本
なりのアニマルウェルフェアを行うことが
大切だと思いました。

③オーストラリアでは、小さい頃から農業
を学んだり農場の見学に来てもらったりと、
子供達が畜産に触れる機会が多いと感じま
した。この取り組みは、「将来は畜産業に携
わりたい」という夢を持つ子供が増え、命
の大切さや畜産業の現状を知ってもらえる
きっかけになります。
今の日本では、都会に住む人や非農家の人
は動物園などでしか直接動物と接すること
ができない環境にあります。そのため、教
育ファームや食農教育をより推進していく
ことが必要だと考えます。しかし、環境の
条件が違うオーストラリアの長所ばかりを
取り入れていては、日本の畜産業は成り立
ちません。私はこの研修で、日本は個体管
理がしやすいことや、水が豊富なことに改
めて気づくことができました。オーストラ
リアの長所を取り入れつつ、これらのよう
な日本の長所をのばすことが、日本の畜産
業を元気にしていく近道になると私は考え
ます。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアに着いて、最初に衝撃を受
けたことは、牛が至る所に放牧されていた
ことです。オーストラリアで放牧を行って
いることは知っていましたが、牛を見ない
瞬間がないと感じるほど数が多く、日本で
は滅多にみることができない光景で、新鮮
味がありました。また、日本と比べて土地
の高低差がなく平坦なため、その分放牧も
しやすいのではないかということも気づき

１．テーマ
誰もが喜ぶ畜産業

２．キーワード
アニマルウェルフェア

３．キーワードのつながりと考察
①「誰もが喜ぶ畜産業」というテーマの “誰
もが ”を「生産者」「消費者」「家畜動物」「環
境」と、大きく４つに分けてこの研修に臨
みました。
家畜動物に対しては、キーワードのアニマ
ルウェルフェアを実行していけば有益では
ないかと考えていました。しかし、家畜動
物を優先していけば、飼料代や牛舎の維持
費などにコストがかかり、生産者にとって
は大きな痛手になってしまいます。
また、日本人のアニマルウェルフェアに対
する認知度が低いことや、動物保護指数が
最低ランクだということをふまえて、日本
は他の国と比べてアニマルウェルフェアの
導入が遅れていると考えていました。

②オーストラリアの消費者は、「地元の畜産
業を応援したい」という理由から、付加価
値がついた価格が高い畜産物を購入する特
徴がありました。それに対して日本は、そ
のような高い畜産物よりも安いものを手に
取る傾向にあり、オーストラリアと比較す
ると消費者意識が低いと言えます。日本人
の消費者意識が向上すれば、「消費者が高い

ものを購入す
る→生産者の
収益が上がる
→家畜動物や
環境への配慮
をする余裕が
できる」とい
う好循環が生
まれ、誰もが
喜ぶ畜産業に
繋がると考え
ました。その
ため、最優先

ました。
もう一つ印象に残っていることは、家族経
営を行う酪農場を訪問した際、搾乳方法が
立ったままで搾乳ができるパーラー方式
だったことです。搾乳する人がいるスペー
スが体半分ほど低く、乳房と頭の高さが同
じ高さになっていました。日本で私が経験
した搾乳は、ずっとしゃがみ続ける体勢の
ため腰がつらいと感じていました。しかし
この搾乳方法なら、腰を痛めることなくミ
ルカーを装着することができるので、労働
の負担が減るのではないかと思いました。
また、牛と人との間に柵があり、万が一牛
に蹴られそうになっても、けがの発生を防
ぐことができます。
日本では現在、担い手不足が課題となって
います。この農場のように、労働者にやさ
しい仕事場が日本にもたくさんあれば、畜
産業は重労働だというイメージが少なくな
り、畜産業に携わりたい人たちが自然と増
えていくのではないかと私は考えました。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
まずアニマルウェルフェアを主題として詳
細を説明し、そこから日本の畜産現場の現
状や、「家畜動物が第一」というオーストラ
リア人の価値観を伝えていきたいです。そ
して、飼育環境が悪い現場だけではなく、
生産者は限られた土地の中で、できる限り
の努力をしているということを広め、日本
の畜産業の良いところもアピールしていき
たいです。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
それによって、聞いている人全員が消費者
として、畜産現場の現状や生産者の努力に
気づき、消費者の意識が向上していくはず
です。よって、考察でも話した好循環をつ
くることができると考えます。

•次世代の畜産業はどのようなものか
最後に、私が思う次世代の畜産業は、家畜
動物ファーストな畜産業になることです。
現在の日本では、先に述べたように、努力
している生産者もいますが、鶏の飼育スペー
スが狭かったり、卵を産ませるために強制
換羽をさせたりと、利益を優先とした飼育
方法で経営している人がまだまだ多いよう
に感じます。また消費者も、安さ重視で商

品を購入している人が多いのが現状です。
案内してくださったオーストラリアの農家
さんに、「利益とアニマルウェルフェアどち
らを優先するか」と伺うと、「アニマルウェ
ルフェア優先が当たり前」と全員が答えま
した。中には、「動物を大切にできないなら
この仕事をするべきではない」答える農家
さんもいました。このような考え方が普及
すれば、日本の畜産業はより魅力的になる
のではないでしょうか。そしてこれを実現
するためには、消費者にも協力してもらう
必要があり、誰も傍観してはならない課題
です。

６．私の夢、これからやりたいこと
私はこの研修で、他の高校生メンバーと比
べて、まだまだ畜産に関する知識が少ない
と感じました。そのため、高校生のうちに
実習や授業を積極的に行い、知識を蓄えて
いきたいです。そして、もしまた同じ志を
もつ仲間と交流する機会があれば、今回の
研修よりもたくさんの意見交換をし、語り
合いたいです。私は高校卒業後、四年制大
学の農学部に進む予定です。大学では、動
物行動学を学び、動物が喜ぶ瞬間、ストレ
スを感じる瞬間を研究していきたいです。
それをふまえ、アニマルウェルフェアを取
り入れた日本独自の飼育方法を生み出し、
少しでも家畜動物が幸せに暮らせるような
環境づくりを徹底していきたいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私は高校に入るまで、畜産に関して全くの
無知でした。そのため、畜産業は家畜動物
を育てる仕事だとしか考えていませんでし
た。しかし高校生になって、畜産業は動物
が誕生してから食卓に届くまで、様々な職
種の人が関わって成り立っていることを知
りました。そのため将来は、畜産関連企業
で働くことも視野に入れています。みなさ
んも、数ある畜産業
の関わり方を知ろう
としてみて下さい。
そして、自分に合い
そうだと思う職種に
ぜひ挑戦してみて下
さい。どんな職種で
も、それは「食」を
支える誇り高い仕事
です！
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畜産アンバサダー

千葉県立大網高等学校
農業科　３年
長谷川真央

③課題となっている後継者問題の背景にあ
る「3K」への対策として、私は今の日本に
必要なのは消費者と生産者が互いに歩み寄
る姿勢だと考えています。現在の日本では、
消費者は品質や価格に敏感であり、生産者
はそのニーズに応えようと努力しています。
しかし、消費者がその努力を知る機会が少
なく、生産者がどれだけ努力してもその価
値が消費者に伝わりづらいと感じます。消
費者が求める品質は安心と安全な畜産物で
す。それら生産するため、農場ＨＡＣＣＰ
やＧＡＰなどの第三者による審査・認証を
得ることで担保できると考えています。農
場ＨＡＣＣＰなどにはマニュアル化や経営
の見直し・改善の効果があります。安心安
全をＰＲしたり実際の教育現場で実践等
行っていくことで生産者の努力や価値が伝
わると同時に消費者の３Ｋのイメージの変
化などが期待できるのではないかと考えま
す。多くの人が農業に対してポジティブな
印象を持ち、人々の食料を生産しているの
だという意識が醸成され、生産者も自信と
プライドがあれば、少しずつ農業を始める
若者が増えるのではないかと思います。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
今回のオーストラリアでの研修で私が不安
に思っていたことは英語でのコミュニケー
ションです。私は英語が好きなので研修前
はそれほど何も感じていませんでした。し
かし初めての外国ということもあり緊張で
胸がいっぱいでした。そんな私にホストファ
ミリーやホテルの管理人さんたちから don’t 
be shyと緊張をほぐしてくれる言葉をかけ
てくださり、会話全てを英語で行うことが
できました。また食事や街の風景など全て
が衝撃的でした。その中での大きな印象が
一つあり、それは果てしない地平線の先ま
で続く放牧地です。千葉県から来た私は初

１．テーマ
若者が描く未来の畜産

２．キーワード
後継者不足

３．キーワードのつながりと考察
①『若者が描く未来の畜産』というテーマで、
私は「後継者不足」について考えていました。
現在の畜産業界には「稼げない・きつい・
汚い」という 3Kのイメージがあり、３Kが
畜産業界への新規参入を妨げていると思っ
ています。私はこのイメージをよくしてい
くことで、後継者不足で離農する人が減少
し、人材が豊富な畜産業界にしていきたい
です。渡豪前の研修で私は日本の畜産業界
の課題である高齢化や不景気による経営悪
化に着目していました。解決策として IOT
技術の活用で作業負担の軽減と作業のマ
ニュアル化を施し、知識や経験がなくても
畜産に携わることができる環境を整えるこ
とで従事者が増えるのではないかと考えて
いました。

②オーストラリアでは日本と同様に後継者
不足が大きな課題となっていました。しか
し、日本とは大きな違いがありました。そ
れはマランダ高校のデイビッド先生の授業
やファームステイ先で感じた「消費者の意
識」です。オーストラリアでは普通科の中
高学校でも農業科目を受講でき、早い段階
から農業の重要性を理解し、興味を持つ機
会があります。農業は生きる上で必要不可
欠な産業として尊敬され、ポジティブなイ
メージが根付いていました。この経験から、
日本でも普通科高校や義務教育に農業を取
り入れることで農業への理解と興味が深ま
り、次世代の農業を支える人材が育成され
るのではないかと希望を感じました。実際
に導入されれば、大きな意識の変化が期待
できると考えます。

めて広大な牧草地で牛が草を食べる姿を実
際に目にし、自然と共存する畜産の魅力を
実感しました。研修中の楽しかった思い出
で一番に思い浮かんだのはマランダ高校で
の電気柵の授業です。皆で円となり手を繋
ぎ、電柵を触った時には国が違っても絆で
繋がれているよう印象を持ちました。私は
これから日本という国だけでなく、今回訪
れたオーストラリアとまだ知らない国へ出
向き、たくさんの人や動物、文化と触れ合
いたいと思います。私の人生を変えるきっ
かけとなる研修でした。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
私はこれからの畜産の未来の為に、畜産は
楽しく誇りを持てる職業だということを強
く広めていきたいです。畜産は、農家一人
一人の個性や理想を表現できる多様な職業
だと考えています。研修で出会ったオース
トラリアの農家の方たちは、自分のライフ
スタイルを大切にしながら地域の特性を活
かし、生産に取り組んでいる姿は畜産が単
なる職業ではなく、農家自身のライフスタ
イルや価値観を表現できるものであると感
じました。私は日本の先人の方々がたくさ
んの困難や試練がある中、発展させてきた
畜産を私たちのライフスタイルや価値観を
融合させながら発展させ、この先１００年
続くものとしていきたいです。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
時代に合わせたライフスタイルや次世代の
人たちの価値観を融合させることで３Kのイ
メージの変化や働き方改革へとつながると
思います。また IOT技術やスマート農業に
よる作業の効率化の変化は、日本の畜産を
大きく変えると思います。

•次世代の畜産業はどのようなものか
若い世代や様々な経験を持った人が参入し
やすい畜産業になって欲しいです。それを
実現するには３Kイメージの変化、作業効率
の変化、外国とのギャップ、世界情勢の変
化などの課題がたくさんあります。それら
を担っていく私たちはこの多様な変化に対
応しなくてはなりません。それを乗り越え

た先に 100年続く経営基盤があると思いま
す。

６．私の夢、これからやりたいこと
牛と出会って 10年、牛は私の人生そのもの
と言っても過言ではありません。これまで、
数々の場面で牛たちに支えられてきました。
私は家畜人工授精師・受精卵移植師の免許
を取得する予定です。AI・ETは経営を支え
る基盤となる技術です。その技術と畜産
ティーン育成プロジェクトを通じてオース
トラリアで学んだ経験は、私にとって大き
な糧となりました。海外の畜産現場での学
びを活かし、牛にとってより良い飼育方法
や環境を追求したいと思っています。高校
卒業後は、北海道で 3年間の免許の取得と
技術の向上を目指し、牛の繁殖、飼料、飼
育環境のすべてにおいて最高のものを提供
できる酪農家を目指します。オーストラリ
アで得た知識と経験を活かし、これからも
牛と共に歩み続け、彼らにとって最善の環
境を作りあげていきたいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私はこのプロジェクトを人のつながりのお
陰で知ることができました。しかしこのよ
うな活動に参加することは初めての挑戦で
あり当初は不安しかありませんでした。い
ざ研修が始まると多くの新しい知識や自身
の価値観の変化を経験しました。さらに一
緒に活動する中で、信頼できる大切な仲間
もできました。このプロジェクトは私にとっ
て挑戦を超え、大きな成長と新たな出会い
をもたらす貴重な経験となりました。また
人の築く縁や絆は一時的な関係ではなく、
一生にわたる大切な財産だと思います。協
力し合いながらみんなで畜産を盛り上げて
いきましょう。
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畜産科学科　２年
田木希実

経営を行うことが大切だと考えます。例え
ば、オーストラリアで訪れた酪農家さんは、
地域の幼稚園に牛を連れていき、触れ合い
体験を行い、小学校の校外学習で見学を行
うなど、牛乳を出荷する以外にも、いろい
ろな取り組みを行っていました。小さい頃
から家畜と触れ合い、家畜が育つ環境につ
いて知ることで、畜産物を買う時も、家畜
の育った環境を重視する考え方が生まれる
のだと思いました。畜産について知っても
らうには、実際に触れ合うことが大切だと
考えます。農家が、触れ合い体験や見学を
行えるような余裕をもち、多くの人が家畜
と触れ合えるような環境を作れると良いと
考えました。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリア産の牛肉は日本のものと違
い、赤身が多いのが特徴と聞いていて、実
際に食べる前は繊維質で硬い肉なのかと
思っていました。でも全然そんなことはな
く、柔らかくて、沢山食べてもくどくない、
とても美味しいお肉でした。柔らかい理由
の一つとして、肉牛を長く肥育するのでは
なく、産まれた子牛を生後 9ヶ月ほどで出
荷し肉にすることで、成牛よりも柔らかい、
おいしいお肉を生産する方法があるそうで
す。そして、子牛をたくさん売り、生産の
効率も上げることができるそうです。
　日本では肉牛にたくさん濃厚飼料を与え
長期肥育をし、サシを沢山入れて一頭あた
りの質を高める方法が取られています。沢
山お金や時間をかけるので、サシが沢山入っ
た牛肉は高級で、普段の生活ではあまり食
べずに、特別な日や、お祝い事がある日に
食べます。ですがオーストラリアのような
方法だと、一頭あたりのコストが低く、牛
肉の値段がそこまで高くならずに、普段の
生活に取り入れられるような牛肉が生産で
きると考えます。また、一頭あたりにかか
る期間も短いため、効率の良い生産形態に
なると考えました。

１．テーマ
私が働きたい畜産農家

２．キーワード
牛の幸せ

３．キーワードのつながりと考察
①「私が働きたい畜産農家」というテーマで、
自分自身がどんな条件の場所なら働きたい
か考えたとき、私は最初、オーストラリア
に行く前は、自給飼料、放牧などを取り入
れることでコスト削減に取り組み、赤字を
なくし、収入を増やしていくことに重点を
置いた場所で働きたいと思っていました。
そして、自身が設定したキーワードでもあ
る、「牛の幸せ」がある、ということは、あ
まり重要視していませんでした。なぜなら、
今の日本では、輸入飼料の高騰などで生産
コストが上がっているのに対し、牛乳、牛
肉などの販売価格は上がらず、赤字経営の
農家が増えているからです。そのため牛の
幸せや、牛のストレスフリーなどを大切に
する余裕はないと考えていました。

②しかし、オーストラリアで研修した後は、
「牛の幸せ」を第一に考えた農家で働きたい
と強く思いました。訪問した農家の方々は
皆、アニマルウェルフェアへの意識が高く、
牛もストレスが少ない環境で、のびのび育っ
ていると感じました。とても素敵だと思っ
たし、日本にも、もっと取り入れたいと考
えました。
そして農家だけでなく、国民全体の意識も
高かったです。肉や牛乳を購入する際に、
それらの生産元である家畜が、どのような
環境で育てられているのかを重視していて、
日本との違いに驚きました。日本でも、家
畜が育てられた環境を重視する考え方を広
めることができたら、国全体の意識が高ま
り、家畜が育った環境を重視して畜産物を
選ぶ人が増え、私が働きたい「牛の幸せ」
を考えた農家も増えると考えます。

③国全体の意識を上げ、畜産をより良くし
ていくためには、たくさんの人に畜産を身
近に感じてもらえるような工夫をしながら、

　従来の長期肥育の方法に加え、短い期間
で育てられる国産牛肉を生産することで、
日本での牛肉の需要を更に高めることがで
きると考えました。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
私は、日本の畜産の素晴らしさと、家畜が
育つ環境重視の考え方について広めたいで
す。日本で生産される畜産物は、他の国に
比べて安全性が高い面があると思います。
また、牛肉生産ではサシが沢山入った牛肉
を生産していて、高品質で、素晴らしい日
本ならではの畜産物だと思います。
しかし、最近は牛肉が余っているから高く
売れない、子牛の落札価格が下がっている、
など、マイナスな話をよく聞きます。また、
飼料高騰により赤字経営の農家が増えてい
ます。このまま日本の畜産が衰退してしま
うと、国産の牛肉や牛乳を買えなくなって
しまいます。それを防ぐため、多くの人に、
日本の畜産がどれほど大切で、素晴らしい
ものなのかを伝えていきたいです。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
素晴らしさを伝えていくことができたら、
畜産への関心が集まり、畜産についてもっ
と知りたい、という人も増えると思います。
そして、多くの人が畜産の内容を知ること
で、畜産の魅力や楽しさについても知るこ
とができ、畜産農家として働きたい、とい
う人も増え、日本の畜産は活発になってい
くと思います。
　また、家畜が育つ環境重視の考え方が広
まることで、今の飼育環境より、家畜のス
トレスを減らせるような飼育方法が確立さ
れ、アニマルウェルフェアにも配慮できる
ようになっていくと思います。

•次世代の畜産業はどのようなものか
最後に、これらの事を行う事で確立してい
く、次世代の畜産業は、多くの人が畜産に
関心を持ち、畜産物だけでなく、家畜が育
てられる環境も考えていける、生産者も消
費者も、お互いのことを考えながら続けて
いける畜産だと思います。畜産のことを知
らない人はまだまだ沢山いるけど、少しず
つでも伝えていくことで、より良い畜産を
作っていけたら良いと思います。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の夢は、牛の幸せを考えることで、人の

幸せにも繋げられる肉牛農家になることで
す。牛の飼育スペースを広く取り、放牧場
への行き来が自由にできるような造りにす
ることで、牛が健康的に、のびのび育つよ
うにしたいです。また、ハエの発生を防ぎ、
暑熱対策をし、飼育環境を清潔に保ち、良
いエサと水を与え、体を掻けるようなブラ
シを設置して、牛が病気の時、すぐに治療
できるような環境を作りたいです。そうす
ることでストレスを減らし、質の良い肉を
作ることができると考えます。
そして、牛がストレスなく自由に育ち、消
費者の方が質の良い肉を食べて、幸せな気
持ちになってくれたら、私はとても幸せで
す。
　今の段階では、実現は難しいかもしれま
せんが、これから沢山学んで、知識をつけて、
夢を叶えられるよう頑張ります！

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
畜産業に携わる上で、楽しいこと、大変な
ことが色々あると思います。でも全部ひっ
くるめて畜産業の良いところだと思うし、
人が生きていく上でとても大切な仕事で、
誇りを持って働けると思うので、大変なこ
とがあっても、めげずに頑張っていきましょ
う。
そして、その魅力をたくさんの人に伝えて、
畜産業の認知度を上げ、日本の畜産がより
良くなるように、そして、これから先もずっ
とずっと続けていけるような畜産を形作っ
ていけるように、一緒に頑張りましょう。
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畜産アンバサダー

東京都立瑞穂農芸高等学校
畜産科学科　３年
阿部未悠

③日本でしか飼養されていない和牛は飼養
頭数が少ないため、国内で完結する精密な
血統管理をすることが必然です。今の日本
には自然交配を取り入れることは出来ませ
んが、乳牛において今後 “Ａ 2ミルク ”や無
角遺伝子を発現させる精液など、消費者、
生産者のニーズに合わせた牛の生産、改良
を進めるために今以上に海外の種雄牛の高
度利用などを進める必要があると考えます。
また、オーストラリアの暑い地域では暑さ
に強いアンガス種とブラーマン種の交雑種
が主に飼養されているのを知ったことが
きっかけで、温暖化が進む日本の気候に適
した品種を飼養するという考え方が生まれ
ました。暑さに強く小柄で飼養しやすい国
産牛が普及すれば、今よりも販売価格を抑
えることができ、国産肉の消費量を増やす
ことが出来るかもしれないと思いました。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアの特徴として、水の利用に
制限があること、土地が広いこと、同じ国
内であっても地域によって気候の差が大き
いことなどがあります。
そのため、オーストラリアで行われている
畜産業に機械化など新しい畜産を行うこと
はリスクも大きく中々スマート農業などの
取り入れが行われない現状があることを知
りました。しかし、頭数が多く大規模であ
ること、飼料の自家製産が実現出来ている
ため今までの方法から変化させる必要があ
まり無いということも分かりました。
さらに、日本の舎飼いとは異なり放牧での
飼育である為アニマルウェルフェアへの意
識が日本よりも高いのだと渡航前は思って
いましたが、日本でもウォーターカップの
利用や小規模農家が隣接している為に防疫
管理への意識が高いなど、消費者に見えに
くいアニマルウェルフェアを実現出来てい

１．テーマ
畜産でアイデアを生かしたい

２．キーワード
繁殖

３．キーワードのつながりと考察
①オーストラリアでは、広大な土地を有効
活用し、放牧を主体とした畜産が行われて
いるというイメージがありました。そのた
め、農家一戸あたりの飼養頭数も莫大であ
り、大規模な畜産経営を可能にしていると
考えました。飼養頭数が多くても持続的な
畜産を可能とする為には、乳牛・肉牛のど
ちらも繁殖成績が高水準である必要があり
ます。
そこで、発情発見への IT技術の導入など牛
に対して少ない人手でも高い繁殖成績を可
能とする、先進的な繁殖管理方法が浸透し
ているだろうと考えていました。また、国
内の飼養頭数が多いため、血統の近い牛を
交配しないようにする為の管理プログラム
等も存在するかもしれないと考えていまし
た。

②見学した複数の農場では自然交配が行わ
れていました。1~3頭のオス牛を農場内で
飼育し、9ヶ月間ほどメスの放牧地に一緒に
放牧するという方法でした。これは大規模
である為に人工授精や凍結精液にお金をか
けることが難しく、また屋外での放牧であ
るため人の手による細かい繁殖管理が行え
ないのだろうと考察しました。
そのような繁殖環境の中で、実際には牛群
全体の受胎率が約 92%ととても高い農場も
ありました。このように自然交配であって
も受胎率が非常に高いのは、高泌乳やサシ
などを求めた飼養が行われていないためだ
と考えます。また、牛一頭一頭の値段とし
ての価値が低いため受胎しない牛をすぐに
出荷することができることも要因だと考え
ました。

ることを再認
識することが
出来ました。
また、搾乳工
程において前
搾りを行わな
いことや人工
哺乳をしない
ということに
最初は抵抗を
覚えました
が、規模が大
きく家畜の価

値が低価格であり、改良が進んでおらず生
産病の発生が少ないオーストラリアだから
こそできる畜産の形なのだと理解すること
も出来ました。
今後、海外のやり方をただ取り入れるだけ
ではなく、その国に合わせた畜産を次世代
に継承しより発展させていくことが重要だ
と思います。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
私が畜産アンバサダーとして日本に広めて
いきたいことは、牛乳・牛肉・豚肉・鶏肉・
卵など沢山の国産の畜産物を食べて欲し
い！ということです。
今回の研修で様々な農場や、食品加工場な
ど食べ物に関わる仕事をされている方々に
出会いました。その中でも全員が共通して
いたのは、やり方や規模は違っても自分た
ちが作り出す製品をより良いものにして消
費者に美味しく食べて欲しいという想いで
畜産業に携わっているということです。動
物が一生を過ごす環境をより良いものにす
ること、宗教などにより食への考え方が異
なる人々への配慮など、数え切れないほど
の工夫が各現場で施されていました。けれ
ど、あくまで産業である以上経営の安定化
が求められます。資金や労力とバランスを
上手く取りながら、新しい工夫に挑戦して
いくためには、安定して持続的な収入が必
要です。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
もし、今以上に畜産物の消費量が高まれば、
農家の収入に繋がります。これは「家畜に

とってより快適な飼養設備を整えること」、
「資源活用や資源循環に取り組む環境に配慮
した新しい畜産の形づくりに挑戦すること」
「スマート農業などを取り入れることにより
働き手の労働環境の改善や効率化」などを
実現するきっかけになり、さらに畜産業を
発展させることに繋がると考えます。

•次世代の畜産業はどのようなものか
次世代の畜産業は、経済的、社会的、精神
的に人も家畜も豊かに過ごせる必要がある
と考えます。畜産業をこの先の未来に繋げ
るためには家畜の環境や生産者の利益どれ
かひとつだけではなく、全てのバランスが
平衡に取れる畜産経営をめざすことが理想
だと考えます。

６．私の夢、これからやりたいこと
私は将来、持続的な畜産業の実現に貢献し
たいと考えています。
今まで酪農について学び、直腸検査や人工
授精などを行う中で、繁殖について興味を
持ちました。畜産業において繁殖成績の向
上は持続的な経営をする上で最も重要に
なってきます。
そして今、繁殖を初めとする遺伝的改良を
通して、スマート農業に適応する家畜の生
産や消費者のニーズに合わせた畜産物の生
産を可能にする研究が進められています。
繁殖技術だけに囚われず、飼養環境や牛の
栄養状態などからおこる不受胎の原因解明
や更なる受胎率の向上への様々な角度から
のアプローチを通して日本の畜産を発展さ
せ 未来の畜産業を支えていく人材になりた
いです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
畜産は奥が深くて本当におもしろい産業で
あるということを 1番に伝えたいです。私
たちが毎日健康に生活できているのは、大
昔の人が土を耕して耕作を初め、野生種を
家畜として利用するようになった為です。
その家畜を人の手で繁殖して改良を続け、
原種からは想像できないほどの肉量や泌乳
量を今の家畜たちは実現させています。今
後、昔の人が繋いできた畜産をより発展し
て未来に繋げることが出来るかどうかは私
たち若い世代にかかっています！一緒にが
んばりましょう。
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畜産アンバサダー

長野県佐久平総合技術高等学校
食料マネジメント科　３年
橘内　晟

ポさんは農家で
生産者であり消
費者でもありま
した。ある日「農
業はとても大切
な職業だ」と熱
く語っており、
このことから畜
産はとても大切
で尊いという考
えが、当たり前
のように根付い
るんだなと感じ
ました。若者の意識は若者が描く未来の畜
産に強く関係していると思います。

③今後、未来の日本の畜産には今回の研修
を通して感じたことや学んだこと、グルー
プで出たアイデアなどを SNSを利用し全国
に広げていき畜産業をもっと盛り上げられ
ればいいと考えています。考えたアイデア
を実践し、広めていくことで新しく畜産業
に興味を持つ人が増えれば畜産業の新規就
農者が増えていき、後継者不足などの問題
解決につながっていくと考えます。また今
回の研修で培った知識や経験を活かし、私
達が未来の畜産を引っ張っていくリーダー
のような存在になり、後世の畜産業に貢献
できるような活躍をしていきたいです。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアでは土地や機械などの規模
にとても驚かされることがとても多くあり
ました。研修で行ったジョンソンズファー
ムでは、約６万エーカーという日本では考
えられないような広大な土地で複数の農業
を行っていることがオーストラリアならで
はで、とてもすごいと感じました。自分た
ちが研修に参加した、クイーンズランドは
オーストラリアでも農業がしやすいところ
でした。そのようなところでも、近年農家
の人達が減っていることを聞いてびっくり
しました。またオーストラリアの農家さん
は、一人ひとり自分たちの仕事に対してと
ても誇りを持っていたのが、とても印象に
残っています。自分もこれからやる仕事に
誇りをもって行きたいと思いました。
初めての海外で、オーストラリア研修をす
るにあたって最初は不安なことがとてもた
くさんありました。一緒に行く仲間と協力
できるかや、初めての海外だったこともあ
り、先生やメンターの方々、現地の気さく
な方のおかげで、とても充実したオースト
ラリア研修を終えることができました。普
段の学校生活では体験できないことや、自

１．テーマ
若者が描く未来の畜産

２．キーワード
若者の意識

３．キーワードのつながりと考察
①若者の意識と考えたとき、現在日本は高
齢化や担い手不足による後継者不足などの
問題があげられます。その原因は若者の意
識が関係しているのではないかと考えまし
た。一方オーストラリアでは、農業がとて
も盛んで日本のような高齢化や後継者不足
などの問題はあまりなく、農業に対する若
者の意識が根本的に違うのではないかと考
えていました。日本よりオーストラリアの
方が、若者が就農しやすいイメージをして
いました。若者の意識を変えることと、日
本の若者がもっと農業に興味、関心がもて
るような環境づくりがよりテーマに近づく
と考えていました。

②実際に研修に参加すると、オーストラリ
アでも若者の農業従事者が減っていて就農
率が低くなってきていることがわかりまし
た。近年、オーストラリアでは、土地代が
とても高く、新しく農業を始めるには難し
い状況だということがわかりました。若者
の意識という点では、マランダ高校のよう
に、幼い頃から畜産に触れ合うようなイベ
ントなどをすることで、消費者としても生
産者としても畜産に対しての意識がとても
高くなることがわかりました。実際にお世
話になった、ファームステイ先のフィリッ

分の得意とする鶏のことだけでなく、広い
世界を知れて、とても有意義な時間になり
ました。帰国してからの報告会では、チー
ムで活動していて仲間の知識量や意見の違
いなどで驚かされることがたくさんありま
した。何度も考え直して一つの発表になっ
たときの達成感は、一生忘れられない体験
です。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
畜産業は食料自給率の向上や地域経済の活
性化においても、非常に重要な産業である
と考えています。さらに、やりがいもあり、
とても楽しい職業という思いを全国に広め
ていくアピールを SNSなどを駆使して畜産
アンバサダー活動をしたいと考えています。
日本の畜産を広めていくことで将来の職業
の選択肢に畜産が入ってほしいと考えてい
ます。そのためにまず日本で起こっている
問題や畜産物の重要性を知ってもらうこと
が必要だと考えます。普段私達が何気なく
口にしている肉や卵、乳製品などは家畜に
よって生産されており、それらに携わる畜
産農家がいるということを、知らせるため
に畜産アンバサダー活動をして広めていき
たいです。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
そのような活動をすることで畜産のイメー
ジアップなどにつながります。イメージアッ
プをすることが、様々な世代に畜産業の良
いイメージを持ってもらうことに繋がると
考えます。また、新規就農者が増え就農者
率の低下などの問題解決につながり、これ
からの畜産業を担っていく人が増え、また
畜産業が現在よりも活発になっていき機械
化などの点で、畜産業がもっともっと発展
していけばいいなと考えます。

•次世代の畜産業はどのようなものか
私が考える次世代の畜産は「若者中心の畜
産」で畜産業が楽しい職種になることだと
考えています。若者が中心の畜産となるこ
とで、様々な意見やアイデアが生まれより
畜産業としても魅力を日本の全国に発信で
きるのではないかと考えます。今現在畜産
業は３Kなどのマイナスイメージを持ってい
る人が多いと思います。畜産業がなければ
今後、世の中の食を支えている畜産物はな
くなってしまいます。畜産業が世の中から
消えてしまうということは、とても大きな
問題であるという事実をいろいろな人に

知ってもらいたいと思います。そのために
まず、自分がマイナスイメージを変え、畜
産業は楽しい職業ということを広めていき
畜産業に対するイメージを変えたいです。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の夢は自分の地鶏を作り地元の佐久に還
元したいと考えていました。しかし、今回
の研修を通して改めて日本の農業の技術力
の高さを知り、今まで以上に養鶏業だけで
なく広く様々な分野の畜産に携わりたいと
いう思いが強くなりました。実際に、今回
の研修で主に乳牛、肉牛のことを学び、他
の分野の事も、自分の将来やりたい養鶏業
にも、どうやったら活かしていけるかなど
を考えるきっかけとなったことが広い分野
の学びを深めていく重要性を感じました。
また、色々な視点から考えられるようにな
り、今までにない問題解決につながってい
くと思います。高校卒業後は 4年制の大学
に進学し、畜産に対する学びを深め、これ
からの畜産業を担う若者となり、さらに盛
り上げていきたいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私自身、農家出身だったこともあり、この
研修を応募したときからとても楽しみにし
ていました。この研修を通して、畜産の魅
力を改めて知ることができました。畜産業
は、きついことがたくさんあると思います
が、それ以上にとてもやりがいがある大切
な職業だと思っています。未来の畜産は、
私達が変えていかなければなりません。ど
うやったら今後の畜産業がより良くなるの
かみんなで考え畜産業をより素晴らしいも
のにしていきましょう！
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行うことで、畜産農家の誇りである牛が好
きという気持ちを牛に携われることができ
る喜びが大きくなるのではないかという考
えが導き出された。

③私は、今回の研修成果を地元の農家さん
に反映したいと考えている。例えば、地元
の観光牧場や、農家さんが実際に働いてい
る牧場へ、地域の方がふれあい体験や、乳
製品作り体験を行えるようにしたい。この
ようなことを行うことで、地域の方々は、
畜産は身近なものでなくてはならないもの
だと認識してもらうと同時に、畜産の悪い
イメージ（３Ｋなど）がなくなるのではな
いか。消費者の畜産に対する意識が変わる
ことは、生産者としてはやる気が起きるきっ
かけになり、双方の相乗効果でより良い畜
産業になるとともに、本来求めていた経営
ができるのではないかと考えた。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
私が研修を通して１番感じたことは、アニ
マルウェルフェアの意識の高さだ。オース
トラリアには、広大な敷地があり家畜動物
を育てるには放牧をすることが基本になっ
ている。アニマルウェルフェアがほとんど
達成されている放牧地の動物は心做しか、
とても幸せそうに過ごしていた。放牧はア
ニマルウェルフェアの達成に強く関係して
いるが、日本はオーストラリアに比べ、土
地が小さく平地は都市化により使用されて
いるので、ほとんどが舎飼いだ。しかし、
放牧をすること以外にもアニマルウェル
フェアを取り入れることができる。私は、
今回の海外研修を通して、日本にできるア
ニマルウェルフェアの取り入れ方を考えた。
例えば、動物らしい生き方を尊重するため
にフリーストール方式やフリーバーン方式
を取り入れたり、ふれあい体験を通して消
費者が畜産に対する考えを良い方向へ導く
ことができ、全体として良い畜産経営に繋

１．テーマ
誰もが喜ぶ畜産業

２．キーワード
畜産農家の誇り

３．キーワードのつながりと考察
①誰もが喜ぶ畜産業というテーマで畜産農
家の誇りについて考えたとき、最初はつな
がることのないテーマとキーワードだと感
じた。誰もが喜ぶ畜産業は、生産者と消費者、
家畜動物が喜ぶような畜産業のことだと思
う。例えば、生産者が実際に働いている牧
場の見学・ふれあい体験を行うことや、家
畜動物に対してできる限りのアニマルウェ
ルフェアを施してあげるなどだ。一方、畜
産農家の誇りは私の中では、儲けがたくさ
んあるということが誇りに繋がると感じて
いた。畜産農家が仕事に誇りを持つために
は、生産者のことだけに焦点を当てなけれ
ば成立しないものだと考えた。しかし、私
が思っていた畜産農家の誇りを尊重してし
まうと、誰もが喜ぶ畜産業が程遠い存在に
なってしまうのでとても難しいつながりだ
と感じた。

②実際に研修をしてみて、オーストラリア
の畜産農家さん達に仕事の誇りについてお
伺いしたところ、多くの農家さんが「牛が
好きなので牛に携われる仕事ができること
がとても誇りに思っている。牛に携われる
仕事はとてもかっこいい。」などと、牛が好
きという気持ちが誇りに繋がっていた。日
本の畜産業は、３Ｋ（きつい・汚い・稼げ
ない）が定着していると感じていたので、
私の中では儲けることしか誇りに思わない
のではないかと思っていた。さらに畜産農
家さんたちは、子供などを対象に牛のふれ
あい体験や現場体験などを積極的に取り入
れていることで、消費者に家畜動物に対す
る感動や喜びをひとつの学びとして教えて
いる。そのことから、誰もが喜ぶ畜産業を

がっていくのではないかなどを考えた。後
者の考えは、直接はアニマルウェルフェア
に繋がっていないが、将来的に繋がってい
けるような存在になると感じた。オースト
ラリアはオーストラリアなりの、日本には
日本なりの経営方法があることを再認識し
た。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
これから畜産アンバサダーとして、畜産の
魅力を広めていきたい。具体的には、牛な
ど家畜動物のふれあい体験を開催したいと
考えている。学校や親子で体験に参加する
としたら、教育の一部に畜産について学ぶ
ことができ、小さい頃からの学習が将来、
より良い畜産業に繋がる。また、この学び
は家庭教育にも取り入れることができると
思う。体験で学んだ子供が親になったとき
に、自分の子供に畜産の魅力などを教え、
その子供が親になったときに ...などの良い
循環ができる。ふれあい体験などの、生産
者と消費者が直接関わる機会をつくること
で、お互いの求めている畜産経営や商品な
どを知ることができる。さらに地域の牧場
に行く機会があることで地産地消に興味を
持ち、お互いに良い関係ができるのではな
いかと思った。このようなことが続くと、
日本が素晴らしい畜産業になるのではない
か。以上のことから、畜産の魅力を広めて
いきたいと強く感じた。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
これができると、日本の畜産業は生産者と
消費者の連携が強くなると思う。生産者は
消費者が理想とする経営ができ、消費者は
より良い畜産物を購入しようと畜産業のこ
とをもっと知るようになり、生産者に良い
刺激となる。六次産業や地産地消など日本
の畜産業がこれから発展するときに大事に
なってくるが、経営上難しいことを取り入
れる良い機会になると思う。

•次世代の畜産業はどのようなものか
次世代の畜産業は、今ある悪いイメージを
みんなで変えていける。畜産業が生産者だ
けの負担ではなくなり、国民全員の課題と

してみんなで支えていくものになると感じ
る。より良い畜産業になっていくと、新規
就農や若者の畜産業の就職率が高まると感
じる。畜産業が輝いていけるように、畜産
アンバサダーとしてできることから全力で
努めたい。

６．私の夢、これからやりたいこと
私は、労働力・担い手不足、飼料価格の高騰、
高齢化などの今ある日本の畜産業の課題を
解決できるような酪農の経営者になりたい。
畜産業の３Ｋ（きつい・汚い・稼げない）
というわるい概念をなくし、畜産のイメー
ジが、かっこいい！楽しい！おもしろい！
に変わっていく過程に携わりたいと思って
いる。将来の夢に少しでも近づくために、
今できることを全力で行いたい。そのため
に、エコフィードやアニマルウェルフェア、
若者を積極的に取り入れている牧場へ訪問
し、どのような経営をしているのか自分の
目と耳で学び、吸収する。その学びを無駄
にしないよう、今良い方向に進んでいる畜
産業を学校や農家さんに発信していく人に
なりたい。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
オーストラリア研修を通して、畜産業の魅
力を再確認し、もっと日本の畜産業を盛り
上げていきたいと感じた。より良い畜産業
にしていくためには、今回共に研修へ行っ
た 19人の仲間達のように、より良い畜産業
に強い志を持っている人の協力が不可欠だ。
私は、畜産アンバサダーとしての活動が、
色んな人に畜産の魅力を知ってもらえる
きっかけになれるよう頑張りたい。共に日
本の畜産業を盛り上げていこう！！！



６
参
加
者
の
報
告

♦49♦ ♦ 50♦ 

畜産アンバサダー

岐阜県立岐阜農林高等学校
動物科学科　３年
福田　愛

ながりを持ち
たい。
これは経営に
とっても多く
の利点がある
と思う。こう
することが、
「若者が描く
未来の畜産」
を実現する第
一歩となり、
「経営の安定」
の実現にもつながると考えた。

③研修で得たことを、まずは情報として日
本に伝え、その後技術として反映すればい
いと考える。今回の研修ではオーストラリ
アの管理作業や畜産をどう伝えるかなど
様々なことを学んだ。しかし技術的な面な
どでは、土地の広さなどの違いがあるため
同じようにそのままの導入は難しい。日本
に導入していくためには、オーストラリア
の技術を日本の畜産に合うように変えてい
く必要がある。そのことを考えるためにも、
まずは私たちが学んだことを日本に広めて
いくことがいいと考える。このことが、日
本がどうしていくべきか考えるきっかけに
もなり、研修成果が反映されると思う。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
初めて日本以外の国の畜産に触れてみて、
まず、土地の広さや家畜の品種の違いなど
の細かい違いがあった。さらに、畜産に対
する考えが日本と大きく違うと気づいた。
オーストラリアの農家の方々は、畜産は人々
の生活を支える産業として誇りを持ってお
り、畜産について暗い考えを述べる人はい
なかった。またアニマルウェルフェアにつ
いても大きく違っていた。日本では、アニ
マルウェルフェアを第一に考える農家は少
ないと思う。
しかし、オーストラリアでは、アニマルウェ
ルフェアが守られなければ畜産を続けるべ
きではないという意見もあり、国全体でア
ニマルウェルフェアの考えが浸透している。
私はこのオーストラリアの考え方はすてき
だと思った。将来こんな風に畜産に誇りを
持ち、動物に対しても幸せに暮らせるよう
な酪農をしたいと思った。またこのような
考えが日本に広まってほしいとも思った。
なぜオーストラリアはこのような考え方な
のか考えたとき、それは畜産が身近なもの
としてあるからだと考えた。畜産が身近に
ある分それについて考える機会も増えると
思う。また、商品を選ぶとき安さだけでは

１．テーマ
若者が描く未来の畜産

２．キーワード
安定した経営

３．キーワードのつながりと考察
①私が描いている未来の畜産として、牛と
人が幸せになるための１つの方法として放
牧をしていきたい。しかし、安定した経営
を考えた時、実現させることは難しいと思っ
た。若者が描く未来の畜産とは、私たちが
目指す畜産をすることであり、いろいろな
リスクもある。しかし、そういったリスク
をなくし畜産を安定的に続けていくための
対策を考える機会を与えられたと考えてい
る。例えば、やりたいことが六次産業化だっ
たとき、加工品を製造するために施設・設
備が必要になる。つまり最初は設備を整え
るために費用が必要だ。費用だけでなく経
営が安定したものになるには５年後、１０
年後の先の目標が必要だ。今の時点では、
私は自分たちが目指す畜産の安定した経営
を実現させることは難しいが、だからこそ
どうしたらこの課題が解決できるか力を付
けたいと思った。

②先程も述べたように、私が描いている未
来の畜産として、牛と人が幸せになるため
の１つの方法として、オーストラリアで見
たような放牧をしていきたい。しかし、日
本の国土はオーストラリアよりも狭く、あ
るとしても中山間地域や耕作放棄地などし
か土地がない。特に放牧に利用するには土
地が狭く点在している点や、農場や牛舎が
民家の近くにあることが多く、地域によっ
ては周辺住民の理解を得にくい点など、問
題点が多くある。私はそのことを解決する
ために、複数の酪農家協働で放牧を行うと
いうことをしていきたい。複数の酪農家で
行うことで放牧に十分な土地を確保したり、
団地化することで周辺住民の理解を得やす
くなったりするなどの利点があると考える。
そのために協同組合があるのかもしれない
が、もっと数件の経営条件の似た農家でま
とまって共通の課題を解決できるようなつ

なく、品質やそれまでの管理方法などにも
こだわっていた。そんな価値観が親から子
へ引き継がれることもあり、畜産を誇りに
思っていたり身近に考えたりする人が多い
と思う。
日本にも和牛や牛乳など誇れるものがある。
だから、オーストラリアのように畜産に対
して誇りを持つ人が増えてほしいと思った。
そのためには、私自身がもっと酪農につい
て、牛について、経営について深く学び、
技術を身に付けていく必要があると思った。
大学進学への決意がさらに強くなった。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
畜産は楽しい・誇りだということを広めた
い。そして、畜産を身近に感じてほしい。
今の日本では、畜産のイメージは肉体労働
であり、専門的な知識が必要なことから閉
鎖的な産業だというイメージもある。また、
消費者は価格の安さを重視し、農家さんの
誇りともいえる商品が届きにくいこともあ
る。しかし、オーストラリアでは農場に子
供たちを呼んで酪農を通じて様々なことを
教えるなど、身近に感じられるような取り
組みがあった。
特に感じたのは、オーストラリアの消費者
は生産者のこだわりを理解し、値段だけで
はなく製法などにもこだわって商品を選ん
でいた。これは、畜産について生産者だけ
でなく、消費者も知識を持っているという
ことだ。畜産を楽しい仕事で誇りに感じて
いるのは生産者だけでなく、消費者も感じ
ていることが分かった。だから、多くの人
に畜産を身近に感じてもらうための一歩と
して広めていきたいと思った。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
畜産業が様々な面で発展すると思う。例え
ば、新規就農者が増えたり、いろいろなこ
だわりが詰まった生産物ができたりする。
酪農が楽しく、誇りに感じられる人が増え
れば、畜産業をもっと身近に感じられる人
も増えると思う。今は遠い存在として、専
門知識が必要など職業として避けられがち
な産業だ。しかし、身近に感じられるとい
うことは、職業として関わりたいという人
も増えるのではないかと考えた。そういう
人が増えることで、新規就農者が増えたり、
畜産業の発展に貢献したりする人も増える
と思う。また、消費者側でも畜産業や生産
者の誇りを知ることで、畜産物を買うとき
に値段以外の新しい基準で買う人もいるだ

ろう。
多くの人が畜産について身近に感じられれ
ば、たくさんの恩恵を畜産業に与えると思
う。だから、畜産業が様々な面で発展して
いくと思う。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の夢は、家畜の幸せも経営も両立させる
ことができる農業従事者だ。家畜の幸せと
は、健康を保ち自然に近い姿で過ごすこと
ができることだと考える。私が畜産に関わ
りたいと思うようになったのは、のんびり
と過ごす乳牛を好きになったからだ。だか
ら、そのような幸せに過ごせる家畜が増え
てほしいと思った。でも、経営が不安定に
なるなど、その牧場が続けられなくなって
しまっては家畜の幸せを守ることはできな
い。だからこそ、私はその２つについて両
立させていきたいと思った。
その方法として、私は放牧を行いたい。し
かし、今の日本ではすぐに放牧を取り入れ
ることは難しい。だから、大学で放牧を導
入していくために研究をしていきたい。そ
して将来も酪農に関わり続け、畜産の発展
に貢献していきたい。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
いまだに畜産は３Kの「くさい・きたない・
稼げない」や動物虐待というイメージを持っ
ている人もいる。だから、畜産業を目指す
ことはやめた方がいいといわれることもあ
る。でも、畜産業は生産者の様々な努力で
家畜と人の幸せを両立し、人々の食を支え
られる素晴らしい産業だと思う。なにより
畜産業は家畜と身近にかかわれる楽しいも
のだから目指すのをやめずに関わり続けて
ほしい。
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大阪府立農芸高等学校
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甲斐柚花

続可能な酪農家」を目指しています。

③まず、牛を健康に長く飼うことで期待で
きることとして、大きく分けて３つ考えら
れます。
　1長命連産性の向上
年を重ね、生産量が落ちてしまった牛を長
く飼うと飼育費用に対する利益が減少する
ため、生産効率が悪くなってしまうと考え
る人も多くいます。ですが私は、牛を健康
に育てることで加齢による生産量の減少を
緩和し、その牛を長く飼うことで牛の一生
で見たときの生産量は増加し、生産効率を
上げることができると考えます。更に、自
給飼料やエコフィードの活用により飼料費
の削減ができるとともに、牛に与えている
飼料の成分やその効果などについて細やか
な管理ができるので、更に細かく牛の個体
管理を行うことが可能になります。
　2生産物の質の向上
　3消費者のイメージアップ
管理の行き届いた飼料を与え、健康な牛を
育てることによって質のいい商品を生産す
ることが可能になり、またそれによる消費
者の畜産へのイメージアップにつながると
考えます。
これらにより、商品のブランド化が可能に
なります。生産物の単価を上げ、付加価値
を向上させることで他の生産物との差別化
を図り、利益を向上させることができると
考えます。また、畜産に対するイメージが
アップすることで新規就農希望者や畜産物
の消費量の増加が期待できます。

これらのことを踏まえ、大規模でなくても
牛に与える飼料や飼育環境にこだわって牛
を健康に長く飼い、ブランド化や六次産業
化によって付加価値の向上を向上させるな
ど、販売方法を工夫することが日本の畜産
をより良くするためにすべきことだと考え
ます。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
私は国を超えた人とのつながりの素晴らし
さを体感しました。
私がこの研修で 1番不安に感じていたこと
は、英語を通してのコミュニケーションで
す。日々の活動では通訳さんが間に入って

くれていましたが、マランダ高
校生との食事やファームステイ
では 1対 1で会話をしなくては
いけなかったので、私のつたな
い英語が伝わりにくいことで仲
良くなれないのではないかとい
う心配がありました。
そこで私は、人とコミュニケー
ションをとるには顔と目を合わ
せて話すことが最も重要だと考
えたので、翻訳機をあまり使わ
ずに会話をするという目標を立

１．テーマ
私が働きたい畜産農家

２．キーワード
持続可能な畜産

３．キーワードのつながりと考察
①「私が働きたい畜産農家」というテーマ
で「持続可能な畜産」について考えた際、
私は大規模で経済的に持続可能な畜産農家
で働きたいと考えていました。研修前は利
益をどれだけ得ることができるのかが未来
の畜産において重要なことであり、大規模
な農場で従業員を雇い、機械の導入や多く
の牛を飼養することで利益が安定・向上す
るものだと考えていたからです。

②しかし、オーストラリアでは多くの畜産
農家が牛や家畜を第一に考えた経営を行っ
ていました。広大な大地で瑞々しい牧草を
食べ、のびのびと育つ牛たちを目の当たり
にして本当に私がなりたい畜産農家とはど
のようなものなのかがわかりました。
オーストラリアでは、乳牛の平均経済寿命
が約 10年であり、日本の乳牛の平均経済寿
命である５～６年よりも長いことを学びま
した。これには、オーストラリアの農家さ
んたちの畜産についての考え方が関係して
いると思います。多くの農家さんは「家畜
の幸せを１番に考えていないと畜産は経営
できないし、アニマルウェルフェアについ
て配慮することは当たり前だ。」と考えてい
ました。また、オーストラリアでは放牧で
の飼育が主流であり、牛たちが十分な運動
を行えていることも一つの要因であると考
えます。
これらの学びを踏まえ、私の夢は大きく変
わりました。私は現在、牛を健康に長く飼
うことができるような、「牛も人も農場も持

てました。確かに単語がわからなかったり、
文法、発音などに間違いがあり、考えが伝
わりにくかった場面も多々ありました。し
かし、現地の方たちはわたしの話に耳を傾
け、聞き取れなかったところは何度も聞い
てくれたり、ゆっくり話してくれたりと積
極的にコミュニケーションを取ってくれま
した。その結果、とても楽しい会話ができ、
特にファームステイでは本当の家族のよう
に幸せな時間を過ごすことができました。
また、マランダ高校で全員と手をつなぎ、
電気柵を触ったこともとても楽しい思い出
になりました。言語も人種も住む国も違う
高校生約 40人が手をつなぎ、電気が流れ、
笑い合うことで今まで感じたことのない人
とのつながりを体感しました。
これらのことから、言語や国の違いに恐れ
ずに目を合わせ、会話を楽しむことが誰と
でも心を通わせる鍵だと考え、これからの
生活に活かしていきます。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
畜産業には多種多様な形態や方法があり、
自分のやりたいことに没頭できる職業だと
いうことを伝えたいです。私はこれが畜産
の１番の魅力だと考えています。実際にオー
ストラリアと日本の畜産業を比べたとき、
飼育環境や品種、与えている飼料など、様々
なところに違いが見られました。これには
様々な要因が関係していると考えますが、
オーストラリアの農家さんは自分のやりた
い畜産を実現するべく、多種多様な方法で
楽しんで経営していたことから、その農家
の考え方、やりたい畜産の違いが一番関係
しているのだと感じました。
私は、これからの未来の畜産業には自分が
やりたい畜産に挑戦し、楽しめるかが重要
だと考え、伝えていきたいです。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
これらを私達が伝えていくことにより、ま
ずは畜産のイメージアップが出来ると考え
ます。楽しい畜産を広め、どのようにやり
がいや達成感を感じることが出来るのかを
知ってもらうことで「畜産っていいやん。」
と感じてもらい、若者や消費者から畜産の
３K（きつい・稼げない・汚い）などのネガティ
ブなイメージを払拭でき、高齢化や後継者

不足問題の改善が期待できます。
また、畜産業や仕事は、楽しんでこそ良い
ものが出来るのだと今回の研修を通して学
んだので、現在畜産業に従事している人た
ちにも伝えていくことで、劣悪な環境での
飼育や環境に良くない畜産が少しでも改善
されれば嬉しいです。

•次世代の畜産業はどのようなものか
私が描く次世代の畜産業とは、畜産へのマ
イナスイメージを払拭し、家畜と農家と消
費者で作り上げる畜産業です。農家だけで
なく、家畜も消費者も協力し、より良い畜
産業のために行動することがこの先の畜産
業に必要なことだと考えます。「私が作っ
た。」のではなく「私達が作った。」になる。
そんな未来を思い描き、私はこれからも前
に進んでいきます。

６．私の夢、これからやりたいこと
私は、牛を健康に長く飼うことができるよ
うな持続可能な酪農を経営したいです。牛
を健康に飼うためには広い視野と豊富な知
識が必要だと考えています。
そのために、高校卒業後は大阪を出て、畜
産に特化した 4年生大学で酪農の幅広い分
野について学ぼうと考えています。様々な
人や環境と出会い、将来畜産業を担ってい
くうえで重要な沢山の経験を積みたいです。
大学では、家畜飼料学や栄養学、牛の行動
学からわかるベストな飼育環境、家畜伝染
病や蹄病の原因と予防方法などを学ぶこと
で豊富な知識をつけ、様々な視点から牛に
とってベストな酪農場を考え、築きあげる
ことができる酪農家になります。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私はこのプロジェクトに応募するとき、自
信がありませんでした。しかし勇気を出し
て応募し、同じ畜産業をめざす仲間たちと
共に畜産を学び、語り合うことができまし
た。このプロジェクトで得ることができた
学びや経験は、以前の私では想像もできな
いほど充実したものであり、確実に将来の
糧になるものだと実感しています。このこ
とから、少しで
も興味があり、
やってみたいと
感じた事ならば
勇気を出して行
動する事が大き
な学びや自信に
つながると考え
ています。前向
きかつ貪欲に畜
産業と向き合い、
共に未来の畜産
業を盛り上げて
いきましょう！
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生物科　３年
嶋本珠琴

環境」だと考えます。このシステムを養鶏
に取り入れるには、近年利用されつつある
エンリッチドケージのような取組みやすい
飼育方法を創出したり、広めていく必要が
あると思います。

③オーストラリアで放牧などの飼育環境を
整えられている理由は、土地や気候の問題
の他に、生産者と消費者の畜産に対しての
意識だと感じました。一方で日本では畜産
に対しての考え方がマイナス向きであり、
生産者と消費者の関係性もベストではない
と考えられます。そのため今の日本には、
少しでも畜産業に興味を持ちやすくなる体
制が必要だと考えました。例えば見学・体
験可能な牧場に学校行事として来てもらう
ことで、畜産に触れる機会をつくることが
できると思います。いま疎遠になりがちな
畜産業が身近なものになり、意識が高まる
よう、アンバサダー活動で今回の研修をふ
まえ伝えていきたいです。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
まず、今回の研修に集まった人の知識や経
験の豊富さに圧倒されました。そして研修
を通して私の畜産に対しての価値観も変化
し、とても充実した研修だったと実感して
います。
　私は今まで、飼育環境の基準にされてい
るアニマルウェルフェアなどから見て「日
本の畜産は遅れている」そう感じていまし
た。オーストラリアで広大な農場を見たと
きも、「こんな自然の中で育てられて幸せそ
う」とすぐに憧れを持ちました。しかし、
研修が進むにつれ、衛生面など日本との違
いに違和感も感じられるようになりました。
外で飼うにはダニなど防虫も必要で、常に
清潔な環境を作ることは難しいです。日本
でオーストラリアと同じ経営をするには、
農地や人手などコストが見合わず簡単に環
境を整えるのも厳しいと感じています。
　私の憧れの牧場を実現させるには、消費
者の力も必要になります。平飼い卵など「こ
だわり」を売る場合、付加価値をつけるこ
とができます。一方で一般的に販売される
ものに比べ割高になるため、安定した収入

を得るには工夫が必要
だと思います。そこで
私はオーストラリアの
ように、実際に牧場を
見学できる体制をとり
たいと思いました。経
営者さんの牧場への思
いやリアルを見て聞く
ことで、購入するきっ

１．テーマ
畜産でアイデアを生かしたい

２．キーワード
飼育環境

３．キーワードのつながりと考察
①私は高校入学前から鶏が好きで、鶏をケー
ジ飼いではなく平飼いで飼いたい。という
夢を持っていました。そこでキーワードは
「飼育環境」に決め、テーマが「畜産でアイ
デアを生かしたい」とあるように、これか
らの日本の飼育環境に対するアイデアを見
つけ、自ら実行していきたいと考えました。
　オーストラリアの畜産について考えたと
き、広大な農地での放牧が一番に思い浮か
びました。それに対し日本ではどの家畜も
舎飼いが主流です。日本の養鶏の約 90％は
「ウィンドレス鶏舎」や「ケージ飼い」が行
われ、効率や防疫面が高められています。
今回の研修のメインは牛ですが、放牧やア
ニマルウェルフェアに対してや生産者と消
費者両方の考え方について、日本に、養鶏
などに生かすアイデアを創出したいと思い
ました。

②研修を行った農場は日本では考えられな
い規模で、どこにいっても「放牧」があた
りまえでした。また、オーストラリアの環
境に合う牛を導入していることも特徴的で
した。日本との大きな違いは、自然環境の
中でありのままの状態で飼っていることだ
と感じられました。それが動物にとって幸
せなのか、それとも人の手が念入りに届く
範囲での飼育が幸せなのか。そんな疑問も
グループ内で浮かびました。その中で導い
た私の理想の飼育環境は「人の目が行き届
く範囲で、家畜たちが自由に身動きできる

かけになり、私達もより自由な発想で牧場
を持つことができると考えました。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
　私は畜産現場で感じられる感動を広めて
いきたいと思います。畜産業は臭いや汚い、
きついなどマイナスのイメージは強く根付
いていています。また、畜産現場での働き
手不足は年々増加傾向にあり、高齢化が課
題となっています。そこで、私は畜産現場
が消費者にとってより身近なものになれば、
畜産のマイナスイメージが減少すると考え
ました。今の日本の畜産現場は、衛生管理
上の問題で見学不可能な場所がほとんどで
す。さらに舎飼いやウィンドレス鶏舎など
により、外から簡単に家畜をみることがで
きません。一方でオーストラリアの牛飼い
では放牧が行われ、日本に比べ家畜が身近
な存在にあると感じました。同じことを日
本で行うには衛生の面、土地利用の面でも
厳しいことが現状です。そこでまずは、畜
産アンバサダーとして私が畜産と関わる中
で経験した「感動」を伝え、畜産の良さを知っ
てもらいイメージアップにつなげたいと思
います。そして畜産をもっと知りたいとい
う消費者を増やしていきたいです。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
　消費者の畜産のイメージが上がることで、
畜産への理解やより高品質なものが流通す
るようになると思います。畜産現場につい
て知ることで、購入時に飼育方法や飼料、
品種などを比較し、選択できるようになり、
多様な畜産の価値が創出されると考えます。
そしてそのニーズに応えるため、新しい品
種が創出されたり、飼育にこだわりをいれ
る生産者が増加すると考えられます。
　さらには畜産現場を見学・体験したい消
費者が増え、受け入れ可能な牧場、施設が
増し畜産現場の見える化が進むと考えます。

•次世代の畜産業はどのようなものか
　農業の新３Kが一般的になり、消費者に
とって畜産現場が身近にある環境が次世代
の畜産業だと思います。より畜産が身近な
ものになれば、畜産業を職として捉えやす
くなり、日本の畜産業の活性化にも繋がる
と思います。そして人と家畜が共存、共生
していける現場を私は目指していきたいと
思います。

６．私の夢、これからやりたいこと
私はとにかく鶏が好きです。この研修に参
加するまで、鶏飼育に関わる仕事をできた
ら良いなと思っていました。そこで、オー
ストラリアの畜産や同じ参加者と交流など
を実際に体験した結果、私は「養鶏をはじめ、
畜産業が明るくなる仕事に関わっていきた
い」と強く思うようになりました。そのた
めにも高校卒業後は大学に進学し、遺伝や
経営、栄養学などより幅広い分野を深く学
んでいくつもりです。そして、畜産につい
て教える職や働きたいと思える生産現場を
創っていける人材になりたいと思います。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
この研修で、私の畜産、夢、養鶏などに対
してのあやふやな思いや考え方がはっきり
したと思います。それはオーストラリアの
畜産や畜産業を志す仲間からの刺激だと感
じています。
　今畜産を学んでいる、将来畜産業に興味
がある人たちに私は、いろいろな生産現場
を見学することをおすすめします。そして
その現場で働く人に質問したり、自分の持っ
ている夢を伝えてみたりしてください。自
分の目指したいことがはっきりするはずで
す。
　私はこれから「日本の畜産は素晴らしい」
この言葉を誇りを持って言えるようこれか
ら畜産と歩んでいきます。今までやってき
たことに自身を持って、一緒に畜産業を盛
り上げていきましょう！
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畜産アンバサダー

広島県立世羅高等学校
農業経営科　２年
白土陽麻

で考えたところ、１つの造語を考え発信す
ることにしました。それは、「ＭＡＤＥ　Ｂ
Ｙ　ＵＳ」という言葉です。このＭＡＤＥ
ＢＹ ＵＳは、人によってさまざまな解釈が
された言葉です。このＭＡＤＥ ＢＹ ＵＳを
直訳すると、「私たちが作った」になります。
これは、人、動物、環境が１つとなって、
すべてが協力してこれからの畜産を作り上
げていこう！という考えで生まれました。

③消費者それぞれの考え方やローカル意識、
余った土地の使い方など、今からできる事
を考えて取り組んでいくことで、日本の畜
産はさらに良いものになっていくと思いま
す。
日本全体の人口が減少する中で、農業従事
者、特に畜産従事者は激減していきます。
従来通りの飼育管理方法ができなくなって
くると思います。耕作放棄地で放牧をする
ことによって、動物も健康で自然にも優し
く、人も舎飼いの時よりも管理がしやすく
なると考えます。
さらに、畜産従事者と地域の人たち（消費者）
のつながりの懸け橋となる、アンバサダー
活動をしていきたいです。日本の畜産が
ちょっとしたことから変えられたらいいな
と思います。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
初めての海外でとても不安でしたが、自分
と同じ畜産に対して強い思いを持っている
人たちと話しをし、オーストラリアのいろ
いろなところに行って勉強することが、思っ
ていた 100倍楽しくてとても安心できまし
た。私の通っている学校には畜産を学べる
学科が無いので、わからないことを聞くと、
とても丁寧にわかりやすく教えてくれて、
とても感激しました。
　オーストラリアの畜産は、人にも家畜に
も環境にも優しい畜産業が行われていて、
どこにいってもアニマルウェルフェアが実
施されていて、「家畜にやさしくない、アニ
マルウェルフェアのことが考えられない人
はやらない方がいい」と言っている人もい
ました。アニマルウェルフェアが行われた
商品には、マークがついていて消費者に見
えるようになっていました。ショッピング
センターで探していると、マークがついた
商品を買う人が多くいました。オーストラ

１．テーマ
私が働きたい畜産農家

２．キーワード
６次産業とのつながり

３．キーワードのつながりと考察
①私は畜産の６次産業化について、とても
素晴らしい取り組みであると考え、すべて
の畜産従事者は６次産業をするべきだと考
えていました。そのため、私も６次産業に
とても興味があり、将来は６次産業カフェ
を経営したいと思っています。
私のグループでは「私が働きたい畜産農家」
を考えました。「私が働きたい畜産農家」に
ついて話すのであれば、グループで意見を
出し合うときは、私の考えを言えば終わり
だと思っていました。しかし、同じグルー
プの人や違うグループの人と話をしてみる
と、それぞれ違うものを目指していて、私
のような６次産業に携わりたいから畜産を
やるという人はとても少なかったです。そ
のため、グループで話し合うといろいろな
意見が出てきて、まとめていくのはとても
難しかったです。

②実際に研修をしてみて思ったことは、オー
ストラリアも日本と同じ問題を抱えている
ことがわかりました。例えば、畜産従事者
の高齢化や、土地代が高くなっていること
です。
そこで、私たちが目を付けたのは畜産従事
者と地域の人たち（消費者）のつながりです。
日本でも国産のものを買うと安全で安心と
いう意識はありますが、オーストラリアで
は、各家庭でオーストラリア産のものを買っ
て地域や国の農業、畜産業を応援する意味
で買っている人がとても多かったです。
人、動物、環境にやさしい農業ができ、国
産などのローカルなものを買ってもらうに
は、どう発信していけばいいのかグループ

リアでは消費者もアニマルウェルフェアに
対しての意識が高いことを知ることができ
ました。生産者だけでなく、消費者もこう
いった考えを持つことで広い視野で畜産を
見てもらうことができてとても素晴らしい
と思いました。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
私が畜産アンバサダーとしてやっていこう
と思っていることは、畜産のことをよく知っ
てもらえるように、どんどん広めていき、
教えていく活動をしていこうと思っていま
す。そこで、私たちが作った造語の「MADE 
BY US」をどんどん広めていこうと思います。
今の日本は、畜産のことをよく知らない人
がとても多くいます。そういった人たちに
伝えていくことで、新たな選択肢になって
いくのではないかと思います。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
私たちが作ったこの言葉を広めていくこと
で、とても覚えやすい言葉のため頭に残り、
畜産についての理解が深まり、畜産に対し
て今までよりも良いイメージを持ってくれ
ると思います。そうすることで、一緒に働
きたいと思ってくれる人や、興味を持って
くれる人がふえるので、日本の畜産業の高
齢化問題が徐々に解決していくと思います。

•次世代の畜産業はどのようなものか
私が思う次世代の畜産業は、若い世代が今
の畜産に加わり、もっと盛り上がると思い
ます。畜産業はずっと無くてはならないと
ても大事な職業の一つです。そして、これ
からは私たち若い世代が畜産業を引っ張っ

ていかないといけません。そのためには、
やはり畜産に幼いころから触れていないと
わからないことばかりなので、実際に家畜
を見て、触れ合うことができる機会を増や
していかないといけません。
　私がオーストラリアに行って研修をさせ
てもらった場所の一つに、家族で畜産をし
ている場所がありました。そこでは、息子
さんに幼いころから牛と触れ合わせていま
した。その子に将来なにがしたいか聞くと、
親を継ぎたいと言っていました。私はそれ
を聞いてとても良いことで素晴らしいと思
いました。これからは若い世代が引っ張っ
ていく、活気あふれる畜産業になっていく
と思います。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の夢は、自分の育てた野菜、牛やニワト
リを使ったカフェを経営することです。牛
やニワトリの牛乳や卵を使い、人・家畜・
環境にやさしい店にしたいです。耕作放棄
地を活用することで、店をしつつ放牧もで
きたらいいなと考えています。
　これが達成できれば、私たちが考えた
MADE BY USが実現できると思います。
そこで私は、子供から大人まで幅広い層の
人たちが乳しぼりやチーズ作りなどで畜産
業が楽しく体験できる牧場がしたいと考え
ています。そうした体験を通しては、畜産
に興味を持つきっかけになると思います。
いろいろな人たちの畜産を始める後押しが
できる人間になることをめざして、日々頑
張ろうと思います。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私はこの将来の目標を必ずやり遂げたいと
考えています。畜産は人だけは成り立たな
い職業なので、畜産に携わるのはとても大
変だと思います。ですが、これからの畜産
には絶対に若い世代の力が必要です。その
まま夢をあきらめず、人・家畜・環境にや
さしい畜産をしてほしいです。
　畜産の楽しさや感動を、畜産をあまり知
らない人たちにつないでいきましょう。そ
れぞれが畜産アンバサダーとして、全国各
地で畜産のことを広めていけるように頑張
りましょう。
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畜産アンバサダー

福岡県立糸島農業高等学校
動植物活用科　３年
佐熊安莉

ですが、日本は畜産が身近になく動物と触
れ合う機会が少ないです。だから消費者と
生産者の架け橋を作ることで努力を知って
もらいながら動物と触れ合ってもらう、国
産の肉を食べてもらえると考えました。次
に耕作放棄地を利用します。害虫・野生動
物が寄り付いたことにより壊された生態系
を復元することができるなどメリットがあ
ります。だから耕作放棄地を使って小さな
放牧を行うことを提案します。国土面積が
狭い日本では、オーストラリアのように多
くの牛を放牧で飼育することは難しいです
が、使わなくなった畑を利用して小さな放
牧を行うことで自由に歩き回れるスペース
ができアニマルウェルフェアにつながるだ
けでなく、飼料をあげる時間や除草作業な
どの仕事の削減、畜産業に就くにあたって、
老若男女が働きやすい環境につながると思
います。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
この研修でまずオーストラリアの巨大な土
地に驚きました。バスや車で通る景色に牛
がいることや搾乳が終わった牛が普通に道
を歩いていることに日本との違いを見て感
じました。他にもオーストラリアは家　　
畜動物を利益のためと飼育しておらず、1番
の考えはアニマルウェルフェアを取り入れ
ていました。その考えができないなら畜産
業をやめた方がいいと聞いた時、私は日本
の家畜に対する考えの違いを感じました。
オーストラリアでは牛がのびのびと自由に
歩き回れるスペースがあり日本ではみるこ
とのできない景色が広がっており憧れを持
ちました。土地が狭い日本ではオーストラ
リアのような大きな放牧を行うのは難しい
のが現状ですが、使われていない土地を有
効活用し、小さな放牧をすることは可能だ
と考えます。全てを真似することは難しい
ですが、日本の良さを活かしてこれから若
者が畜産を発展させていけるよう　　にな
ればいいと思います。
最後に、畜産業を目指す 20人と一緒に畜産
について学んで「こんな考えがあるだ」と
気づかされることが多く、たくさんの学び
を得たと思います。そして学びを増やすこ
とができたとともに、最高の仲間に出会う
こともできました。一生忘れることのない
研修になったと思います。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか

１．テーマ
誰もが喜ぶ畜産業

２．キーワード
労働環境

３．キーワードのつながりと考察
①日本は、誰もが働きやすい環境ではない
と思いました。例えば女性は畜産業で働く
際に力仕事だからと働きにくく抵抗があり、
周りに否定されます。そして、高齢者にとっ
ても働きにくい環境だと考えます。他にも
消費者が安い肉にこだわることで国産の肉
を買わないことが生産者にとって負担にな
ります。

②この研修を受けるまで生産者、消費者、
家畜動物の 3つがつながれば誰もが喜ぶ畜
産業になると思っていました。ですが、研
修を受けて生産者、消費者、家畜動物、環
境の４つがつながると誰もが喜ぶ畜産業に
なると考えるようになりました。生産者は、
老若男女はたらきやすい環境、消費者は、
畜産への意識を変えること、家畜動物は、
アニマルウェルフェアを取り入れること、
環境は使われていない土地を活用すること
で誰もが喜び働きやすい環境になると考え
ます。

③誰もが喜ぶ畜産業を目指すにはまず消費
者意識が変わることで改善されると考えま
す。オーストラリアでは小さい頃から畜産
が身近にあり生産者の努力を知っています。

畜産業の大切
さと誰でも畜
産業で働ける
ということを
広めたいで
す。今の日本
は畜産業が身
近になく生産
者が安心安全
なものを提供
するためにど
のような努力
しているの
か、大切な命
をいただいて食事をしていることを知って
もらいたいです。そして畜産業はなくては
ならない職業です。オーストラリア研修で
は女性が働きやすい環境にするためにして
いることはなく、日本のように女性が畜産
業で働くことに否定する人はいませんでし
た。確かに男性と女性ではできるとこに限
りがあるがそれを補い合うことができれば
誰もが働ける環境になると確信しました。
ほかにも、畜産業を始めたいと思っていた
としても、実家が農家ではないからと一か
ら始めることに抵抗がある人も多いと思い
ます。そのため今の固定概念にとらわれず、
畜産業を始めたいと思っている若者が自信
を持って働ける職業にするために、畜産ア
ンバサダーとして畜産業の大切さと畜産業
は誰でもが働けるのだと伝えていきたいで
す。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
畜産業イコール男性という今の固定概念を
誰もが捨て畜産業を否定しない職業になれ
ば若者が畜産業を変え、今日本で問題とな
る担い手不足を改善できると考えます。誰
もがなくてはならない職業という意識にな
れば、国が支援しもっと働きやすい環境に
なるのではないでしょうか。

•次世代の畜産業はどのようなものか
私が考える次世代の畜産業は、老若男女が
働きやすい職業にすることです。なぜなら
今の日本は女性が畜産業で働くことを否定
されがちだからです。でもオーストラリア
では女性だからと否定される環境ではなく、
お互いが助け合っていました。負担となる
力仕事を効率良くするためには、機械化が
必要だと思います。機械化を進め、その時
間を牛にかけることで、安心安全な牛を消

費者に届けることができます。今までの畜
産に対するマイナスイメージを少しずつ変
えていくことで畜産業につく人が増え、若
者が新しく作り出す畜産業になるためと考
えます。

６．私の夢、これからやりたいこと
この研修で畜産業を目指す仲間と過ごして
自分の知識の浅さに気づき、もっと学びた
いと思いました。そのため、今の目標は農
業大学校に進学し、そこで詳しく和牛につ
いて学びたいと思っています。ファームス
テイで「動物が好きだからこの職業につく
のが小さい頃からの夢だった」と自分が好
きなことを職業にしたと聞きました。自分
もその気持ちを忘れず夢に向かって頑張り
たいと思いました。私は将来、牛が大好き
な繁殖農家を目指します。頭数を減らし自
由に歩き回れるスペース作り、アニマルウェ
ルフェアの取り組みを導入した経営を目指
していきます。畜産業で働く人が輝ける職
業であることを自分自身が発信し、畜産業
を応援する国になるためにこれから取り組
んでいきます。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
この研修に参加するまで知識が少なく不安
ばかりでした。でも支えてくれる仲間がこ
の研修でできました！研修は終わってしま
いましたが今でもわからないことを聞ける
仲間となっています。畜産業は、人と人が
助け合って成り立つ職業であり、人が生き
ていく上で必要な職
業です。その職業に
就くことは誇らしい
ことだと私は考えま
す。一緒に夢を実現
させましょう！そし
て畜産を変えていく
のは若者、私たちで
す！一緒に頑張って
みませんか？
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畜産アンバサダー

長崎県立諫早農業高等学校
動物科学科　３年
宮田凪沙

そのため学生の時から少しでも畜産に関す
る授業を取り入れることで正しい情報を得
て偏見の解消につながると思います。
また現代はスマホなどの情報機器を誰でも
持てる時代で様々な SNSアプリが存在しま
す。
子供から大人まで使う SNSで一度は畜産に
関する動画とか写真を見たことはあると思
いますが画面越しでは魅力が全部伝わるは
ずでもなく、もっと身近に畜産を感じられ
る場所を増やし直接触れ合ってみることで
偏見の解消につながると思います。オース
トラリアでは放牧を活かした大規模農業が
多いので普段から畜産に関わることがなく
ても自然と牛が目に入ることが多いでしょ
う、かといって日本が十分に放牧をできる
土地を確保できるわけではないけど牛がよ
く見えるように牛舎の構造を変えてみたり、
今ある状態でできることを探してみて変わ
ることも大事だと思います。
生産者と消費者が「変えてみよう・知って
みよう」と思う気持ちが少しでも増え畜産
業に対する偏見は少しずつ変わっていくこ
とを願っています。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
研修を通して私は「ポジティブ」という言
葉がすごく心に残りました。
マランダ高校でお世話になったデイビッド
先生は未来の畜産を担う私たちを応援して
くれどんな質問をしてもポジティブに回答
してくれました。また他の農場の方やホス
トファミリーもどんな質問でもポジティブ
に返してくれたり少し笑い話にしながら答
えてくれることもありました。私はこれか
ら畜産をさらに学び、いずれ携わることを
想像してみればポジティブさは大事なこと
の１つと思います。
またオーストラリアでは普通の中学、高校
でも畜産の授業があると知って日本にはま
だ選択科目などで畜産を学べる学校は少な
く実業高校に進まなければ学べません。今
すぐに従業科目に畜産を必須科目にできる
わけではないですが将来、畜産が必須科目
になればたくさんの若者が畜産に興味を

１．テーマ
若者が描く未来の畜産

２．キーワード
偏見

３．キーワードのつながりと考察
「若者が描く未来の畜産」というテーマで「偏
見」と考えたとき、研修前に私は「偏見が
変われば農業従事者が沢山増える！」と思っ
ていました。今の時代も３K（キツイ・臭い・
汚い）という偏見が人々に定着し、そのせ
いか畜産業に携わる人が少ない気がします。
そんな考えを持ち実際にオーストラリア研
修に行ってみて、ただ偏見を変えるだけで
は大きな変化を得られるわけではないこと
を学びました。
偏見を変えていくこともイメージ UPのため
には大事ですが偏見を変えたとしてそれで
就農するのかと考えたとき納得はできませ
んでした。３Kなどの偏見が生まれるのは畜
産教育が日本には十分にできる環境が整っ
てないからだと思い、正しい情報を知るこ
となく間違った情報を聞いて育ちずっと間
違った情報が受け継がれていくと考えます。

持ってくれると思います。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
私はアンバサダーとして「畜産は大切」だ
ということを広めたいです。畜産業は命を
育てる仕事でとてもやりがいを感じられる
仕事だと思っています。畜産業をしてみな
いとわからない本当の良さだったり様々な
ことが経験できます。「畜産は男に向いてい
る仕事」「女性が働くには不向きだ」と考え
る人もいるかと思いますが、実際今の畜産
業は変わりつつあると思い、今やスマート
農業の導入も増えているので全部が全部力
仕事ということはありません。
また女性は母性本能を活かし子牛を育てた
りしてみてもいいから自分の性格を活かし
てみて畜産は誰にでもできるんだと知って
ほしいです。
また畜産業は生産者いなければ成り立たな
いし生産者がいても屠畜や肉を加工する人
がいなければ人々の食卓に届けることはで
きないでしょう。毎日毎日頑張って育てた
牛たちがおいしいお肉になるよう農家の方
たちは愛情を注いで育てています。そんな
思いも知ってもらい地産地消を活性化して
ほしいと思います。
次世代の畜産業は女性の畜産業の担い手が
増えスマート農業を活用した畜産業が発展
していくと考えます。日本の先端技術は今
も進化し続けているので今よりももっと進
化した機械が導入されていくと思います。
高校にもスマート農業を取り入れ使い方を
学び今後の就職で使えるように勉強
したりすれば役に立つと思い、休み
の確保や重労働を改善しイメージ
UPにつながると考えます。

６．私の夢、これからやりたいこと
私は将来子牛の哺育牧場で働き、い
つかは地元である長崎に自分の哺育
牧場を作ることが夢です。私の家は
非農家で親戚にも農家はおらず畜産
とは無縁でした。動物は昔から好き

で動物看護士などの職業に就きたくて諫早
農業高校の動物科学科に入学しましたが実
習を重ねるうちに牛の可愛さにハマりその
中でも子牛の愛らしさには心を打たれまし
た。長崎には繁殖農家、肥育農家がいても
哺育牧場がある事は聞いたことがありませ
ん。私は地元の畜産業を活性化し貢献した
いと考えています。長崎牛を世界中に広め
たいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
畜産ティーン育成プロジェクトに応募する
か迷っている後輩へ。結論から言ったら「絶
対参加したほうがいい！」そう断言できま
す。参加に不安もあるとは思いますが研修
で得るものは想像以上のもので必ず自分の
将来に役立ちます。私もこの研修で自分の
長所だったり改めて畜産の素晴らしさを感
じました。この経験は若い高校生のうちに
しかできないことで損はないです。研修仲
間で熱く畜産とか夢について語るのはとて
も楽しいです！来年の参加待ってます。
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畜産アンバサダー

熊本県立菊池農業高等学校
畜産科学科　２年
田中優羽

付いた。
　最終的に私
が働きたい畜
産農家は、牛
の 幸 せ の た
め、地域の幸
せのために耕
作放棄地を利
用した放牧を
行 う 畜 産 農
家。また、地
域との関わりを持って、より若者が畜産に
興味を持てるような環境をつくりたい。
　考えは以前と大きく変わっていないが畜
産のやり方は無限だということを知ったの
で、畜産の捉え方が変わった。

③まずは、農家だけで畜産物を作り上げよ
うとしないこと。消費者と一緒に作り上げ
る必要がある。具体的には、消費者に畜産
についてもっと学習する機会を与えたり、
農場の見学を受け入れる（衛生管理的に難
しい場合は SNSで発信）など「畜産の内側」
を見せることが大切だと思う。消費者の畜
産に対する意識が高くなれば、畜産の未来
が良くなる可能性がある。
　そして、食料や飼料の自給率を上げる事
も必要。日本は豪州のような広大な土地は
持っていないので、空き地、耕作放棄地を
最大限利用して、できるだけ自給飼料を作
るようにする。これを行うために政府の支
援があれば実行しやすいと思った。
　また、豪州の方たちは皆畜産業に対して
も、日常的にもポジティブな考え方をして
いた。そういった喜怒哀楽の「喜」「楽」の
部分を大切に、「怒」「哀」の感情もポジティ
ブに変換するという考え方ができればもう
少し畜産のイメージアップにもつなげられ
ると思う。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリアの方々は英語がうまく話せ
ない私たちにも優しく、多様な人種がいる
環境に慣れていた。どんな状況でも周囲の
人が協力してくれたり、頼れる人がいたら
心強い。研修で多くの人と関わって、人と
のつながりを重要視すべきだと強く思った。
地元で畜産をすることになったら、地域の
人とのコミュニティを発展させたい。
　また、どの見学先、ファームステイ先の
方もローカルや国産を大切にしていた。日
本と違いオーストラリアでは食料自給率が
驚異の 200%なので国産の商品を買うのは
当たり前かもしれないけど、生産者を想っ
てローカルフードを買うという考えは素晴
らしいと思った。日本でも道の駅や直売所
などがあるので、新鮮で地元経済の活性化

１．テーマ
私が働きたい畜産農家

２．キーワード
持続可能な畜産

３．キーワードのつながりと考察
①私が働きたい畜産農家というテーマで持
続可能な畜産について考えたとき最初はど
ういうことを考えていたか
　私は非農家だが、近所に牛舎や佐賀県畜
産公社などがある環境で育ったため、幼い
頃から畜産業に従事したいと考えていた。
農業高校で学んでいるものの、自分が畜産
業に従事するイメージが上手くわかず、と
にかく新しいことをしてみたいという気持
ちで、IoT、スマート農業などの新しい技術
を取り入れながら、効率よく畜産物の生産
を行いたいという考えだった。また、地元
の耕作放棄地問題を解決するために放牧を
行いたい、和牛の繁殖を行いたいなどやり
たいことは漠然とあったが、具体的なこと
はわからなかった。

②オーストラリアの方たちは生産者のこと
を考え、ローカルのものを購入するように
していた。また、私が新しい考えだと思っ
ていたアニマルウェルフェアは当たり前の
こととして扱われていた。アニマルウェル
フェアを取り入れることでいいことが起こ
るというより、利益が出るように、かつ牛
も幸せになれるように経営をした結果がア
ニマルウェルフェアにつながったという感
じだった。見学をした企業にはそれぞれ違
う特徴があったが、どの企業も消費者と動

物を大切にし
ていた。そし
て従業員も仕
事にやりがい
を 持 っ て い
た。 実 際 に
オーストラリ
アで色んな方
のお話を聞い
て、より地域
や消費者のこ
とを大切に思
うべきだと気

にもつながるローカルフードを積極的に購
入していきたい。
　そして、大規模な農場で飼育管理をする
際、オーストラリアでは牛の状態をバギー
などを使って自分の目で確認していた。し
かし、日本の和牛のようにきめ細やかな飼
育管理を行うならやはり IT技術を積極的に
取り入れるべきだ。「日本の」和牛をこれか
らも守り続けたいので、気候、時代に合わ
せた畜産の経営手法を取っていきたい。
　オーストラリアで見学をして、その土地
の特徴から畜産の技術、歴史、その企業独
自の取り組みなど惜しみなく学ばせても
らった。これらを無駄にしないようにアン
バサダー活動を通してより多くの方に畜産
の様々なあり方を知ってもらいたい。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
　１つ目は、畜産のハードルを下げたいの
で、畜産の楽しい部分をたくさん広めたい。
大好きな牛の魅力が農業従事者以外にも伝
わってほしい。農業従事者や農業高校生以
外の人たちにも伝わるように、専門用語は
なるべく使わずに説明をしたい。
　２つ目は、若い人の就農率を上げたいの
で、就農意欲が湧くように、畜産の現状と
して農場従事者の平均年齢の高さや後継者
不足などを挙げ、若者が農業を始めるチャ
ンスだということを伝えたい。
　３つ目は、人との関わりの重要性を伝え
たい。研修を通して多くの人と畜産につい
て話し合う機会があったが、誰かに自分の
夢や、畜産に対しての考えを深く語るのは
この研修が初めてだった。勇気を出して話
をしてみると、より自分の将来像、やりた
いことが鮮明になった。そして、仲間の夢
や考えを聞いたり、現地の方々とも交流を
することで、畜産業に貢献したい！という
気持ちや、動物、特に和牛が大好き！和牛
を守りたい！という気持ちがもっともっと
強くなった。なので、誰かに自分の夢を語
ることの大切さと、それによって新しく見
える道もあるということが伝われば、少し
畜産に興味があるという人でも畜産業に一
歩踏み出しやすくなるのではないだろうか。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
　消費者の畜産に対するネガティブなイ
メージを払拭でき、消費者により国産、ロー
カルフードを手に取ってもらいやすくなる
と思う。また、畜産従事者が増えれば、地
域や国全体で畜産を支えられるし、若者の
新たな視点から課題を解決することで、畜
産業の発展につながると思う。

•次世代の畜産業はどのようなものか
　哺乳ロボットや給餌ロボットなどのス
マート農業の普及が進み、効率的な生産体
制をとれるもの。その中でさらに海外の考
えを取り入れ始め、アニマルウェルフェア
や有機農業なども普及していくと思う。そ
うなると消費者の意識も変化し始め、多様
な需要に合わせた畜産物の生産を行わなけ
ればならない。
　次世代の畜産業は、若者が中心となった
活気あふれるものにしたい。

６．私の夢、これからやりたいこと
私は将来、地元である佐賀県で和牛の繁殖
を行いたい。耕作放棄地や後継者不足など
の農業に関する課題を、畜産経営の中で少
しでも解決できるようになるのが私の理想。
それを実現するために、耕作放棄地を利用
した放牧や地元民の農場見学の受け入れ、
ふれあい体験、講習会などまずは自分がで
きる範囲で地元に貢献したい。また、他の
農家や地域の方とのコミュニケーションも
しっかり取って地域全体で連携をした畜産
業を行いたい。そして、私が畜産に魅力を
感じたのは牛を比較的身近に感じられたこ
とにあるので、そういった地域の環境づく
りも大切にしていきたい。やりたいことは
まだまだあるが、これからもっと畜産業へ
の理解を深め、最終的に自分にあった経営
方法をとりたいと考えている。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
やりたいことを誰かに否定されても、自分
の気持ちを信じて一歩踏み出してみると、
どんどん自分の夢に近づける。私は、他県
の農業高校に一歩踏み出し、二歩目として
海外研修に踏み出した。昔はチャレンジし
たくても不安や恐れがあったし、人と関わ
るのがすごく苦手だったけど、今は夢につ
ながることは何でも挑戦することで多くの
学びを得ています！まずは一歩踏み出して
みて、一緒に畜産を明るく楽しいものにし
ていきましょう！
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畜産アンバサダー

宮崎県立高鍋農業高等学校
畜産科学科　３年
石山弘樹

たりするほどしかないことを知りました。
　研修を通してオーストラリアの生産方法
をそのまま日本に当てはめるのではなく、
日本に 1番合ったスマート農業の在り方を
探すべきだと考えるようになりました。

③私は、日本とオーストラリアの畜産を比
較して評価するのではなく、どれだけその
国の地形や気候に合った畜産ができるかが
大切だと考えています。日本は、農地面積
が小さく、人手も少ないことから、給餌や
飼料作などの一般管理以外の牛舎内の清掃
や草刈りなどの作業をする必要があります。
その人間でなくても可能な、同じことを決
まった時間に行う仕事を、もっと機械や AI
で代用することができるのではないでしょ
うか。日本は小面積だからこそ、1頭 1頭へ
の栄養、健康管理や高い育種技術、脂肪交
雑をコントロールする肥育技術が確立して
います。スマート農業による作業効率の向
上とともに、日本独自のこだわりや取り組
みも残していく畜産を進めていくべきだと
考えます。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
宮崎県の畜産農家さんは、もっと効率化で
きる作業があるのにも関わらず、重労働な
作業をしている人が多いように感じます。
また、スマート農業を有効に導入している
農家さんとそうでない農家さんの差も大き
いと感じます。
　農家さんの取り組む一歩を後押しするた
めに、農家さんが機械の操作や技術を学ぶ
学校があると良いと考えます。どんな人で
も導入しやすい環境づくりが大切です。ま
た、電気代や燃料費などコストが高いこと
も課題の１つです。しかし、効率を上げて
できた時間の余裕で、牛の手入れに重点を
置き、能力の高い牛を継続的に生産するこ
とで、セリ市や枝肉単価が上昇し、結果的
に収入の向上に繋がると考えます。また、
オーストラリアでは機械の導入への支援制
度が全くなかったのに対して、日本はクラ
スター事業をはじめとした機械化を支援す
る制度が多くあります。日本では機械や IOT
機器の導入に高いハードルを感じている人
が多いだけであって、スマート農業に取り
組みやすい環境が整っていると考えます。
　畜産業のイメージを聞くと、多くの人が
３K（きつい、きたない、きけん）と答えます。
しかし、涼しい部屋の中でもトラクターを
遠隔操作できたり、IOT機器により牧場に待

１．テーマ
畜産でアイデアを生かしたい

２．キーワード
スマート農業

３．キーワードのつながりと考察
①私の住む宮崎県では、少子高齢化や後継
者不足による人手不足が深刻です。私の家
は米を生産する兼業農家であることと、近
所に肉用牛農家さんがあることから、幼少
期から作業を手伝っていました。その中で、
エサや肥料の準備など手作業で行う仕事が
働く人の大きな負担になっていることを実
感していました。働き手が少ない今、身体
的な負担も大きく、時間もかかる作業をど
うにかして改善できないかと考えていたと
きに知ったのが、スマート農業です。機械
や IOT機器を導入することで農家さんの負
担軽減と時短ができることにとても魅力を
感じました。そして、オーストラリアの機
械を利用した大規模で効率的な畜産の技術
を日本に還元したいと考え、このプロジェ
クトに参加しました。

②先進的なスマート農業が行われていると
考えていた私ですが、実際の研修を通して、
オーストラリアでは機械や IOT機器が予想
より導入されていませんでした。オースト
ラリアは、広大な土地での放牧が主流であ
り、日本のような毎日の細かい作業自体が
ありません。機械を使う場面といえば、自
家用ジェット機で牛の様子を見回ったり、
サイレージのための飼料畑の管理で使用し

機しなくても分娩の様子をカメラで見たり、
通知で確認したりすることができます。飼
料設計や種雄牛の選択など人間ができるこ
とにもっと力を入れ、機械でもできる作業
は機械に頼るべきです。私は、３Kのイメー
ジを持つ若者に、畜産は進化していて、今
は新３K（かっこいい、かせげる、かんどう）
なのだということを強く伝えたいです。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
私が畜産アンバサダーとして、日本に広め
ていきたいことは大きく分けて 2つありま
す。

1つ目は、日本の畜産は世界に誇れる素晴
らしい仕事であるということを広めて行き
たいです。私は、オーストラリアでの研修
を通して、日本との共通点や違いを発見す
ることができました。現地研修を行うこと
でアニマルウェルフェアの面でもスマート
農業の面でも日本は負けていないなと感じ
ました。オーストラリアは放牧をメインで
行っており、機械を使うことはほとんどあ
りませんでした。そのため、機械化がすご
く進んでいるというわけではないというこ
とです。また、アニマルウェルフェアにつ
いても、土地は広く牛が自由にのんびりと
過ごしていましたが、水質や牛の扱いなど
については日本も負けてはいません。

2つ目は、「Wagyu」という日本のブラン
ドはオーストラリアでもすごく価値がある
ということです。
オーストラリアの「マリーバ家畜市場」を
訪れた際、「日本の和牛はすごくいい肉だ。
和牛と聞いただけで値段が跳ね上がるくら
い人気なんだ」と仰っていました。日本の
和牛は、数多くの品種とブランドがありま
すが、特に黒毛和種は人気があるのです！
この 2つのことを日本に広めることができ
たら、畜産経営者が自信を持って経営をす
ることができ、活気ある畜産ができると思
います！
これから私たちが進んでいく次世代の畜産
業は、スマート農業を取り入れつつ、日本
の伝統ある技術を守っていける、明るく活
気あふれた産業になっていると信じるとと
もに、そんな畜産業にしなければならない
と考えています！

６．私の夢、これからやりたいこと
私の将来の夢は、宮崎県を代表する和牛繁
殖農家になることです。

そ の た め
に、宮崎県
立高鍋農業
高校で寮生
活をしなが
ら、早朝、
夕方と牛の
世話や手入
れ、調教な
どに力を入
れ て い ま
す。
私の住む宮
崎県は南九
州に位置す
る日本有数の畜産大国です。飼養頭数が多
いだけではありません。5年に 1度行われる
全国和牛能力共進会では 4大会連続で日本
一を獲得しています。しかし、そんな宮崎
の畜産も、後継者・労働力不足で危機に陥っ
ています。だからこそ、スマート農業を取
り入れ、効率的に作業をしながらも、宮崎
の誇りである「日本一宮崎牛」を大切にし
たいです。そして、我が家で生まれた牛が
全て宮崎牛になれるような素牛生産をして
いきたいです。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私の家は、両親が働きながら米を生産して
いる兼業農家です。そんな私の家の近所に
は、たくさんの和牛繁殖農家があります。
私は、かっこいい農家さんに憧れ、和牛繁
殖農家になりたいという夢を抱くようにな
りました。しかし、色んな人に、「非農家か
ら新規就農は無理だ」と毎回のように言わ
れました。でも、今は新規就農以外でも就
農する方法はあります。どんなに大変でも、
牛と向き合い取り組めば必ずそれが結果と
して現れます。だからこそ畜産は素晴らし
いんです！夢を諦めないでください！
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沖縄県立八重山農林高等学校
フードプロデュース科　３年
田盛悠祐

慮を感じました。さらに、放牧スタイルに
よって飼料コストと生産コストを大幅に削
減し、経済的利益も追求されていました。
消費者も「地元の畜産物は高品質で信頼し
ている」と言っていました。地産地消の意
識が高い為、需要と供給のバランスが良く、
生産者と消費者がWin-Winな関係であるこ
とが分かりました。このようにオーストラ
リアでは、広大な土地を利用した放牧スタ
イルが「持続可能な畜産業」を実現可能に
しています。これは、オーストラリアの環
境だからこそできる取り組みであり、日本
では各地域の環境に合った飼育方法などで
「持続可能な畜産」を行っていく必要がある
と考えました。

③私は今回の研修の成果を反映していてい
く方法が２つあります。１つ目は、畜産現
場のリアルを知ってもらう為に実際に畜舎
で農家体験を行ってもらうことです。私は
オーストラリアで初めて乳牛現場に入り、
搾乳体験を行いました。その時に、牛乳が
生産されている現場を五感で体験し、農家
さんの家畜動物に対する想いなどを知るこ
とで畜産に対する理解が深まりました。
２つ目は SNSを利用し「畜産」を発信する
ことです。今回の研修で出会った仲間との
つながりから、SNSで発信することの強さ
に気づきました。この２つの方法を行うこ
とで、農業に関わったことない人でも気軽
に畜産業に関わることができ、日本の畜産
業の魅力や畜産業の楽しさを知る機会が増
えると思います。この方法で畜産の魅力を
伝え、畜産に興味を持つ人を増やしていく
ことができると考えます。

４．オーストラリアの研修を通じて考えたこと
オーストラリア研修を通して感じたことは
２つあります。
１つ目は、農家さんが畜産業という職業に
対して楽しくやりがいを感じて仕事してい
ることです。どの研修先でも農家さんは楽
しく仕事していました。例えば、牛を飼う
ことに関して、個々の農家さんが好きな品
種を飼育したり、子牛の成長を見るのを楽
しんでいたりなど、純粋に牛飼いを楽しん
でる所が多かったということに感じていま
す。
２つ目は地産地消の意識が高いことです。
オーストラリアのスーパー、加工場を見学
した際に、肉、乳製品、野菜、果物など地
元の畜産物などが沢山並んでいました。消
費者も地元の物は高品質で信頼できるとい
う意見がありました。またオーストラリア
では農家さんが幼稚園、保育園などに農業
体験へ行くなど消費者に対するアプローチ

１．テーマ
誰もが喜ぶ畜産業

２．キーワード
持続可能な畜産業

３．キーワードのつながりと考察
①「誰もが喜ぶ畜産業」というテーマで「持
続可能な畜産業」について考えたとき、最
初は、「持続可能な畜産業」が実現できれば
「誰もが喜ぶ畜産業」になるのではないかと
考えました。「持続可能な畜産業」とは環境、
社会、経済の３つの側面を考慮し、長期的
に継続可能な方法で畜産業を行うことです。
1．環境的な負荷を最小限に抑えること。2．
社会的な要求や動物の福祉に配慮すること。
3．経済的な利益を追求すること。この 3つ
を達成することができれば生産者、消費者
である「人間」・「家畜動物」・「環境」といっ
た「誰も」が喜び、日本の畜産業はより良
くなると考えていました。
しかし、今の日本の畜産業は「持続可能な
畜産業」が実現している所は少なく「誰も
が喜ぶ畜産業」になっていないのが課題で
あると思います。そこでオーストラリアで
は「持続可能な畜産業」を実現する為どの
ような取り組みをしているのか興味を持ち
ました。

②オーストラリアでは広大な土地を利用し
た放牧スタイルが「持続可能な畜産業」を
実現する為の方法だと感じました。放牧さ
れているため、牛の糞尿は自然に還り、環
境負荷が少なく、放牧されている牛は、自
由に行動ができ、ダニなど病気の対策や放
牧地の管理など徹底されており動物への配

も強いと感じました。このことから、日本
畜産業でも農家さんが家畜動物が好き、家
畜動物が可愛いなど初心の気持ちを忘れず
に農業をしていくことが大切だと思います。
また生産者から消費者のアプローチとして
畜産現場に触れる機会を増やし、畜産に対
する関心や生産者の努力、取り組みを知っ
てもらい、消費者の価格重視のみの考え方
から地元農家さんの想いや品質への取り組
み知ってもらい信頼して買えるような考え
方に変えていくことが必要だと考えました。

５．畜産アンバサダーとして、
　　日本に広めていきたいこと
•どういうことを、なぜ広めたいのか
私は、畜産業を知らない人に畜産業の魅力・
楽しさを伝えたいです。畜産業という仕事
は１年間休みがない仕事です。ですが、毎
日が同じことの繰り返しではありません。
生命の誕生を間近で見ることができたり、
出荷でのお別れ、時には悲しいこともあり
ます。出会いと別れを自然の中で家畜動物
と沢山の経験ができ、毎日がドラマの連続
です。また、畜産農家がいるからこそ消費
者の胃袋が支えられているという素晴らし
いことを誇りに思います。このように他の
職業では体験できない魅力があります。
この魅力を畜産業を知らない人に知っても
らえるように畜産業の現場を伝えていきま
す。

•それができると、日本の畜産業はどうなっ
ていくか
消費者の中には日頃の生活で何気なく購入
する肉がどのように作られ、また生産者の
想いが肉に込められているか知ってる人も
少ないかと思います。現代社会において便
利なツールである SNSを活用し、出生から
肉になるまでの畜産業の現場をありのまま
発信することで畜産業を知らない人や消費
者に畜産業を知ってもらえる 1歩になると
考えます。また、実際に畜舎で農家体験を
行うことで家畜動物の可愛さや畜産業の楽
しみを知ることができると考えます。この
ような取り組みを継続的に実施します。
例えば、私の実家は小規模の繁殖農家です
が牛の日常を SNSで発信する。また中学生
や小学生を学校に招き家畜動物と触れ合い
体験を行うなど、私ができる限りのことで
沢山の人に畜産業の魅力・楽しさを知って
もらいます。

•次世代の畜産業はどのようなものか
小さな事が積み重なっていけば、日本の畜
産業に対するイメージが変わり、明るい方
向に発展していくと考えます。最後に私が

考える次世代の畜産業は、消費者は生産者
の現場を知り、理解してくれる人が増え、
地産地消の考え方が広がり、生産者と消費
者がWin-Winな関係になります。また日本
の課題である食料自給率も上がっていき、
畜産業が日本をよりよく発展させる為の産
業へと成長すると考えます。

６．私の夢、これからやりたいこと
私の描く夢は地元石垣島で和牛繁殖農家に
なることです。その中で取り組みたい活動
は 3つあります。
１つ目は全ての牛が健康で幸せを感じるこ
とのできる環境作りを徹底していきたいで
す。２つ目は経産肥育牛の肉販売です。繁
殖母牛の役目を終えた雌牛を肉として再活
用し、低コスト生産・低価格販売を実現し
消費者にとって優しい肉を作りたいです。
３つ目は誰でも畜産現場を見学することが
でき、牛と触れ合うことができる観光型農
場です。畜産現場を見ることが少ない非農
家の方に気軽に足を運んでもらい、牛の可
愛いさ、畜産現場のリアルを見てもらい畜
産の魅力や生産者の想いが伝わるような農
場をしていきたいです。
私の夢を叶える為には、知識不足なところ
が多々あるので、これから沢山勉強をして
夢を叶えれるよう精一杯頑張ります。

７．畜産業を目指す仲間たち、後輩たちに
　　メッセージ
私にとって今回のプロジェクトは大きな挑
戦であり、１歩踏み出した事で畜産への視
野や考え方が大きく広がったり、得られる
ものが多く充実したプロジェクトでした。
畜産業は人間が生きていく上で欠かせない
産業だと私は思っています。そして先代達
が築きあげてきた畜産の歴史を守り、継承
していくことが我々の使命だと思います。
この先どんな困難があっても、周りの仲間
を頼ってみんなで協力し、今の日本の畜産
業をより良くする為に明るく元気に盛り上
げていきましょう。
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博士前期課程　１年
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畜産ティーンプロジェクトに活かせられる
ように臨みました。

２．今回のオーストラリア研修で自分自身
が学んだこと
　私は今回の研修で多くの学びを得ました。
まず、オーストラリア人の寛容な心持ちで
す。どの農場の方も、我々の意見を真っ向
から批判するのではなく、私たちの目指す
夢を肯定し応援してくださいました。日本
では、農業は３K（キツイ、汚い、臭い）や、
儲からない等の理由から、若者が農業を継
承したい、新規就農したいと言っても、大
人からやめたほうがいいと批判され、多く
の若者は夢を諦めてしまいます。せっかく
若い世代の人たちが熱い情熱や誇りを持ち、
夢を描いているのに、大人がその夢を壊す
ような発言や姿勢を見せることは非常に残
念なことのように感じます。私たちは畜産
業という、生きる上で欠かせない職業の存
在意義に強い誇りを持ち、自分の行うこと
に自信と誇りを持っている農家に私たちは
憧れるものです。また、そう言った農家が
輝いてかっこよく見えるのです。私たちは、
辛くて大変な畜産業を継承したい訳ではな
く、楽しくてキラキラして夢あふれる畜産
業を後世に残していきたいと考えています。
その為には、大人の方々の支えがもちろん
必要であり、大人と若者が協力してより良
い畜産業を引き継いでいければと思ってい
ます。そうすることで、より若者がチャレ
ンジしやすい環境を作り上げることができ、
新規就農者数の増加にも好影響を与えると
思います。
　また、日本とオーストラリアの消費者意
識の違いも今回の研修を通して感じました。
日本では質よりも低価格な商品を選ぶ傾向
にあるように感じますが、一方オーストラ
リアでは、価格よりも質を重視しており、
消費者意識が高いように感じました。値段
が上がろうと、環境に配慮した有機野菜や、
AWに配慮した畜産物、地元産の生産物を優
先的に選んでいました。日本の消費者意識
が低い原因は、消費者が農業に対する知識
や興味関心がないためだと思います。その
背景には、消費者は農業について学ぶ機会
や触れ合う機会が少ないからだと気づきま
した。また、何よりも消費者意識を上げる
以前に、生産者意識を上げることが必要不
可欠だと強く思いました。生産者は消費者
に対してできることは沢山あるはずです。
その為には、農業教育を取り入れ、農業の
一長一短の両面を多くの人に知ってもらう
ことで、消費者が商品を選ぶときに、状況
に応じた取捨選択ができると思います。ま

１．メンターとなった経緯
　まず初めに、今年度の畜産ティーン育成
プロジェクト事業にメンターとして、参加
させて頂き誠にありがとうございました。
また、本事業にあたり JRA様の多大なるご
支援と、協会の皆様のご尽力のおかげで、
畜産に興味を持つ高校生に貴重な機会をご
提供していただいたことに感謝申し上げま
す。私自身も貴重な機会と出会いを頂き感
無量です。
　私は 2023年に、JAECが行っている海外
農業研修のプログラムに参加いたしました。
私はオーストラリアコースの肉牛専攻を希
望し、1年間海外で研修生として農業に携わ
りました。1年間もの間、日本からはるか遠
くの友達も知り合いもいないオーストラリ
アという地で、仕事をすることは決して簡
単ではなく困難を極めました。しかし、海
外での生活は辛いことばかりではなく、そ
れ以上の楽しみや新しい知見を私に与えて
くれました。私は肉牛専攻でオーストラリ
アに行ったものの、配属予定であった農場
にキャンセルされてしまったため、他の農
場で働くことを余儀なくされました。その
為、私は最初の 3ヶ月月間をスイカ＆バナ
ナ農場で過ごし、その後の 6ヶ月間は酪農
に従事することとなりました。そしてその
後、漸く肉牛農場が見つかり、最後の 2カ
月間という短い間ではありますが、念願の
肉牛農場で仕事をすることができました。
また、1年間を通じて、様々な肉牛農場を見
学でき貴重な体験ができました。以上のよ
うな背景があり、今回メンターとして選ん
でいただいたことに嬉しく思います。私の 1
年間のオーストラリアでの研修が、今回の

た、現在は
畜産業の問
題ばかりが
メディアで
取り上げら
れ、マイナ
スイメージ
が付いてし
まっている
た め、 メ
ディアには
畜産業の素
晴らしさや
楽しい部分
を大々的に

取り上げていただき、畜産業の魅力を伝え
ていただきたいと思っています。またそれ
以外にも、地域で連携して農業研修や農業
体験を精力的に取り組み、畜産業に触れ合
える機会を増やし、地域や畜産業の活性化
に寄与したいと思いました。私だけの個人
の力ではどうすることもできないことばか
りなので、多くの人と連携し協力していく
ことがいかに大切かを改めて感じました。
また、生産者はコストをいかに抑えるかが
重要になると考えます。ターゲティングを
どこに定めるかにもよりますか、あまりに
も高価な商品は消費者の購買意欲を低下さ
せてしまうため、付加価値を付ける分、生
産コストを下げて多くの消費者に商品を
買っていただけるような農業経営をする必
要があるのではないかと思います。
今後は更に熟考を重ね、自分が畜産業のた
めに何ができるかを常日頃から意識し、考
えていこうと強く思います。

３．生徒たちとの関わり合いを通して
　学生は様々な場面でわだかまりを感じ、
悩み苦しんでいます。畜産業に興味がある
ものの、何が正解でどう今後進んで行けば
いいのか、1人で答えを出すのは難しいもの
です。その為、学生は同じ夢を持つ学生に
相談しようとしますが、同じ農業高校
の学生であっても、案外同じ夢を持つ
生徒はいない場合が多いです。だから
こそ、学生は同じ夢を持つ学生に会っ
て、深く話をしたいと思っています。
しかし、そのような機会が無いのが現
状であるため、今回のような事業があ
ることの意義は大きく、学生にとって
は非常にありがたいことと違いありま
せん。
　また、今回の研修では 4班のグルー
プに分かれ、それぞれのテーマについ
て考え発表をしました。テーマは「若

者が描く未来の畜産」、「畜産でアイデアを
生かしたい」、「私が働きたい畜産農家」、「誰
もが喜ぶ畜産業」の 4つであり、どれも抽
象的で、自分たちなりの答えを出すのに苦
労している様子が伺えました。考え方は三
者三様であり、それぞれの異なる意見を 1
つの発表としてまとめることは難しく、意
見が食い違い衝突し、発表準備がなかなか
進まないこともありました。しかし、そん
な中でも学生同士が協力し合い、最終的に
はどの班も立派な研修報告をし、別れを惜
しむ姿を見ました。本研修を通して、学生
たちの努力と苦悩の背景を知っているから
こそ、私にとって非常に感慨深いものでし
た。一緒に楽しい時を過ごし、時に衝突し
泣いたり怒ったりすることで、より強い友
情が芽生えたのだと思います。2週間の仲で
はなく、同じ夢をもつ者同士として、困っ
た時に支え合う生涯の仲で居続けてほしい
と切に願います。学生のみんなは慣れない
環境の中で、本当によく頑張ってくれまし
た。お疲れさまでした。今後の更なる飛躍
をお祈り申し上げます。

４．帰国後の変化と今後の想いについて
　上記でも述べた通り、私は将来、実家の
宮城県で和牛農家になろうと考えておりま
す。実家の家業をただ継承するだけでなく、
若い世代の方々に夢を与えられるような
かっこいい農家になりたいと思います。そ
の為には、向上心やこだわりを持ち、日々
勤勉に働き、常に深く経営方針や農業業界
のことを考えながら、自分にできることに
精一杯努力していきたいと思います。素晴
らしい畜産業を多くの人に知ってもらえる
ように活動していきます。
未来の畜産業を担う者として、夢のある輝
いた農家になることを誓うと共に、協会の
更なるご活躍を祈り、今回の結びとさせて
いただきます。改めてご支援いただいた全
ての方々に感謝申し上げます。ありがとう
ございました。
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戸塚楽農
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極性にもう少し女子が働きやすい仕事にな
らないかな、と考えるようになりました。
そんな矢先、畜産女子育成プロジェクトに
て、全国に散らばった女子高校生の知識や
私と同じく働きやすくならないかなという
ような意見を聞き、やっと自分の意見を思
いっきり話せる場所、人がいる環境ができ
たことがとても嬉しかったです。ニュージー
ランド研修では、「女性の活躍できる畜産
（ワークライフバランス）」をテーマとし、
女性が畜産業をする上での障害をキーワー
ドにたくさん考え、質問し情報を得ること
ができました。女性の障害となるものを考
えた時、妊娠や子育て、力仕事が頭に浮か
びました。その2点をメインに質問し、ニュー
ジーランドと日本の女性労働環境を照らし
合わせることで、私なりの女性の活躍でき
る畜産のイメージに近づけることができま
した。

３．オーストラリア研修
6月に行われた事前研修で、生徒 20人の
話を聞く中で、やはりオーストラリアとい
うこともあり、肉牛に詳しい高校生や、ア
ニマルウェルフェアや放牧に興味をもつ高
校生が多かったです。アニマルウェルフェ
アについては今世間から特に注目を浴びて
います。ですが、実際に経営をするにあた
りアニマルウェルフェアについてまだまだ
普及していないのが現状です。実際にオー
ストラリアに着き、放牧や施設を見て感じ
た生徒たちの意見はどれも「放牧＝アニマ
ルウェルフェア」「広い土地、のんびりした
牛＝アニマルウェルフェア」ばかりで、舎
飼いである日本のアニマルウェルフェアは
あまり想像できないようでした。日本はオー
ストラリアと違い、舎飼いが基本的で、地
域によっては放牧も行っている農家もあり
ますが、件数は多くありません。また日本
は北から南ま
で、気温の変
化が大きいた
め、その地域
と気候にあっ
た経営を行わ
なければなり
ません。一方
オーストラリ
アではあまり
大きな気温の
変 化 は な く、
土地が広いた
め、放牧を常
に行える状態
に あ り ま す。

１．はじめに
　私は現在、鹿児島県鹿屋市で実家の酪農
業を祖父、両親、従業員 1人と営んでおり
ます。現在に至るまで、高校は熊本県立菊
池農業高等学校の畜産科学科へ入学し、そ
の後、北海道酪農学園大学循環農学類に入
学。酪農家でアルバイトをしながら牛漬け
の日々を送ってきました。私の実家「戸塚
楽農」は見ての通り楽しい農業とかきます。
これは「楽しく酪農を」といった意味から
祖母がつけました。戸塚楽農ではホルスタ
インの経産約 100頭、未経産約 80頭、ジャー
ジー未経産 2頭、ヤギ 5頭を飼育しています。
市のイベントや交流会にも協力しており、
酪農の魅力を少しでも知ってもらえるよう
積極的にお手伝いさせていただいておりま
す。
　今回、この畜産ティーン育成プロジェク
トのメンターとして参加させていただいた
きっかけは、畜産女子育成プロジェクトの 1
期生として、ニュージーランド研修に参加
したことです。当時は 1期生として参加し、
全国の女子高校生の私には無かった観点や、
知識の多さ、積極性に圧倒されました。で
すが、みんなと研修をしていくうちに農業
の楽しさや畜産女子の強みを考え、学ぶ時
間がとても楽しく、参加してよかったと心
の底から思えた研修でした。今回縁あって
お声かけがあり、生徒ではなく、メンター
としてオーストラリア研修に参加させてい
ただきました。

２．畜産女子から畜産ティーンへ
　当時私が参加した本プロジェクトは、「畜
産女子育成プロジェクト」でした。ですが
今では「畜産ティーン育成プロジェクト」
になっており、男子も参加できるプロジェ
クトに変わっていました。
　幼い頃から見ていた鹿児島の酪農業、酪
農家さん。高校生になった私でもわかる「ザ・
男」と思える仕事であり、上に立ち、畑の
トラクター作業や力仕事をするのが男性で、
それを支えながら家事と仕事を両立させる
のが女性の印象しかありませんでした。高
校に入り部活動や当番をしていくうちに畜
産業に携わりたい！という女子の多さと積

ただ、気候の違いから飼育されている牛の
品種が違いました。またオーストラリアの
農家さんは「アニマルウェルフェアは当た
り前」でした。放牧により、足腰の強さや
穀物給餌の少なさから体への負担が少なく、
日本よりも平均寿命が長いため、より日本
のアニマルウェルフェアへの配慮が生徒に
は小さく見えていたのだろうと感じました。
ですが、視察やグループ活動をする中で、
一つ一つ探していくと当たり前だと思って
いた日本の飼育管理の中にもアニマルウェ
ルフェアがあることに気付いてきた生徒も
見えました。水資源の豊かさから、常に綺
麗な水が飲め、放牧に比べると数も多く
ウォーターカップが設置できていること。
牛床や通路にもゴムマットが敷かれたり、
敷料を十分に使えたりすることで足への負
担が考えられていること。細霧装置や屋根
上スプリンクラー等の暑熱対策などが行わ
れていること。などといった日本には日本
の経営スタイルとアニマルウェルフェアが
あることを生徒と共に再確認することがで
きました。
　また、アニマルウェルフェア以外にも「休
みがない」「男社会」「3K（きつい・汚い・
稼げない）」「耕作放棄地」などたくさんの
意見が出てきました。ですが、オーストラ
リアでは、10日くらいは家を空けても大丈
夫という農家さんや女性の多い牧場、家族
で分担し、経営を行っている傍らマーケッ
トも持つ農家さん、6次産業化で成功してい
る牧場など、日本のイメージとは違い誇り
を持って農業をしている農家さんたちに生
徒からは質問が絶えず出ていました。
今回の報告発表のテーマが抽象的であり頭
を抱える生徒が多くみられましたが、今回
この研修を共にしたメンター只埜くんと話
し合いが円滑に進むよう協力しながら進め
られたのかなと感じました。肉牛とオース
トラリア研修の知識を持つ只埜くんと、酪
農とこのプロジェクトの参加者である私で
情報交換をしつつ生徒と接する時間はとて
も充実していたと思います。

４．研修を通して
　このプロジェクトでみんなと同じように
研修をしていた私が、まさかメンターの立
場となり、みんなに酪農を教える、話し合
えることがとても楽しかったです。私自身
まだまだ経験も勉強も不足してはいますが、
それでもたくさん話しかけてくれたり、質
問してくれたり、時には頼ってくれ、みん
なと歳があまり離れてないだけあって、「あ
おいちゃん！」と呼んでくれ、私が高校生
の時にこのプロジェクト時にたてた「楽農

を広めるこ
と 」 に 繋
がっている
なと実感で
きた時間に
な り ま し
た。今でも
①楽農を広
めること②
子供達に酪
農の魅力、
楽 し さ を
知ってもら
いたい。の
目標は変わっていません。またそれと同時
に少しずつ増えてきている女性農業者を
もっと増やしたいなと思っています。
　ニュージーランド研修後に、農家の方々
と話し合う機会があり、畜産業に女性はど
のくらい必要だと考えていますか。という
質問をしたことがあります。農家さんから
は、女性がいる牧場といない牧場では全く
違うといっていいほど。牛も穏やかになり、
女性は変化に気づくのが早いため牛の体調
の変化にも早く気づき、さらに男性陣がで
きない細かな仕事までできる。これからは
機械化が進むだろうけど、実際に自分たち
の目で見て判断しなければならないから女
性の力は必要になるよ。と答えていただき
ました。昔よりも女性が多く働けている環
境ができているのは畜産業にも男社会のイ
メージが少しずつ減ってきて女性が働きや
すい環境が出来てきているのではないかと
思いました。今回のプロジェクトも半分以
上が女子高校生であり、畜産の職業に就き
たい子たちばかりで、みんなの夢がこのプ
ロジェクトを通して叶うといいなと心の底
から思いました。みんなの夢を応援すると
同時にまだまだ私自身未熟なのでみんなに
負けないくらい頑張らないといけないな！
と思いました。

只埜君と私

メンター

おそろいの帽子
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熊本県立熊本農業高等学校
教諭
吉永憲生

る地域に位置したマランダ高校へ訪問し、
畜産を学ぶ同世代の生徒との農業実習や意
見交換、そしてその高校で畜産を担当され
ている教師から直接畜産の授業を学ぶ機会
も設定されていました。
　なお、未来の畜産アンバサダーとして参
加している 20名の高校生は４班に分かれ①
畜産でアイデアを生かしたい②若者が描く
未来の畜産③誰もが喜ぶ畜産業④私が働き
たい畜産農家、以上①～④のテーマを各班
に振り分け海外研修期間中に研修先で質問
したり、自分たちで考えたアイデアを中間
報告会で発表することになっており、1日の
予定された研修を終え宿舎に帰るとその日
の研修内容をまとめ、各班のテーマに沿っ
たプレゼン資料作りに励んでいました。

３．研修を終えた生徒の変容
　本研修に引率という立場で参加させてい
ただくにあたり、参加する高校生が次世代
の畜産を支える人材へと成長を遂げる過程
を追っていくことで、本研修の効果や生徒
たちが畜産アンバサダーとして発信したい
思いを掴めるのではないかと考えました。
そこで、渡航前後に「あなたが考える畜産
の魅力とは何ですか。」と言う質問に対して
文章で回答してもらい、その内容を AIテキ
ストマイニングを用いて解析しました。　
　なお、単語出現頻度が高い語句はその値
に応じた大きさで図示されています。また、
単語の色は品詞の種類で異なっており、青
色が名詞、赤色が動詞、緑色が形容詞を表
しています。

１．はじめに
　我が国の畜産業は後継者不足や従事者の
高齢化により厳しい状況に直面しています。
その問題解決の一助として平成 30年度から
開始された本プロジェクト事業は、国内で
行われる事前研修や海外での現地研修で得
た知識や経験を基に畜産の素晴らしさや魅
力を発信する「畜産アンバサダー」として
多くの人材を輩出してきました。
　今年度、その引率の一人として令和６年
（2024年）8月 3日㈯から 8月 14日㈬まで
の 12日間、全国から集まった高校生 20名
とともにオーストラリア連邦クイーンズラ
ンド州にて実施された研修に参加させてい
ただく機会を得ました。
　その研修成果と参加した高校生の変容に
おける考察を中心に報告します。

２．研修の概要
　全国から多くの応募者があり、その中か
ら選考された生徒 20名は、高校入学後に畜
産を学び始めた生徒が大半でした。また、
学年も３年生 14人、２年生６人であり、さ
らに参加生徒が在籍している各高校の農場
規模や飼育している畜種も様々で、スター
トラインが異なる生徒たちが現地研修まで
の短期間で知識や研修に臨む意欲をどこま
で高めていけるのか少々不安であったこと
を覚えています。ここでは、６月 10日㈪か
ら６月 14日㈮までの５日間行われた渡航前
事前研修内容の詳細については割愛します
が、全ての研修においてキーワードが示さ
れ、進行や発表者などグループ内の役割を
輪番で担当しながら能動的な研修会が実施
されました。
　８月３日㈯から 14日㈬までの現地研修で
は、有機酪農で生産した生乳を加工し販売
される六次化経営や土地（放牧地）を有効
に活用され労働力は主人１人で賄われてい
る肉牛繁殖農家、また養牛からアボガドな
ど多品目を飼育栽培し、生産物を自らが経
営する直売所で販売されている経営など多
種多様な生産現場や加工施設で現地の畜産
を学ぶことができました。さらに、滞在す

⑴将来の畜産を支える人材としての意欲向上
　海外研修後の意識調査結果（図 2）では、
データの中央に大きく「思う」「できる」が
あり、「考える」「感じる」「作る」など数多
くの動詞が目に付きました。研修前のデー
タは色合いが青色だったのに対して、研修
後のデータは動詞の色である赤色が多く出
現しています。この名詞から動詞へ変化は、
高校生の行動が一歩前へ動き出し、自身の
畜産アンバサダーとして発信したい思いが
具体化した様に感じられました。

⑵国際感覚の醸成
　研修後のデータには研修前にはなかった
「日本」「オーストラリア」という言葉が挙
がっていた。特に「日本」という言葉は大
きく記されており、我が国の畜産から世界
に目を向けて畜産業を考える力が身に付い
たと思われます。また、オーストラリアで
は広大な土地を活用した放牧体系が主流で
あり、牛一頭一頭の飼育面積は日本と比較
にならないものでした。このように、海外
の畜産に触れることで様々な飼育形態やそ
れに伴う考え方を理解し、国際感覚を養う
ことができたのは今後の畜産を担う若者に
とって非常に大切なことだと考えます。

⑶将来について考える機会に
　また、研修前のデータにはなく研修後の
文章には「ライフスタイル」「幸せ」という
語句が記されており、「こんな未来がいいな」
「こんなことをやりたいんだ」など畜産との
関わり、そして自らの生き方に考えが及ん
だことが窺えました。
 ⑶より多くの「魅力」を発見
　もともと農業高校で畜産を学んでおり、
畜産が大好きな生徒たちであるため研修前
のデータに「続ける」「魅力」「できる」と
いうワードが挙がっていた。しかし、研修
後のデータでは、それらの語句がより大き
な文字へ変化しており、本研修で多くの畜
産の魅力に気付き、そして発信し続けるこ
とでより多くの理解者を増やしたいという
思いが強く伝わってくるものでした。

　ここで、ある生徒が書いた文章を紹介し
ます。
　研修前の文章では、「牛などの家畜は、生
きている間に牛乳やバターなどの乳製品や
卵を提供してくれるところや、家畜のかわ
いさに魅力を感じ、と畜された後は、肉や
肉加工品など、生まれてからと畜されるま

で人を幸せにしてくれているところが魅力
に感じる。」と書いてくれました。その生徒
の研修後の文章を見ると「オーストラリア
では、牛が好き、楽しいと思っている人が
畜産業として働いているところがとても魅
力に感じた。そういう人が作った質の高い
畜産物を食べれている消費者も含め魅力に
感じる。そういう生産者と消費者、その中
心にいる家畜が共に幸せであることが畜産
の魅力に感じる。」と記した内容が大きく変
わったことが、本研修の意義を物語ってい
ると思います。

４．さいごに
　報告書を作成しながら短期間であったが、
海外で濃密な時間を過ごした２０人のメン
バーやメンターとして参加された戸塚さん、
只埜さん、そして本研修をコーディネート
いただき、常に全体に目配り気配りいただ
いた（公社）国際農業者交流協会の皆戸さん、
吉野さん、さらには同じ引率として渡航し
た群馬県立勢多農林高等学校の石井先生の
顔が思い出されました。参加した高校生の
姿から、少しでも多くのことを学び吸収し
帰国する強い意志が伝わり、その姿勢を見
る度にさすが全国から選ばれた高校生の集
団だなと感じました。さらに、中間報告会
に向け互いに意見を出し合いながらテーマ
に沿った発表資料を作り上げていく過程で
は、自らの思いを出し合い、時には意見が
衝突する場面もありましたが、それを乗り
越え堂々と発表し終えた態度は立派でした。
20名の高校生は、国内で畜産アンバサダー
として未来の畜産業に対するアイデアを広
げていく活動が続きますが、きっと多くの
人に「畜産の魅力」を伝える伝道師として
活躍するに違いないと確信します。
　今回、特別振興資金助成事業として素晴
らしい機会を提供いただいた日本中央競馬
会の皆様、また、現地との遣り取りや事前
準備、研修中のコーディネート等に尽力い
ただいた国際農業者交流協会の関係者に深
く御礼申し上げ報告とします。

引率教員

図１　海外研修前の意識調査結果

図２　海外研修後の意識調査結果
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群馬県立勢多農林高等学校
教諭
石井樹一朗

１．はじめに
　本校では、生徒へ多くの経験をさせたい
という思いから、2018年から始まった未来
の畜産女子育成プロジェクトへ生徒を送り
出しています。コロナ禍で実施できない年
もありましたが、畜産ティーン育成プロジェ
クトに形を変え、研修を終えた生徒が大き
な経験を持ち帰ってくる姿を頼もしく思っ
ていました。しかし、今年は本校生徒の応
募がなく、引率者だけの応募をためらう気
持ちもありましが、研修を終えた生徒の様々
な面で成長した姿を目の当たりにし、私自
身の指導者としての経験値を高め、学校現
場で活かしたいという思いから引率者とし
て応募させていただきました。
　今回のプロジェクトに参加させていただ
くにあたり、指導監督の立場ではあります
が、私の中でのテーマとして、「日本の農業
高校とオーストラリアの農業高校の違いに
ついて」という課題を設定し研修に臨みま
した。

２．オンライン事前研修
　６月 10日㈪から 14日㈮までの５日間に
わたるオンライン事前研修では、緊張して
いる中でブレイクアウトルームセッション
が行われ、与えられたテーマに沿って、全
員が自分の言葉で質問や意見がいえるよう
に、４グループでの話し合いが進められま
した。このオンライン事前研修が基礎とな
り、生徒が積極的に研修へ取り組む導入に
なったと感じています。また、今日の振り
返りや明日の目標を立てることで、現地研
修における日々のまとめがスムーズに行え
たと思います。

３．海外研修
⑴渡航に向けて
　オンラインでの交流はありましたが、実
際に会うのは東京でのオリエンテーション
が初めてということで、事前研修を振り返
りながら自己紹介からのスタートとなりま
した。そして、挨拶も早々に、マランダ高

引率教員

校で行う英語でのプレゼンに向けての準備
が始まり、参加者全員が、これは旅行では
なく研修であるということを再認識しまし
た。

⑵オーストラリア農場見学・施設見学
① Byrnes Quality Meats
　オーストラリアに到着し３時間後、Byrnes 
Quality Meatsでの食肉加工の施設見学から
スタートしました。こちらは、鶏・豚・牛
等の精肉を扱っている地元で人気のお店で
す。ハムやソーセージも製造販売しており、
ケータリングやレストランへ提供されてい
るそうです。試食でいただきましたが、種
類も豊富でとてもおいしかったです。生産
流通について話を伺うと、豚の出荷は日本
と比較して遅く、その理由は、放牧飼育で
あるのと濃厚飼料を与えていないため成長
が遅いとのことで、日本との生産形態の違
いを知ることができました。

②Mungalli Creek Dairy
　こちらはバイオダイナミック農法による
有機酪農を行い、その牛乳を使用した乳加
工製品を販売する６次産業化された牧場で
す。私も高校で有機栽培と６次産業化を行っ
ており、とても興味がある見学先でした。
当日は雨が降っていたため、視界も悪く飼
育しているジャージー種を確認することが
できませんでしたが、飼育方法から乳加工
されるまでの手順を施設見学も含め行って
いただきました。400頭ほど飼育していると
いうことで、飼養衛生管理について伺った
ところ、驚くことに今まで病気になった牛
はいないとのことで、最も深掘りしたい見
学先でした。

③Mareeba Sale yards
　オーストラリア家畜市場協会により運営
されているセリ市場を見学しました。日本
でも市場を見学する機会は少ないですが、
そこにはこれぞオーストラリアという光景
がありました。まず、セリを行う職員もセ
リに参加する買い主も「カウボーイハット」
と「ジーンズ」というスタイルであったと
いうこと。また、セリが成立した牛を馬で
誘導する光景は、機械化が進む現代におい
てとても衝撃的でした。

④ Eachamvale Stud/ Dairy
　家族経営で 240頭の搾乳牛を放牧飼育し

ている牧場を見学しました。朝夕の搾乳で
１日約 5500kgの生乳を町のミルク工場へ出
荷しています。４種類の牛を放牧飼育し、
搾乳時のみ施設内で綿実を与えているそう
です。生徒は搾乳体験をさせていただき、
牛たちが列をなして搾乳待ちをしている様
子は圧巻でした。

⑤ Jonsson’s Farming
宿舎からバスで２時間程移動した奥地に位
置し、広大な農地を有する農場を見学しま
した。この農場は乾燥地帯で植生も異なり、
道中に蟻塚が無数にあったのが印象的でし
た。雨が少ない時期は餌となる植物が減る
ため、牛の数を減らすそうです。年間 1800
頭を出荷していますが、肉牛は放牧で手が
かからず、複合農業でアボカドの栽培を行っ
ていました。広大な農場を囲うフェンスの
確認はヘリコプターで行うなど、スケール
の違いに驚くばかりでした。
また、子供達は学校が遠いため、オンライ
ンで授業を受けており、そのサポートとし
て先生が自宅で支援を行っていました。こ
のような手厚い教育制度は素晴らしいと思
いました。

⑶Malanda State High School
① School Program 
　マランダ高校で畜産を教える David先生
の授業に参加させていただき、農業を学ぶ
オーストラリアの高校生と２日間に渡り交
流を行いました。授業内容は、学校内にあ
る畜産施設を使用し、実習を中心とした生
徒が興味を持って取り組める内容でした。
鶏舎での採卵・給餌、牛の体重測定からエ
コーを使用した妊娠鑑定や除角、また獣医
師の指導のもと希望する生徒は直腸検査も
行いました。放牧場所では電柵に直に触れ
させ、電流の強さを体験させるなど、遊び
要素も取り入れながら、生徒を飽きさせな
い実習内容でした。
　昼食時もマランダ高校生と共にし、午後
にはアフタヌーンティーが用意され、身振
り手振りでコミュニケーションを取ってい
ました。また生徒同士はインスタグラムを
交換しあい、画像を通じてコミュニケーショ
ンを広げている姿は今の時代を感じる場面
でした。

②日本の農業高校とオーストラリアの農業
高校の違いについて

　オーストラリアの広大な土地で学ぶ農業
高校と小さな島国で気候風土も違う日本の
農業教育に違いがあるのか？言葉の壁はあ
りましたが、学校の状況や疑問に思うこと
などを David先生に質問をしました。
Ｑ：生産する上で運営費や売上はどうして
いるか？

A：運営する上での予算は政府へ請求を行い、
売上は学校で使用することができる。　　　　　
機械の修理費用は学校が支出してくれ
る。

Ｑ：授業での教材費を生徒から徴収するこ
とはあるか？

A：各授業で徴収することはある。マッシュ
ルームを栽培する際に１人 10ドル徴収
した。

Ｑ：農業教員は何人いますか？
A： David先生の他に実習担当が３名おり、
休日の管理も他２名が対応している。

Ｑ：実習で生徒に怪我や事故が起こったこ
とはありますか？

A：事故は起きたことはない。牛に蹴られな
いように注意をしている。

　マランダ高校は公立の学校で、農業が学
べる学校は都市部にはなく田舎に多いそう
です。その為、転勤も少なく生徒と共に育
てた家畜を品評会へ出すなど、部活動に取
り組むことができるとのことでした。実習
時の服装は、登下校時のスクールジャージ
（短パン）であったので、日本では実習着が
あることを伝えると、部活動では長袖・ジー
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パンのユニフォームがあるとのことでした。
安全に実習ができるように注意喚起は行っ
ているそうです。

David先生が授業で大切にしていること
は、生徒に興味を持ってもらうために経験
させること。全員にチャンスを与え、失敗
してもよいので取り組ませることを一貫し
て行っているそうです。質問の回答や実習
する様子から、国は違えど教育の根底は同
じであることがわかりました。日本でも、
主体的で深い学びを実践し、技術を習得し
ていく内容は共通していると感じました。

４．研修成果報告会
　帰国後、オーストラリアでの感動体験の
余韻に浸る間もなく、４班に分かれて発表
準備に取りかかりました。「日本の畜産を
もっと元気に」をメインテーマに、「若者が
描く未来の畜産」、「畜産でアイデアを生か
したい」、「私が働きたい畜産農家」、「誰も
が喜ぶ畜産業」の４つのテーマで話し合い
が進められました。とにかく研修での情報
量が多く、まずは、各自の考えを伝え、テー
マに沿った考えをまとめ、アイデアを捻出
する作業は大変でした。２日間にわたる発
表準備の成果は、各班の思いが詰まったと
ても素晴らしい内容となりました。事前学
習、多くの体験、その学びからの考察と濃
縮された深い学びがあふれ出ていました。

５．終わりに
12日間の研修を終え、参加者全員が体調
を崩すことなく、無事に研修を終えること
ができ安堵しています。私たちの研修は、
６月にオンラインで行われた事前研修から
スタートし、４グループに分かれ、テーマ
について話し合う、まさに訓練といった様
相でした。しかし、畜産に対する志を高く
持つ生徒達は、私たちの高い要望にも対応
し、カリキュラムを進めました。
　オーストラリアでは、見学先として、家
族経営での乳牛飼育、有機飼育での６次産
業、想像を超える面積の肉牛農家、また、
食肉加工現場、直売所といった畜産に関す
る業態をすべて見学することができました。
さらにファームステイによるオーストラリ
ア文化に触れ、そして英語の学びと、これ
以上ないという学習スケジュールであった
と思います。研修先では、生徒からの質問
が途切れないため、研修時間が長引き、予
定がオーバーしてしまいました。各研修で

の情報量が多く、頭を整理する時間がなかっ
たという声も聞かれましたが、日誌にて日々
の研修を整理し、各班で発表に向けての情
報共有を行いました。このように、研修の
意義を理解し、生徒達がたくましく成長し
ている姿を目の当たりにし、この研修で得
られる経験値は計り知れないと思いました。
　現在、高校教育では 2022年より探求学習
が行われています。探求学習とは、課題設
定を行い、自分なりに問いを立て、情報を
集めて分析する。そして、まとめた内容を
発表する一連の流れを言います。今回の研
修では、まさに、短期集中型の探求学習と
言えます。また、産業界が求める人材として、
「主体性」「実行力」「課題解決能力」があげ
られますが、今回の研修による成果として、
生徒達はすべてを満たしていると感じまし
た。オーストラリア研修も終わり、このプ
ロジェクトの目的である、将来の農業リー
ダーは着実に力をつけていると感じていま
す。
　生徒達は、これから畜産アンバサダーと
してそれぞれの地域で活動を行います。今
回の研修内容から生徒自身の考えや思いを
伝え、様々な方法で繋げてくれると信じて
おります。私自身も教員アンバサダーとし
ての役割があると感じています。それは、
生徒を送り出す教員に対して、この研修の
目的や意義を広めていくことです。この取
り組みもぜひ繋げていきたいと思います。
　最後に、この助成支援をしていただいた、
日本中央競馬会様、事業運営をされた国際
農業者交流協会のみなさまには、生徒、引
率教員のチャンスを与えていただきありが
とうございました。感謝の言葉しかありま
せん。この研修が毎年実施でき、畜産アン
バサダーが全国に広がっていくことを願っ
ております。

北海道岩見沢農業高等学校　田澤 未季
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北海道帯広農業高等学校　多田 有輝 岩手県立盛岡農業高等学校　久慈 渚紗
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宮城県農業高等学校　星 碧虎 秋田県立金足農業高等学校　髙橋 智星
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栃木県立那須拓陽高等学校　岡崎 彩女 千葉県立大網高等学校　長谷川 真央
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東京都立瑞穂農芸高等学校　田木 希実 東京都立瑞穂農芸高等学校　阿部 未悠
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長野県佐久平総合技術高等学校　橘内 晟 静岡県立田方農業高等学校　熊倉 花
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岐阜県立岐阜農林高等学校　福田 愛 大阪府立農芸高等学校　甲斐 柚花
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鳥取県立倉吉農業高等学校　嶋本 珠琴 広島県立世羅高等学校　白土 陽麻
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福岡県立糸島農業高等学校　佐熊 安莉 長崎県立諫早農業高等学校　宮田 凪沙
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熊本県立菊池農業高等学校　田中 優羽 宮崎県立高鍋農業高等学校　石山 弘樹
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沖縄県立八重山農林高等学校　田盛 悠祐
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◆プログラムコーディネート
Banora International Group
Ms. Janine Bowmaker, Mr. Michael Bowmaker

Ms. Lenore Wyatt (Deputy Mayor)

◆お世話になった宿泊施設
QuinolaLakes
Mr. Peter Polley, Ms. Sharon Polly 
Ms. Christine Walmsley

◆受入学校
Malanda State High School
Ms. Natasha Lyndon, Mr. Ben Harding, 
Mr. David Kilpatrick

◆農業視察
① Byrnes Quality Meats

Mr. Andrew McIntosh
　　食肉加工施設を備えた販売所で、カンガ
ルー、クロコダイル、ウサギなど日本では
珍しい食肉も数多く扱うケアンズ内の小売
肉屋

②Mungalli Creek Dairy
Mr. Rob Watson, Ms.Michelle Watson, 
Mr. Dan Watson
　　バイオダイナミック農法により酪農を行う
農家

③ Platypus Creek
Mr. Dave Anderson
　　200エーカーにもわたる大規模繁殖農家

④Mareeba Saleyards
Ms. Tanya Martin, Mr. Russell
　　オーストラリア畜産市場協会によって運営
管理されている 75年以上の歴史を持つ北ク
イーンズランド州の肉牛せり市場

⑤ Eachamvale Stud / Dairy
Ms. Bronwyn English, Mr. Greg English
　　 67ヘクタールの土地で約 200頭以上の乳牛
を飼育する家族経営の酪農家

⑥ Jonsson’s Farm
Mr. Warren Jonsson, Ms. Gail Jonsson
Mr. Bradley Jonsson, Mr. Dean Jonsson, 
Mr. Luke Jonsson 
　　 64,000エーカーの規模で 4000頭の肉牛の
飼育とアボカドや大豆等の野菜を栽培して
いる

　　 4世代に渡り生産から販売までを一貫して
いる大規模農家

⑦ Bega Milk Factory
Ms. Emma Hughes
　　オーストラリアをけん引する乳製品会社

◆通訳
　深津あけみさん
　　ケアンズ在住の英語・日本語通訳

オーストラリア研修でお世話になった方々




